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表紙写真の説明

・『富士山頂からのご来光』
日時：２０１５年８月２４日撮影
場所：富士山

平成１０年卒 京橋支部 横田 東生先生 撮影

・横浜検疫所旧細菌研究室
・同窓会創立１２０周年記念ゴルフ大会の参加賞
・岡山県歯科医師会館玄関ホール高山先生胸像
・『巾着田の曼珠沙華』

日時：２０１５年９月２０日撮影
場所：埼玉県日高市大字高麗本郷

昭和６０年卒 横浜中央支部 皆川 雅彦先生 撮影



前号に引き続き，大学のご厚意により図書館からお借りした卒業アルバムから，なつかしい写真と現在
との比較を企画した（現在の写真は筆者撮影）。

血脇先生のマスコット人形
戦前，水道橋校舎では現在の東歯祭の前身とも
言える「記念祭」が開催されていた。
右写真は血脇先生がご自身のマスコット人形と
一緒に撮られた記念写真。画面右上には昭和９年
に来日した野球の神様，ベーブ・ルースの似顔絵
も見える。添え書きには「日本ノムシ歯ハ皆俺ガ
カットバシテヤル 實ハ俺モムシ歯ガ痛ムンダガ
ネ…」と洒落たことが書かれている。
左下写真は昭和５年，学生会主催血脇先生還暦
祝いの運動会に登場した風船の漫像。画面下に
写っておられる血脇先生と比べてもかなり巨大な
もので，運動会のシンボルだったのだろう。
これらのマスコット人形はおそらく当時の学生
の作と思われるが，いずれも血脇先生への敬慕の
念が具現化されたもので，これこそ血脇イズムの
象徴といえるものではなかろうか。
右下写真は記念祭に展示された約７年前に没し
た野口英世先生のジオラマで，いかに当時の学生が血脇先生，野口先生を慕っていたかがよくわかる。

卒業アルバムから見た母校の変遷
－現在との比較－ その２

広報部委員 渡 邊 宇 一

写真：昭和１１（１９３６）年（七星会）より

写真：昭和１１（１９３６）年（七星会）より写真：昭和８（１９３３）年（四海会）より
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市川

ＤＤ

ＢＢ

ＡＡ

ＣＣ
写真：昭和６０（１９８５）年（三春会）より 写真：昭和６０（１９８５）年（三春会）より

写真：昭和３６（１９６１）年（久喜会）より 現在の市川駅前の様子。左写真と同地点。

写真：昭和３６（１９６１）年（久喜会）より 現在の菅野駅前の様子。左写真と同地点。

現在の市川総合病院駐車場の様子。
左写真とほぼ同地点。写真：昭和３７（１９６２）年（十期会）より
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現在の市川は変貌甚だしく，かつての面影は全く見
られない。

左ページ上，左右の航空写真に記されたアルファ
ベットの地点で撮影したものがこのページ４枚の写真
である。

旧市川総合病院は，東京外かく環状道路の建設工事
により取り壊され，いまはその跡形もない（Ａ地点）。

旧進学課程の道路を挟んで向かい側，グラウンドへ
の入り口付近の様子（Ｂ地点）。いまはここに出入り
口は無い。

旧進学課程の跡地は，大手スーパー「マルエツ」と
なり（Ｃ地点），駐車場は向いの市川総合病院と共同
になっている。

グラウンドは移転した新しい市川総合病院となり，
現在最新の医療設備を整え，学生教育，地域医療に貢
献している（Ｄ地点）。

ＡＡ地地点点

ＢＢ地地点点

ＣＣ地地点点

ＤＤ地地点点
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稲毛
我らが稲毛である。

上写真は稲毛移転直後の航空
写真で，海岸まで写っているも
のは珍しい。
画面左右を横切る鉄道は当初
貨物線として計画されたもの
で，その後旅客線に用途変更さ
れ，昭和６１年，京葉線として開
通した。稲毛海岸駅付近の開発
もまだこれからのようである。

左写真は水道橋移転直前の千
葉校舎の様子。

下右写真は，高洲市民プール
付近の現在の様子である。一見
左写真と同じ風景だが，こじま
公園のこじま号は解体されて無
くなり，新高洲橋の袂にあった
消防署の建物も無くなり，市民
プールは震災による液状化被害
のため，現在も休止中である。
画面左遠景に幕張ツインタワー
が望める。

写真：平成２５（２０１３）年（良い歯会）より

写真：昭和６０（１９８５）年（三春会）より

写真：昭和５８（１９８３）年（水真会）より
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現在大学正門脇には薬局を含んだコンビニエンスストアが開店している。

写真：平成２２（２０１０）年（創志会）より
稲毛の様子が描かれた楽しいイラスト。
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三崎神社通り

上写真はおよそ５５年前の三崎神社通り。
画面左は三崎神社。現在左写真に見られ
る鳥居や灯籠はまだ建っていない。
画面中央に見られるトミーグリルは現在
も盛業中。看板はなぜか「トミグリル」。

大学水道橋移転事業は滞りなく進捗し，
さらなる発展を求めて，本館の西側，三崎
神社通りに面したところに西棟が建設中で
ある（左写真ブルーシートの部分）。
本館と西棟とは内部で渡り廊下で繋が
り，水道橋病院の拡張，臨床実習学生の学
習を行うスペースとして活用される予定で
ある。

未来に向けて東京歯科大学の新たな歴史
のスタートである。

写真：昭和３５（１９６０）年（八紫会）より
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建設が進む本館西棟。画面上方に僅かに覗いて見えるのが本館。

－完－
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「野口博士ほど写真のお好きな研究者はいない」とも言われ，我が東京歯科大学にとてもゆかりの深い
野口英世。彼が写るカラー写真が日本人最初のカラー写真だということを皆さまご存じであろうか。

青地のワイシャツに糊の効いた純白の襟，胸ポ
ケットには黄色の花が挿してある。よほど日差し
が強いのか目を細め，左手は見えないようにボー
ダー（帽子）が置かれ，右手にはしっかりステッ
キを持っている。また，背景は緑の木々が生い茂
り，たいへん鮮やかな赤い花で囲まれている。大
正３年に英世から小林 栄先生のもとに送られて
きたもので，保存状態は大変に良く，この写真は
現在猪苗代湖湖畔の野口英世記念館にて展示され
ている。
では，いったいいつ誰がどうやって撮ったもの
であろうか。
実はイーストマン・コダック社が一般向けカ

ラーフィルムを発売する遙か前，今から１００年以
上前に「オートクローム・リュミエール（Auto-
chrome Lumière）」というカラー写真技法があっ
た。オートクロームは，フランス人のオーギュス
ト・リュミエールとルイ・リュミエールの兄弟に
よって発明され，１９０３年に特許を取得した。そし
て１９０７年に写真乾板の形式で一般に販売が開始さ
れ，コダック社がコダクロームを販売する１９３０年
代までは市場ではほぼ唯一のカラー写真の撮影法
であった。あまり普及はしなかったが，フランス
の銀行家アルベール・カーンがこの製版方法で
７２，０００枚にもおよぶカラー写真を世界各地で撮影
させ，２０世紀初頭の世界を記録した重要資料とし
て現在も博物館に残っている。そしてリュミエー

ル兄弟はトーマス・エジソンと並び称される映画発明者で，映画の父と呼ばれている。
この方法は，透明なデンプンの微粒子を「赤」「緑」「青紫」の三原色に染め，これをガラスやフィル
ターベース上に隙間がないようにモザイク状に散布し，透明なニスでコーティングして固定，その上にパ
ンクロ乳剤を塗布してある。撮影はフィルムの裏側，つまりデンプンスクリーン側から行なうと，３色の
スクリーンを透かし同じ色で乳剤が感光し，これを反転現像する。このフィルムを透過光で見ると，デン
プンスクリーンを透過したポジカラーが見られる仕組みとなる。従来の三色分解ワンショットカメラ（１
度に３枚の乾板を使用）と違って乾板１枚だけで撮影できたので，アマチュアを中心に支持を集めた。
写真とともに小林 栄先生のもとに送られた大正３年８月８日付の書簡には，「ルミエール氏の発見さ

れた現像法により自然色を得ており，友人ゲーツ博士の別荘にて撮影された。赤い花はバラで，胸のボタ
ンに挿したるは菊の一種である」と説明が書かれている。写真はこの年に撮られたものと推定され，当時
野口英世３７歳であった。この書簡の中には「ご覧になるには晴天の日蒼色の空に向かって御見通し有之べ
く候」とあるので，故郷の青少年達が世界の最新技術を物珍しげにみなで透かして見ている様子が目に浮
かぶようである。１００年の時を超えて現存する日本人最初のカラー写真が野口英世だなんてなんだかとて
も誇らしく思えますよね。

１００年の時を経た野口英世のカラー写真

広報部・副委員長 山 口 雅 史

写真：ニューヨークで撮った日本人で最初のカラー写真と
される。（１９１４年大正３年撮影）
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前号では主に古い卒業アルバムから血脇先生の書をご紹介しましたが，東京歯科大学の資料室には血脇
先生の沢山の書の他に大学に関係する写真，昔の治療器具など貴重な資料が多数保存されています。今号
は千葉校舎図書館１階の資料室のご厚意により館内を案内していただき血脇先生の書をご紹介いたしま
す。

「世の中は五分の誠に 二分侠気
あとの三分は茶目でくらせよ」

前号でもご紹介した有名な書ですが，五分の「真
味」ではなく「誠」になっているのは何故か？どち
らが先に書かれたものなのか不明です。
掛け軸なら縦に長く書けるが，血脇先生のどの横
長の書を見ても２行目は全て１字下げて書いてあり
「真味」と書くと下の列が揃わないので体裁を考え
「誠」に変えたのでしょうか？

「交友須帯三分侠気」

菜根譚の「交友須帶三分侠気 作人要存一點素心」
「友と交わるには須（すべか）らく三分の侠気を帯ぶべく 人と作るには一点の
素心を存するを要す」から引用したと思われる書。

血脇先生の有名な「世の中は五分の真味に二分侠気…」もこれが元になっている
のでしょうか？

同窓会創立１２０周年記念特別企画
～血脇守之助先生「書」のご紹介 その２～

広報部・副委員長 福 井 雅 之

東京歯科大学同窓会創立１２０周年記念特集
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三人の先生の寄せ書きになっている希少な掛け軸です。

「克忠克孝 よくちゅうよくこう」 血脇守之助先生
教育勅語より引用したと思われます。国や親に忠孝を尽くす という
意。

「幸」 綿引朝光先生

「風香秋田城」 奥村鶴吉先生

東京歯科大学広報 第２４９号によると「寄書きは年号など不明だが，奥村
先生の書は希少である。」と紹介されていました。

（綿引先生は存じ上げませんが奥村鶴吉先生は東京歯科医学専門学校校長
を務め，大学昇格後は東京歯科大学初代学長をされた先生です。）

「清如水兮直如矢」

清きこと水の如く 直きこと矢の如く

出典は福沢諭吉「学問のすゝめ」第十一編中の一節と思われます。

慶應義塾出身の血脇先生らしい書といえます。

東京歯科大学同窓会創立１２０周年記念特集
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「何時までも あると思うな親と金
ないと思うな 運と罰」

この書も最後の部分は「災難」を「罰」に変えて
下が綺麗にそろうように書き換えているようです。

元になっているのは
「若き日に 汗流さずば 老いて後 涙となりて
悔いを残さん 忍耐はすべての扉を開く いつまで
もあると思うな 親と金 ないと思うな 運と災難
人の行く裏に道あり 花の山」

「Rise from your ashes」

珍しい英語の書。元は「rise from the ashes」
打撃から立ち直る，復興する という意。
関東大震災の後に書かれたものなのでしょうか？

由来：不死鳥（phoenix）は死に際して自ら焼死
し，その灰から再び新たに生まれ変わるという古代
伝説からきています。

「無礙」 むげ

妨げのないこと，何物にもとらわれな
いこと

東京歯科大学同窓会創立１２０周年記念特集
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「円くとも 一角あれや 人心」
まるくとも ひとかどあれや ひとごころ

世間から，円満な人格者だと認められることは良
いことには違いないが，それだけであってはなら
ず，たまに怒ったり少々の頑固さなど少しくらい角
があった方がよい，という意味。この後に「あまり
丸きは転び易きぞ」と言葉が続く。

勿怒

怒る勿（なか）れ

積一為十 せきいちいじゅう

元は「積小為大 せきしょういだい」
小を積みて大を為す が元になっていると思
われます。

資料室にはこの他血脇先生の沢山の書や高山紀齋先生の画，書籍，模型などが展示されています。
ご興味のある方はぜひ足を運んでみてはいかがでしょうか？

資料室風景（大学HPより）

（「書」の写真は全て資料室のご厚意により頂いたも
のを掲載しております）

東京歯科大学同窓会創立１２０周年記念特集
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１２０周年記念祝賀会で歌声を披露してくれるレジェンドが全国ツアーを行なっているそうです。
全国ツアーの旅先から，同窓会会員へコメントが届きました。
先生方のお近くでコンサートが開催されるようでしたら，足をお運びになってはいかがでしょうか？…

東京歯科大学同窓会のみなさま

初めまして
１１月２９日の記念祝賀会でステージを務めさせて頂きますレジェンドです。
僕たちはクラシックをベースに，古今東西の名曲の数々をオペラティック
なコーラスでお送りするグループです。
ゆっくりとステージを楽しんでいただき，時にはBRAVO！のかけ声で
盛り上げて頂ければ幸いです。
一緒に素敵な時間を楽しみましょう。

オペラユニット レジェンド MC 吉田知明

１２０周年記念祝賀会情報

ピアニスト ピアニスト
大井 健 菅原浩史 内田智一 吉田知明 柿迫 秀 志村糧一 西尾周祐

東京歯科大学同窓会創立１２０周年記念特集
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夢・未来
同窓会創立120周年記念によせて（桔梗会）
創立120周年のテーマから「未来への飛躍」に焦点をあて、
『夢・未来』と題して、今年卒業した先生方の歯科医師としての
将来を語っていただきました。

は総合病院の歯科口腔外科で研
修を行っています。

　総合病院である為，様々な既往を
持った患者さんが多く，聞いたこと
のない疾患や教科書でしか見たこと
のない疾患を抱えた患者さんが当た
り前のように受診し，歯科治療を行
うのを目の当たりにし勉強の毎日を
送っています。
　外来以外にも化学療法や周術期，

ICUで人工呼吸管理中の患者さんの
口腔ケアを行うなど，口腔内だけで
はなく全身管理を行うこと
の重要性を痛感しています。
　目の前にある主訴だけ
でなく背景にある全身疾
患や精神面など常に広い
視野を持ち患者さんと接する
ことのできる歯科医師を目指
し研修に励んで参ります。

みたいに，口紅が塗れるよ
うになりたい。」

　私が５年生の臨床実習で術後経
過観察中の患者さんに言われた言
葉です。
　噛めることはもちろん大事で，
生きるために顎骨・舌を切除する
ことももちろん絶対に必要な事だ
と思います。着飾ることは二の次
三の次かもしれません。
　でも，毎日化粧がちゃんとでき
ること，マスクを外して歩けること，
鏡を見たいと思えること，実際に
「生きる」ことに直結しないこと
が生きていくための希望になるん
じゃないかと思っています。自分
が女性だから特にそう思うのかも
しれません。
　そんな気持ちに寄り添えるよう
な歯科医師になるべく，来年から
は顎補綴を専攻したいと思ってい
ます。

業して５ヶ月が経とうとしている。この５ヶ月で自分は何が出来るよ
うになって，何がまだ出来ていないのか。研修が始まるときに立てた

目標に向かって進んでいるのか。最近はそんなことを考えることもなく，
まずは飛び込んだ今の環境についていくことで精一杯になっている気がす
る。自分が考えた流れで動ける日など１日もなかった気がする。毎日何か
しらの知らないこと，忘れていたこと，失敗に遭遇しその都度周囲の人々
に助けてもらいながら少しずつ自分一人でも自信を持って出来ることが増
えてきているのかもしれない。しかし，知らなかったこと全て
を調べきれてはいないし，その自信が100％成功するレベルの
ものではなく，上手くいかなかったときの次の選択肢の
数は圧倒的に足りていない。
　この５ヶ月で感じた今後の課題を具体的に挙げ
ればきりがない。しかし，ひとつ明確に分かった
ことがある。それは自分が思っているより礼儀や
コミュニケーションが上手くないということであ
る。手技的な達成度に気持ちが向かいがちだが，
患者，上司，関係職員，同期などたくさんの人と問診，
カンファレンス，連携，対話していく職種であるからこそ
もう一つ伝え方に注意して過ごしていこうと感じている。
「歯科医師たる前に人間たれ」を忘れていたの
かもしれない。乱文お許し下さい。

卒

が過ぎるのは早く，卒業から半年が経とう
としています。私は，新小岩のこばやし歯
科クリニックで４月から研修させて頂いていま
す。勉強漬けの６年生から一転，臨床で技
術を磨く毎日です。若輩者ですが，これ
からもご指導，ご鞭撻頂ければ幸いです。

｢前

小谷田夕里
名

こばやし

歯科クリニ
ック

研修歯科医

編　　集　佐々木葉子（広報部）
編集協力　岡澤亮平（学年代表），石井悠佳里（アルバム委員）
　　　　　小野瀬祐紀（水道橋代表）

大村雄介
市川総合病院研修歯科医

私

相原彩子
女子医科大学研修歯科医

時

石井悠佳里
千葉病院
研修歯科医

女性歯科医師として
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は千葉病院を中心に，４ヶ月間開業医さん
で研修を行います。

　総合診療科では各々が患者を担当するので，
流れが分かりやすく，多くの処置を行いました。
開業医さんでは，簡単な処置から徐々に割り
振っていただいています。回転の速さやスタッ
フとの連携に驚きました。
　この５ヶ月間を通し，私が強く感じたことは，
患者と話す重要性です。世間話をした
り，医師と患者の考えの差異を少なく
したりと，ラポールの形成を助けて
くれます。今年は他の先生の処置を
見学の機会が多くあるので，信頼
される歯科医師になれるよう話
し方や工夫の仕方をどんどん
取り入れていこうと思います。

私
の夢は大学１年生の頃から決まっている。
「踊れる歯科医師」になることだ。

　予め断っておくと，私は歯科医療として踊り
を提供するつもりはないし，本業はダンサー
で副業は歯科……なんて事も考えてはいない。
　専門的に勉強したい分野は決めているし，
自己研鑽を積むべく買ってでも苦労する
覚悟もある。
　あくまでも，歯科医師の在り方として
この目標を掲げていて，血脇イズム的な言い
方をすれば，歯科医師たる前に人間たるため
に我踊らざるをえん，という意味なのだ。
他人の健康を支援する仕事に就いた以上，
まずは自分自身が心身共に健康で自分ら
しくありたいし，一度きりの人生，仕事以外に
も夢中になれる何かがあっても良いのではないか。
仕事に精を出しつつも，違う側面から自分を見つめ直し表現
する機会を確保する，そんな心の余裕を常に持っていたいも
のだ。その手段が私の場合はダンスなので，私は「踊れる歯
科医師」を人生の目標に今後も猪突猛進していく予定だ。
　友人たちよ，万が一，私が飲み会で死んだ魚のような目を
して仕事の話ばかりするようになったら，どうか一足のス
ニーカーを私の目の前に突き出して欲しい。「お前踊れる歯
医者になるんじゃなかったっけ？」と。

私

在，自衛隊横須賀病院歯科診療部にて
勤務し，全麻での口腔外科手術や入院

患者の口腔管理から一般の歯科治療まで学
ぶ他，月１，２回海上自衛官としての訓練や
米軍との合同演習や外部の研修会の参加な
どもあり忙しく充実した毎日です。歯科医
官は一般公募なので全国の歯学部から幅広
く人材を採用していることもあり，先生ごと
に少しずつ手技が異なっていたりして大変
勉強になり興味深いです。（実際指導医の
先生にも，各大学のやり方が見られるので
長所短所も合わせて幅広くしっかり勉強す
るよう言われています。）また，水道橋や稲
毛まで電車で一本（片道二時間半！）なので
部活に顔を出す時に母校にて研修している
同期と会い，話を聞き自分も負けないよう
に頑張らねばと思うことも多々あります。
　私の夢はまずは２年間の研修にて「あい
つなら任せられる」と言われるくらいまで

しっかりとした知識，技術を身につけたい
ということです。そして艦艇勤務や海外派
遣等で活躍したいと思っております。また，
海自歯科医官は約45名おり全国の歯科大
学から２～３名ずつ集まっているのですが
現在，東歯出身者は自分一人なので東京歯
科大学の看板を背負ってだれにも負けない
よう今後とも研鑽に努めていきます。
　さて，東京歯科大学の強みは全国に同窓
生がいるということを在学中より伺ってお
りましたが，この半年で東京，広島，神奈
川と転々する中，地方で研修している同期
や近くで開業なさっている先生方とお会い
する機会があり，将来数年ごとに全国転勤
を繰り返す歯科医官としてこれほど心強い
ものはないと感じました。同期の絆，同窓
の繋がりを大切にし，より強固なものとし
て続いていけるよう120期桔梗会同窓会長
としてもしっかり活動していく所存です。

現

秋葉知里
千葉病院
研修歯科医

鷲尾紗裕理
東京医科歯

科大学

研修歯科医

岡澤亮平
自衛隊横須

賀病院

歯科診療部

初任実務研
修医
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が歯科医師を目指すきっかけとなったのは，
歯科医師である父と母の存在です。幼いころ

から父と母が働いている姿を見ているうちに，自
然と興味が湧くようになりました。入学後は，
歯科の厳しい現状また病院や町の診療所だけ

でなく介護施設や在宅医療など活躍できる場が
広くなってきたことを知りました。そして，高

齢者が急増するなかで，全身の健康が口腔内のケ
アに大きく関わっていることを教わりました。今
後は，口腔内の健康管理がいかに重要かを患者に
伝えることが必要だと思います。これからは一つ

の考えに固執せず柔軟に考え，幅広い視野
で患者を診ることができ社会のニーズに応
えられる歯科医師になりたいと思います。

家試験合格証」を片手に母校（高校）
を訪れたとき，「小野瀬，いいか歯

だけを診て，人を診ずの歯医者になるなよ」
と言われた言葉が，私の上に伸し掛かって
います。歯を診ることは単に歯を診ること
だけでなく，その人全体の健康状態も診る
ことだと思います。それは歯だけが独り歩
きをしていないからです。
　研修中どこの医療現場を訪ねても，その
医療機器の進歩充実とそれを駆使して治療
に当たる先生方の真摯な態度と熟練した技
には目を見張るばかりでした。そして，そ
こに至る道のりの容易でないことを学びま
した。
　また，患者さんに満足を与える熟達した
医療技術，それにも増してそれを支えてい

る先生方の患者さんへの対応，
すなわち，先生方の生き方，先
生の文化とでも言ったらいいで
しょうか，それへの努力には天
井がなく，終生に渡って取り組
むべき道だと痛感しました。

　諸先生方の高度
な技術と知恵と文
化を手本に駆け出
しの歯科医師とし

て「歯に問いかけ，体に問いか
ける」を座右の銘としていきた
いと思っています。

は，深い知識と質の高い技術を持ち，患者さ
んの意識を変えることが出来る歯科医師にな

りたいと考えています。
　東京歯科大学を卒業し，研修医として働き始め
てから５ヶ月がたちました。いざ臨床に立つと，
自分の未熟さを痛感します。学生時代に学んだ知
識を臨機応変に引き出し，臨床で結びつけること
が必要であると感じます。東京歯科大学で学んだ
深く広い知識に自信を持ち，技術面や足りない知

識は積極的に習得していきたいと思います。
また，働き始めて感じたことは患者さんの口腔
内への関心が少ないということです。少しづつで
も，患者さんが自分自身の歯の大切さを理解でき
るように働きかけていきたいと思っています。
　東京歯科大学の学生であったことと，
水道橋病院の研修医であることに誇り
を持ち，患者さんからの期待を裏切ら
ないよう精進していきたいです。

小野瀬祐紀
東京歯科大学水道橋病院研修歯科医

は現在富山大学附属病院で研修しています。
　志望理由は故郷であることはもちろん，ここに

しかないカリキュラムが自分の理想にマッチしてい
たからです。当院の歯科研修医は２年間の研修期間
が設けられており，うち2/3は歯科（外来・病棟）ですが，
1/3は医科研修として救急部，麻酔科等を回りま
す。２年間を通して多角的に患者の全身管理が
できるようになります。
　臨床研修が始まり早半年が経ちますが，予
想を超える充実した日々を送っております。
他の研修医よりも多くのチャンスをもらえ，多
くの症例を経験できるのもひとえに東京歯科大
学で受けた教育の賜物であると痛感しております。
　まだ研修がはじまったばかりで今後のことは
決まっていませんが，地域医療の一端としてお
役に立てればと考えています。

私
｢国

私

山田朗寛
富山大学附

属病院

歯科口腔外
科

研修歯科医

私

飯島典子
東京歯科大

学

水道橋病院

研修歯科医

大山莉奈
東京歯科大

学

水道橋病院

研修歯科医

歯に問いかけ、体に問いかける
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夢・未来　同窓会創立120周年記念によせて（桔梗会）

は水道橋病院に研修
医として勤務してい

て患者さんに話を伺う機
会が多いのですが，専門
的な先生に診てもらいた
くて水道橋病院に来たとい
う話をよく聞きます。水道
橋病院は患者さんが多く，
先生によっては２ヵ月ほど
待っていただかなくてはな
らないことを説明してもな
お診療を希望するのです。
人によっては他県から通院
することもあります。それ
だけ専門的な知識と技術を
持った歯科医師が必要とさ
れているということでもある
と思います。もちろん一般
診療を手広くできる歯科医師は地域のか
かりつけ医として重要な役割を果たして
いますし，なくてはならない存在です。
しかし，私は専門的な知識，技術を身に
つけて将来は地域の住民からも，そして
地域の歯科医師からも頼られる歯科医師
になりたいと思っています。

修医として働き始め，半年が経ちました。学生
の頃は，日々の勉強をしっかり行い国家試験に

合格すれば，働き始めてもそんなに苦労することも
ないだろうと思っていました。しかし現実はそんな
に甘いものではなく，治療を行っていてもなかなか
今までの知識と噛み合わなかったり，治療自体
がうまくいかず時間がかかったりと困ることば
かりです。
　私は将来，実家の歯科医院を継ぎたいと考えてい
ます。ですが，今の自分の知識・技術ではとてもそ
のようなことはできません。なので，研修を一年間
終えた後は大学院生として専門的な内容をしっかり
学びたいと思っています。そこで知識・技術をしっ
かり自分のものとして実家に帰り，１，２年は父親と
一緒に働きたいです。そして，その後地域の町医者
としてその地域にしっかり貢献できる
一人前の歯科医になりたいです。

は今年念願の歯科医師免許を取得し，ようや
く医療従事者として携わることとなりまし

た。想像はしていましたが実際の診療では予期も
しない様々な事柄が生じるため座学で学んだこと
以上の知識や技術が必要となります。また，何よ
りも如何に患者さんとのラポールを築き上げるこ
とが出来るかということが診療していく上で重要
であるかを初めて自分の担当患者さんを持つこと
で痛感しました。私は，実のところ未だ自分が将

来なりたい歯科医師像が定
まっていないのが現状です。
したがって，臨床研修期間で
ある今を利用し，大学病院・

開業医院それぞれ生の
医療現場を体感するこ
とで自分には将来何が
必要で，患者さんのた
めに自分が歯科医師と
してどうあるべきかと
いうことを見極めてい
きたいと考えます。

は将来開業医として地元で働きたい
ので全部ができる歯科医師になりた

いです。そのためにしばらくは都内で腕
を磨き技術を身につけ地元へ帰りたいで
す。また理想の歯科医師像は父なので，
父が引退する前に一緒に働きいろいろ教
えてもらいます。
　これからの日本の確実な将来像の一つ
として超高齢化社会があります。超高齢
者社会における理想の歯科医師像は口腔
内のケア，歯周病の予防を通じて，地
域住民の子供から高齢者までの健康で

QOLの高い生活の実現に貢献できる歯科医師です。なの
で父からしっかりと患者を引き継ぎ，地域住民の信頼を得
て，長く続けていける歯科医院を目指していきたいです。

勝田将崇
東京歯科大

学

水道橋病院

研修歯科医

掛川　佑
東京歯科大学水道橋病院研修歯科医

研

私

古賀　瞭
東京歯科大学水道橋病院研修歯科医

亀井宏和
東京歯科大

学

水道橋病院

研修歯科医

私

私
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の５年後は，開業医にて一般，外科，歯内，歯周
病，インプラントなどをこなせるオールラウンド

の歯科医師として働いています。きっとまだまだ力不
足の部分がたくさんあるので診療終了後院内に残り同
僚達と自主練習をしたり，休みを利用して勉強会に参
加し自分のスキルアップに時間を費やす日々を送って
います。また歯科医師としてのスキルアッ
プと並行して５年後より先を見据えて院内
のマネージメントの勉強にも力を入れてい
ると思います。

年前，この大学を受験し面接を受けた際に「ど
ういう歯科医になりたいのか。」と聞かれた覚

えがあります。その時「患者のニーズに応えたい，
そのために患者の話をよく聞く歯科医になりたい。」
と答えた覚えがあります。６年前の自分は歯科の知
識が皆無だったため，そのようなぼんやりとしたイ
メージしか持っていませんでした。
　今年から実際に研修医として働かせていただいて
いますが，患者のニーズに応えられるためには豊富
な知識としっかりとした技術が必要であると感じま
した。
　そのため，私は患者の話をよく聞き，その患者の
ニーズが何であるか考え，また，その患者のニーズ
に応えられる知識と技術を持った歯科医になりたい
と思っております。

6

京歯科大学同窓会120周年おめでとうございます。
120期生として，大変喜ばしく思っております。今年

の春からようやく歯科医師としての第一歩を踏み出し，諸
先輩方の仲間入りができたことを嬉しく感じている毎日で
す。しかしながら当然まだまだ診療はおぼつかず，研修先
である水道橋病院の先生方にご心配をおかけしている状態
ではありますが，共に働く同期と励まし合い切磋琢磨する
日々は私にとってとても充実しています。今の自分にはま
だ程遠いですが，いつかは患者さんから信頼され，長いお
付き合いができる歯科医師になるのが私の夢です。患者さ

んの立場に立って原因を考え，共にQOLを向上
させていくよう全力で努力する歯科医師になりた
いです。

東

私

は現在，臨床研修医として
患者さんと向き合い，毎日

の臨床が新鮮で，歯科医師とし
ての将来像について考える日々
を送っています。そしてこの一
年間は，自分の将来像を考える
為の大きな時期だと思います。
歯科分野としては，一般的な治
療から魅力ある専門的な治療ま
で幅広く経験する事により，将
来像はまだまだ決めかねていま
す。ですがどのような治療であ
れ，歯科医師として患者さんの
様々な痛みや悩みを出来る限り
取り除き，ご希望には出来る限
りの対応ができるような，幅広
い技術，経験を持った歯科医師
になりたい思っております。ま
たその中でも何か一つ，自分の
興味をもった分野を伸ばし，そ
の分野のスペシャリストとして

の技術，知識を
身につけていき
たいと思ってお
ります。

私

北村友里恵
東京歯科大

学

水道橋病院

研修歯科医

小坂尚子
東京歯科大

学

水道橋病院

研修歯科医

澁谷一貴
東京歯科大学水道橋病院研修歯科医

菅谷悠介
東京歯科大学水道橋病院研修歯科医
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夢・未来　同窓会創立120周年記念によせて（桔梗会）

科医師国家試験に合格し，
歯科医師になってから５か

月が終わろうとしています。実
際に患者さんを治療していく機
会が増えてきて，学生時に講義
や実習で学んだことの重要性を
改めて強く感じています。患者
さんの主訴を治療していくのは
もちろん重要ですが，これから
の歯科医療は口腔だけでなく全
身的に診ていかなければならな
いと思います。また，歯科医師
が多く溢れた厳しい状況の中
で，患者さんとの信頼関係を築
いていくのも重要だと思います。
それらを可能にするには，知識
や技術であり，コミュニケー
ションが必要です。歯科医師に
なったからには，日々勉強し，
技術を得るために努力していき
たいです。そして，将来地域医
療に貢献できるような全身的に
患者さんを診れ
る歯科医師にな
りたいと思って
います。

は，2015年３月に東京歯科大学を卒業させていただきまし
た。今は，研修医として，水道橋病院に勤めさせていただい

てます。
　自分の歯科医師と将来像は，正直なところまだ曖昧です。具体
的に，これを極めたいということがまだ，ありません。抽象的で
はありますが，１つだけあるのは，「患者さんの希望に沿って納
得してもらう治療をしたい。」ということです。そのためには，

私自身の技術を上げることが第一に必要だと思います。
この残り少ない研修期間でしっかり学んで行きたいと思
います。そして，この研修期間を通して，自分自身の将
来像をしっかりと決めていきたいと思います。

は今臨床研修医として東京歯科大学水道橋病院と臨
床型施設である沼澤歯科医院で働きながら勉強して

います。
　大学で学んできた事を臨床でいかに活かせるかが楽
しみで研修医生活を始めましたが，困難の壁に当たっ
ては自分の未熟さを痛感する毎日です。
　未来の私を想像すると期待と不安で胸がいっぱいで
す。どうしたら成功するのか，何が正しいのか，自分の
道をどう決めて歩んでいけばいいのか，考えれば切りが
無く今答えを出せと言われても出せません。
　ただ一つ言える事は，治療した患者さんが満足して
帰っていただけるよう精一杯努力を続けていきたいです。
経験もそうですが，勉強も怠らず患者さんの気持ちを
第一に考慮した治療ができる歯科医師になりたいです。

は今年の４月から水道橋病院で研修をさせて頂いて
います。実際に自分の患者さんを持たせて頂いて，

自分で治療計画をたて，治療を進めていくなかで，少し
ずつ自分の歯科医師としての将来像が思い描けるように
なりました。
　元々，学生の頃から高齢者の歯科治療に興味があり，
義歯関連や摂食嚥下などの分野を深く学びたいと考えて
いました。
　また，研修医になって色々な患者さんと触れ合い，先
生方からお話を聞くなかで，訪問診療も出来るようにな
りたいと思うようになりました。
　将来は訪問診療を中心に，病院に来ることが困難な患

者さんに，摂食嚥下などのサポートを含めた幅
広い歯科治療を提供できるような歯科医師にな
りたいと考えています。

中農智宏
東京歯科大

学

水道橋病院

研修歯科医

私

歯

私

鈴木貴子
東京歯科大

学

水道橋病院

研修歯科医

私

瀬口寛子
東京歯科大学水道橋病院研修歯科医

都丸将史
東京歯科大学水道橋病院研修歯科医
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が経つのは早いもので，国家試験に合格して
から５ヶ月が過ぎました。水道橋病院で研修

を行っている私は，各科を周り終わり，患者を自
分で受け持つようになりました。日々の診療に追
われ将来の展望を忘れがちでありましたが機会を
得たので，将来に思いを馳せようと思います。
　診療科の中で興味を引かれたのは口腔インプラ
ント科でした。近年，齲蝕が減少しており患者の
口腔内への関心も高まって歯の切削に否定的な患
者も多々見かけます。そのため，隣在歯の切削が

不要なインプラントを希望する患者が増えるもの
と思われます。
　ですが，近年インプラント治療による死亡事件
がマスコミにより騒がれて，インプラントでトラ
ブルを抱えてセカンドオピニオン目的で当院に足
を運ばれる患者も度々見かけます。
　このようなインプラントで問題を抱えた患者に
も対応可能かつトラブルを起こさないよう正しい
知識を持って埋入できる歯科医師になりたいと思
います。

来自分がなりたい歯科医師像は人それぞれ
あると思います。例えば，齲蝕の予防や治

療を主ににやりたいと思っている人から，補綴
治療を考えている人，小児治療をやろうと考え
ている人もいると思います。そのように歯科治
療には方法も目的も様々ありますが，私は歯科
治療は結局患者のためにあるべき
であると考えております。ですか
ら，私は将来，どのような歯科治
療をするにしても，患者の立場に
立てる歯科医師になりたいと
考えております。
　歯科医師は，常に技術の
研鑽と新しい知識を得るた
めに勉強が必要な職業であ
ると考えております。自分
が思い描く歯科医師になる
ために，これからも臨床研修
施設にて諸先生方の指導を仰
ぎ努力を積み重ねていきたい
と考えております。

きたい”という気持ちが，現在までの医療技術の
発展に大きく貢献してきたということは，広く知

られている事ではありますが，これからは“生きやすい
ように生きたい”という気持ちを追及していく事が，さ
らなる医療技術の発展をもたらすのではないかと考えま
す。私が歯科医師として活躍しているだろう平成30年
代では，その“生きやすいように生きたい”という気持
ちのサポートができるような歯科医師になっていたいで
す。そのために今から患者様一人一人に真摯に応対する
という態度を身に付けることだけではなく，新しい技術
の発見や習得にも積極的に励んでいきたいと思います。

平石裕樹
東京歯科大

学

水道橋病院

研修歯科医

年後の夢は先輩先生に認めてもらえる
歯科医師になることです。今年から４
～５年は自分に技術を身につけ，基本
的なものをできるようにする期間だ
と思います。特に補綴義歯に力を

入れて学びたいで
す。義歯を根拠づ
けて設計し，自分

と患者さんが満足するもの
を作りたいと思います。

　その後の夢は歯医者の仕事を続けなが
ら，家庭を持つことです。一度仕事を離れ
ても戻ってこられるように，今からの数年
間の努力が本当に大切だと思います。

西根万純
東京歯科大

学

水道橋病院

研修歯科医

5

時

将

“生 服部　力
東京歯科大学水道橋病院研修歯科医

對木將人
東京歯科大学水道橋病院研修歯科医
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夢・未来　同窓会創立120周年記念によせて（桔梗会）

修医として歯科医師人生が始まって
４ヶ月が経ちました。この短い期間

の中で，患者さんと直に接し，覚束ない
ながらも治療をしていくにつれて，診療
の難しさを肌身で感じています。
　臨床に出てみて強く感じたのは，基礎
疾患を多く抱える高齢の患者を診なけれ
ばならないということです。
　今後，日本が超高齢社会へと向かって
いく中で，私は将来全身管理が出来る歯
科医師となり，地域医療に貢献したいと
考えています。
　医療技術はもちろんのことですが，校
歌の中の『医は是済生，ひとえに仁なり』
という，医療は仁術であるという血脇先
生の教えを胸に留め，患者さんの心に寄
り添うことのできる，常に自助努力を忘
れぬ歯科医師になりたいと思います。

は将来，歯科医師として，おそらく自分の地元
に戻り歯科医業を行っていると考えています。

地域の中で，いかに社会に貢献できるか，人々のた
めに働いていけるかを考えて行動できる
人でありたいと思います。
　そのために，研修医として，自分の目の
前にある課題を一つ一つクリアしていき
たいと思います。疑問があれば勉強会
などにも積極的に参加したいと思っ
ています。
　今は分からないこと，できないこと
だらけで，具体的な目標を立てること
が難しい状況ですが，日々精進し，目
の前の目標をしっかりクリアし，一歩
一歩進んで行ければと思います。
思いやりをもって，一人一人の
患者様と接していける歯科医師
になれるよう頑張ります。

家試験を経て研修医になってから５ヶ
月が経とうとしています。この１年間

で自分が何を学び，どう将来に役立ててい
くか。学生時代と研修医となった今の考え
方とでは少し変わってきた気がします。
　学生時代の私は，試験に向けての勉強で
基礎的なことだけでなく最新の治療法であ
るレーザーやCAD/CAMなどを多く学ぶ
ことがあったため自然と興味は新しいこと
へと向いていました。そのため私はこう
いった最新の治療法を学んでいくことがこ
れからの歯科治療には重要であると考えて
いました。

　しかし，実際に研修医になり，患者様の
治療をしていると患者様は最先端の治療法
を求めているというよりは，まず噛める
様になりたいという希望が多かった様
に感じました。
　歯科医師としての治療で大切なことは，
まず患者さんがご飯をしっかりと食べれる
咬合関係を作ってあげることが基礎にあり，
その後に審美的要望などに応えていくこと
が大事であると感じました。
　将来私は審美ばかりに目を向けすぎず，
まずはしっかりとした咬合を作っていける
歯医者に私はなろうと考えています。

年の３月に歯科医師国家試験を合格して，今私は本学の水道橋病院で
研修をしています。国家試験の勉強が終わり，４月から歯科医として

診療を始めたのですがやはり始めは戸惑うことばかりでした。６年間さま
ざまなことを学んできていても知識だけでは経験が足りず，実際に手を動
かしてみると想像していたよりもはるかに難しいと感じました。これから
より多くの症例を処置して経験を積んでいく必要があると思います。
　これからの自分の歯科医師像は，あらゆる症例に関しても臆することな
く自信をもって迷わず診療できるような歯科医師になることです。また，
その歯科医師像の根底には患者さんを第一に考えることを忘れてはいけな
いと思います。患者さんに一言でも「ありがとう」と言われるよう努力し
ていきたいです。

水永潤子
東京歯科大

学

水道橋病院

研修歯科医

吉田　航
東京歯科大学水道橋病院研修歯科医

矢島広隆
東京歯科大

学

水道橋病院

研修歯科医

今

国

研 私

横見厚則
東京歯科大学水道橋病院研修歯科医
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矢﨑会長 前回の座談会では幅広
い世代の同窓の方々から高山・血
脇イズムについて，そしてそれが
歯科医師としての生き方にどうい
う影響を与えているかなどについ
て，ご自分の体験から種々話して
いただきました。また，他の大学
の卒業生との考え方，生き方など
に大きな違いがあり，やはりこれ
は学生時代あるいは卒業してか
ら，同窓の先輩から東歯の精神と
して伝承されているという話も
多々出ておりました。
これからの同窓会は，旧水道橋
で育った世代，千葉校舎の世代，
さらに新たに水道橋で育つ世代

と，その世代間の環境の影響が大
きく出てくるのではないかと思っ
ております。
本日の座談会では，このように
大きく変化している状況におきま
して，高山・血脇先生の精神をも
とに東京歯科大学の同窓会がいか
にしたら未来永劫発展し，日本の
歯科界において先輩が築き上げて
きたこの業績をもとに歯科界に貢
献し，さらにその存在感を示して
いけるかについて，ぜひ話し合っ
ていただきたいと思います。
髙橋委員長 ６月号掲載の座談会
には非常に反響がありました。非
常にわかりやすいということで，

かなりの高得点を得たと思ってお
ります。今回の１０月号掲載の座談
会の後編につきましては「これか
らの同窓会のあるべき姿」を中心
に話を盛り上げていただきたいと
思いますので，よろしくお願い申
し上げます。
座長（小池常任理事） では早速，
座談会を始めたいと思います。

高山・血脇先生は今の同窓会を
どう見ているのか

小林委員 卒後研修セミナーが先
駆的に発足して，しかも先見性を
持って今もなお継続・発展してい

日 時：平成２７年７月１３日
場 所：水道橋校舎 南棟６階会議室Ａ

出席者：
１２０周年記念事業実行委員会
委 員 長 髙橋 利武
副委員長 岡野 昌治
委 員 大井 誠一
委 員 小林 顕
委 員 福田 謙一
委 員 諏訪 幸子

講演会講師
吉澤 信夫

同窓会役員
会 長 矢﨑 秀昭
副 会 長 宮地 建夫
副 会 長 浮地 文夫
副 会 長 玉井 達人
副 会 長 財部 正治
専務理事 髙橋 義一
常任理事 臼井 文規
常任理事 小池 修

広報部広報委員会
委 員 長 臼田 準
副委員長 福井 雅之
副委員長 山口 雅史
委 員 西村 哲雄
委 員 横田 東生

同窓会員
松浦 玄嗣

同窓会創立１２０周年記念事業 第２回座談会

矢﨑会長 髙橋実行委員長 小池常任理事

東京歯科大学同窓会創立１２０周年記念特集
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ること，これについ
ては我が意を得たり
と褒めてくださると
思います。一方で，
たとえば日本歯科医
師会や都道府県歯科
医師会の会長に東歯
同窓が少なくなって
きているように，歯
科界をリードする人
材を以前ほど輩出で
きてないということ
を残念にお思いにな
るのではないでしょ
うか。また昨今，執
行部で努力されてい
ることですが，いわ
ゆる組織力の低下と
いうことについて
も，嘆かわしくお思
いになるのでは。
宮地副会長 高山・
血脇両先生から何点ぐらいに評価
されるだろうか？ということです
ので，ではどんな物差しで採点さ
れるのかな，などと考えてみまし
た。高山先生からは高山歯科医学
院院友会の発足時の会則の中に書
かれている「学術と親睦と歯科医
の品位」このあたりが一つの物差
しと受け取れる。血脇先生からは
「歯科医師である前に人間たれ」
というのが採点基準なのではない

か。「歯科医の品位」も「…人間
たれ」も根底で同じなのでしょう
が，違いを強調すれば，院友会の
目的では「歯科医師（プロフェッ
ショナル）としての品位」を高め
なさいと言っていて，それと対比
すれば血脇先生の「歯科医師の前
に…」というのは，歯科医師とい
う専門職種を含む全人的な教養を
身につけなさいと一段高い目で
見，それを望んでいたのではない

かと思ってみました。
その違いというのは，想像です
が院友会発足当時，血脇先生は２５
歳，これから歯科という職業の安
定化を模索していた時代でした。
一方「人間たれ」というのは多分
還暦過ぎだったとすると，学生と
は父親の年齢差，子供たちに期待
する高い望みのような思いが込め
られている。もう一つは，すでに
大正末期にはできれば東京歯科医
学専門学校が大学に昇格してほし
いというふうに考えていて，社会
的身分という意味で大学の教養課
程というのが視野にあった。専門
課程の前に大学人としての教養を
学ぶ，そのことが「歯科医師たる
前に人間たれ」というふうな言葉
に繋がっていく。
そういった採点基準で今をみる

A 高山歯科医学院院友会 明治２８年（１８９５）
会則第一条（目的）

「本会は歯科医学上の知識を交換し，相互の友諠親睦を篤くして，
歯科の品位を高かむるにあり」

B 建学の精神である「歯科医師たる前に人間たれ」に基づく教育理念
によって，歯科医師としての知識や技術だけでなく，社会性を身に
つけ，人間的に優れた良識豊かな歯科医師を養成する「ヒューマニ
ズム」を尊重した歯科大学であり続けることを目指しています。

（大学ホームページ）

C 歯科医師は，生涯にわたる知識の向上と，共に助け合い人間として
高め合ってゆくことが必要で・・・ （矢﨑会長挨拶から）

D アカデミアの理念
「歯科医師の前に人間たれ」の建学の精神を基本に人間味豊か
で，社会性のある人材育成をめざす総合的な生涯研修の場（ア
カデミア）をつくり，臨床から地域保健，医事に至るまで国手
となるための一貫したカリキュラムにそって事業を展開する

宮地副会長小林実行委員

東京歯科大学同窓会創立１２０周年記念特集
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と，院友会の「歯科医の品位を高
める」という面では，現在の発展
途上・発展過程ということでゲタ
をはかせてもらえれば及第点では
と思いますけれども，もう一方の
「人間たれ」という高い目から
は，まだまだ辛い点になるのでは
ないか。少なくとも今の日本の大
学教育では１９９１年から教養課程が
なくなった。せっかく大学になっ
ても進学課程・リベラルアーツと
いうシステムが欠落してしまっ
た。それも及第点をとれない一つ
ではないかと思っています。でき
れば及第点に向かって進むのが，
私たち同窓会のこれからの役割に
なるはずだと思うのです。
福田委員 もし高山先生と血脇先
生が天国から今の我々を見ていた
ら，現状をどう思われるでしょう
か。両名先生とも『歯科という業
界が向上し，高い社会的地位を確
立してほしい』という願望をお持
ちだったのだと思いますが，今ど
うなったのでしょうか。恐らく両
名先生が思っていたぐらいに社会
的な地位も上がっているのかもし
れないです。ただ，国際的相対的
に見ると，日本の歯科医師が社会
の中でどのぐらい高い位置にある
かというと，まだちょっと疑問で
あるような気もするので，それを
高山先生，血脇先生が天国からど

う思われているのかなと思いま
す。
二つ目は，東京歯科大学が業界
をリードしていってほしいという
ことは多分思っていらっしゃった
と思うのですが，さっき小林先生
もおっしゃっていたように東京歯
科大学の同窓会で歯科界をリード
する人材がどれぐらいいるかとい
うと，どうなのでしょうか。数の
論理で負けているのかもしれない
ですけれども，ただし逆に考える
と，東京歯科大学以外の人たちが
たくさんあらわれて業界が大きく
なってきたというふうにもとれる
ので，それを高山先生や血脇先生
は，業界の発展と解釈されるかも
しれません。院友会ができたころ
は恐らく院友会しかなかったのだ
と思うのですね，業界の中で。で
すから，業界が随分大きくなった
なというふうに思われるかもしれ
ないですね。
あとは東歯らしさということに
関しては，これだけ時代が変わっ
て２９も大学ができたのに，まだ同
窓会が東歯らしさを持っていると
いうのは，僕はある種，奇跡に近
いんじゃないかと思うので，まだ
我々のイズムが残っているなと微
笑ましく思われるのではないで
しょうか。
座長 どうもありがとうございま
した。「高山・血脇先生は今の同
窓会をどう見ているのか」の質問
に，今，お三方からいろいろ意見
をいただきました。大方及第点と
いう評価のようですが，「リー
ダーたる人がいない」，「教養の部
分がちょっと」，「歯科医の評価
は」，「人材育成がこれからの課
題」との指摘もいただきました。

では，同窓会はこれからどこの方
向に進めばよいかの話に移りたい
と思います。

同窓会の進むべき方向
宮地副会長 これからの同窓会の
役割について考えるとき，よく
矢﨑会長が発言する『歯科医師は
生涯にわたる知識の向上と，共に
助け合い人間として高め合ってい
くことが必要だ』という言葉がそ
のまま，同窓会の役割の柱になる
と思います。つまり同窓会の役割
は，ひとえに“人材育成”にかかっ
ている。教えるというより，共に
高めあっていくという意味の“人
材育成”です。普通の会社ですと
人材育成というのは手段であっ
て，会社の繁栄というのが目的で
しょうが，同窓会にとって“人材
育成”は手段であると同時あるい
はむしろ目的そのものと言えるの
ではないでしょうか。
そういう考えの基でこの３年間
検討してきたのが“人材育成”とし
てのアカデミア事業です。母校の
アドミッションポリシーでもある
「歯科医師である前に人間た
れ」，専門性の向上と同時に品位
のある教養豊かな人材育成が，ア
カデミアの方向です。今までの卒
後研修セミナーに比べると，もう
少し視野の広い事業を展開してい
きたい。まだ模索中というところ
もありますが，“人材育成”という
目的をしっかり見据えて次の世代
を巻き込んでさらに検討していき
たいと思っています。では“人材
育成”とは具体的になにをさすの
かという質問をよく受けますが，
前回の座談会で話題になった
“血脇イズム”が“人材育成”の鍵に福田実行委員
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なるのではと思っています。
吉澤先生 まず最初に挙げたいと
思うのは，先進性だと思います。
これは積極性と言ってもいいんで
すが，横並びに満足しない。そし
て，時代の一歩先を行くという姿
勢が東京歯科の歴史の中にずっと
あったように思います。血脇先生
の書いたものに「驀地驀進」なん
てすごいのがありましたけど，そ
のようなものであらわされるまで
もなく実績としてかなり先進的な
ことをやっていたのですから。
その次は国際性だと思います。
この国際性というのは近年，グ
ローバリゼーションというような
ことが言われていまして，いいに
つけ悪いにつけ医療も教育もアメ
リカナイズされてくるその波に対
して，果たして東京歯科が，ある
いはその卒業生と学生が対応して
うまく乗り切っていけるかどうか
というのは，大きな課題です。具
体的に言えば，必須条件の一つは
語学力みたいなものだろうと思い
ます。これは福田先生も先ほど，
日本の中での評価はともかく，国
際的な評価となったら東京歯科の
場合どうだろうかということを言
われたんですけども，そのために
も，やはり若いときから語学力を
身に付け，そして外国からやって
くる連中と十分渡り合えるよう

な，あるいはこちらから出かけて
いくというような積極性が必要な
んだろうと思います。
あと残りの２分，３分かもしれ
ませんけれども，「茶目で暮らせ
よ」というのがありました。やは
り何かそれがないと，先ほどの人
間性だとか教養だとかといういろ
んな余裕もなくなってしまうのか
なと思います。東京歯科の卒後研
修の中に，落語家を呼んで口上を
やってもらうとか，あるいは正統
派なら漫才でもいいのですが，
『粋』というものは何であるかと
か財部先生が非常に詳しいわけで
すけども，そういうプロデュース
を同窓会がやってみてもおもしろ
いのかなと思いました。
浮地副会長 血脇守之助先生が日
本の歯科医師会の創成期から，間
に少しほかの先生が入りますけれ
ども，第二次世界大戦が終わるま
で会長を務められてきた。なぜこ
れだけの長い間，歯科医師会とか
かわりをもち育ててきたのか。そ
こにはやっぱり血脇先生の，歯科
医療というものを，自分たち歯科
医だけによる歯科医療ではなく
て，国民のための歯科医療にまで
立ち上げていこうとした意識が
あったのではないかというような
気がしています。我々の保険制度
のみならず学校歯科医会の育成に

も尽くされたというような話も
伺っております。歯科医療という
ものを日本の国民の中にどうやっ
て根付かせようかと一生懸命おや
りになってきたと私は思っており
ます。
今度，アカデミア構想の中には
社会保障制度研究委員会というも
のを立ち上げてもらいました。歯
科医としての歯科医学の知識だと
か技術だとかのみならず，我々が
学んできたものをいかにしたら社
会に還元できるかというところを
研究するのが社会保障制度研究委
員会の役目だと考えました。やっ
ぱり社会保障制度全般についての
知識を育てていかないと，これか
らの自分たちの歯科医療を初めと
した医療というものを考えられな
いと思うんです。私は若い先生方
に参加をしていただきたいです
が，これは東京歯科大学の同窓生
でなくてもいいんですけれども，
社会に向かって社会保障制度につ
いて発言できる人たちが育ってほ
しいなと思います。そういった意
味で今後この同窓会がそういった
方向にも一つ歩んでいっていただ
ければ，ありがたいなと思いま
す。
玉井副会長 私は，歯科界とは関
係のない家庭から東歯に入学しま
して，進学課程，学部，クラブ活

吉澤先生 浮地副会長 玉井副会長
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動，同窓会の役員などを通してと
ても多くの事を学ばせていただ
き，このまま年を重ね，歯科医師
になってよかったなという人生を
全うできるんではないかと，自分
では思っております。そして若い
先生方にも，東歯を卒業し同窓に
なってよかった，患者さんが「先
生に診てもらってよかった」，「ま
た診てもらいたい」そういう歯科
医になっていただきたいと願って
おります。しかし昨年の歯科医師
年間所得は，医師との間で４００万
円以上の格差があります。東歯の
伝統「歯科医師たる前に人間た
れ」の歯科医師人生にあこがれ
て，自分の子供が後を継ぎたいと
言ったとき，今後の先生方は東京
歯科大学の学費を出してやれるで
しょうか。衣食足りて礼節を知る
という言葉もあります，歯科医に
なれば家の一軒も建てられ老後は
安泰と言える時代ではなくなった
今，同窓会は，TDCアカデミア
は，歯科界そして会員のため何を
すべきなのか，何ができるのかを
考え，実践し次の世代に継承して
行ければと思います。
財部副会長 明治の時代と比べる
と，女性の歯科医師がこれだけ人
数がふえている。歯科医師全体の
数も明治時代とは比較にならない
ほどふえてきている。時代による
変化を考えると，診療形態自体も
今後，今までと大分変わってくる
のではないか，あるいは歯科の守
備範囲も今後さらに検討されてく
るのではないか。血脇先生は存命
中にここまでの変化を予想できた
かどうかはさておき，指導する立
場の，人材の育成が必要だという
ようなお考えが，殊さら必要に

なってくるのではないかと思いま
す。
単に東京歯科大学の人材育成と
して同窓の中から多くの優秀な人
材が輩出されることはもちろん重
要だろうと思いますけれども，同
窓会の垣根を越えて日本全体の歯
科医師が品位，あるいは人格の向
上がさらに必要になる。そのため
の指導的人材も東京歯科の中から
出てほしいと血脇先生は考えてお
られると思います。
座長 ただ今，５人の先生に聞き
ました。まとめてみますと，やは
り人材育成が表に出てきます。た
だし「純粋によい歯科医をつくっ
てほしい」，「先進性と国際性を
もってほしい」，「歯科医たる前に
人間たれ」，アカデミア構想を通
した専門性の前に教養部分の必要
性，リベラルアーツの必要性もあ
りました。さらに，社会性を持ち
社会の中で発言できる人，制度に
ついて発言できる人の育成もあり
ました。ただし，これらは東京歯
科とか枠を狭めることなくバリア
フリーで歯科界全体にその考え方
を広めていくべきとの意見もあり
ました。明るい明日が見えてきた
ところから，委員の先生方から，
「同窓会へ期待するもの」につい
てフリートーキングをしていただ
きます。

フリートーキング
「同窓会にやって

もらいたいもの」

●若い人を育てるシステムを！
大井委員 時代の変化を感じつ
つ，アメリカに渡って，血脇先生
ご自身が歯科治療を受けることに
より，日本の歯科の治療と当時の
アメリカでの治療との差にカル
チャーショックを受け帰国した。
その後，血脇先生は歯科医療の質
の向上を欧米並みに持って行こう
と努力をしたが，それと同時に歯
科医たる人格の形成と，歯科医療
の社会的地位の向上を目指してい
たと思います。
将来の同窓会について，同窓生
の基本となす，ものの見方や考え
方は血脇イズムの精神が根底をな
していると思いますが，その人物
形成は初期の大学教育での期間で
あり，そして臨床に接してからの
確かな知識と技術力，また歯科界
の社会的向上を目指すところの人
格を形成するのが同窓会と考えて
います。
●エネルギーをもって進め！
岡野副委員長 多くの歯科大学が
存在する現在，特定の同窓会とい
う視点ではなく，歯科医療を担う
我々歯科医師一人一人が，しっか

財部副会長 大井実行委員
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りと志を持って日々の臨床に向か
うことが大切であり，多くの歯科
医師がそのように考え日々の臨床
に取り組んでいることと思いま
す。同窓ということではなく，歯
科医学，歯科医療を担う者たちが
その役割を十二分に達成していく
こと，それが一番大事なのではな
いかと考えます。その中で東京歯
科がリーダー的な役割を担うこと
ができればと願うところです。
高山先生，血脇先生の熱い想いと
情熱を同窓の後輩たちに伝えてい
くことが望まれます。しかしなが
ら，現実問題としてはかなりのエ
ネルギーを持って進めていかない
と血脇イズムというのは伝えられ
ないのではないかということを危
惧しています。
●そばに優秀な人がいたら
応援せよ！

西村委員 血脇先生の様な凄い先
生がこれから歯科医界に出てくる
かどうかは，わかりませんが，現
在優秀な先生はいっぱいいらっ
しゃいます。例えば各学年に本当
に優秀な先生，そして教授にな
り，もしくは海外で活躍している
ような先生が必ず２～３人，４～
５人いらっしゃるわけです。その
先生方を同級もしくは同窓の先生
たちがいかに支えていくかという
のが非常に大切なのかな。少しで

も力になれるように，同級生，同
窓生を支えていくような潤滑剤み
たいなものになれればいいのかな
というのは思っています。
●歴史を超えろ！
情報，会員参加システム，
新歯科ジャンルの開発だ！

臼田委員長 福沢諭吉が『西洋事
情』という本の中で言っていたの
ですが，考え方の転換とか発想の
自由さを持つことが重要なので
す。いま考えるのは血脇・高山を
超えなきゃいけないんじゃないか
と。
また会員にできるだけ情報と知
識を与える必要がある。まずは知
ることから会員自らが変革してい
く。それともう一つは，会員個人
ができるだけ同窓会に参加できる
システムを作り，自分が言ったこ
とが認められる，また自分が言え
る機会が得られる。そうすると，
同窓会に対して自分の存在感が増
し，それにより同窓会に対しての
考え方も変化するのではないかと
思います。そういうようなことを
地道にやってもらえたらいいかな
と。
あと一つは，さっき言った新し
い考えでいけば，新しい歯科医師
をつくる。例えば口腔外科医がい
れば，口腔内科医があってもいい
だろう。また医療ナビゲーターみ

たいな資格があってもいいんじゃ
ないか。そういう意味では，そう
いった新しい発想のもとに新しい
歯科医師，歯科医の職，歯科医の
ジャンルというか，そういったも
のを見つけていく。そういうこと
を考える組織であってもいいかな
と思います。
●新しい歯科の仕事は
地域の中でみつけられる！

福田委員 強いて言えば，医院解
決型から地域包括医療になってき
て，恐らくこれから超高齢化社会
に向かって，歯科全体でいろんな
多業種（他業種）と仕事を一緒に
していかなきゃいけないという時
代になると思います。例えば医師
とも看護師ともケアマネとも弁当
屋とも，様々なコミュニケーショ
ンをとっていくのが大事だと思い
ます。弁当屋の宅配のおばさんな
んかが一番よく知ってるらしいん
ですね，在宅で寝たきりのおばあ
ちゃんの口の中のことは，歯科医
師よりも誰よりも。逆に言うと，
歯科医のほうが医師より知ってい
る部分もたくさんあると思うので
す。それをもう少しアピールでき
るような歯科の中の仕事というん
ですか。それを歯科の新しい業種
と言っていいのかどうかわからな
いですけど，それはもう〔日常に
なって or 実情を担って？〕きて

西村広報委員岡野実行副委員長 臼田広報委員長
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ますよ。と僕は思いますけど。
●全国の驀地驀進同窓の背中を
オンデマンドでみせよう！

宮地副会長 アカデミア事業を検
討していると，経団連でのTDC
卒後研修セミナーのときに先輩か
ら学んだことが頭に浮かんできま
す。教わったのは四つの基本姿勢
で，一つは先見性，今なにが必要
なのかを見抜く選択性，系統的に
学ぶ姿勢，そして知識を消費して
いくのではなく蓄積性だと。それ
をそのままアカデミア事業に転換
できるのかなと思っていたのです
が，そうではないことが分かりま
した。アカデミアの目標が人材育
成だとすると，人材とはなにかと
いうことになる。先の４つのキー
ワードは実は卒後研修セミナーの
方略・戦術だった。先ほど吉澤先
生のお話に出てきたように，先進
性だとか国際性だとか，そういう
“人材”というイメージを固める
ことがスタートで大切なのだと気
づきました。
そこで前回の座談会で「血脇イ
ズム」には主張部分と主義部分が
あるだろうと言いましたが，人材
育成の人材はその主張部分という
ことになる。そして各自多様な目
指すべき道がある。それをアカデ
ミア構想の中で絞り込んだり，限
定したりするのはおかしい。そう
すると，もう一方の主義が表に登
場する。血脇イズムでは何に対し
ても驀地驀進，一生懸命やりなさ
い。それと同じように，何にとい
う主語部分を絞り込まないで，ア
カデミア構想の拠って立つところ
はこの驀地驀進，一生懸命という
血脇イズムではないか。私たちの
同窓会には全国に多方面で長い

間，驀地驀進一生懸命に取り組ん
でいるそういう先輩が多数存在す
る。最近は，パソコン環境があれ
ばオンデマンドに情報交換が可能
になった。驀地驀進という血脇イ
ズムの実践者の姿を，若い後輩た
ちに伝えていく。それがアカデミ
ア事業の基本的な理念としてはど
うだろうか。そんなことを考え，
１２０周年記念後の次なる一歩を期
待しているところです
●一生懸命の仲間を応援しよう！
西村委員 同窓会で活躍している
先生もそうですし，大学で活躍し
ている先生もそうですし，あとは
世界，グローバルで活躍している
先生なんかもいらっしゃいます
し。あとはそれこそ企業と〔それ
ぞれ？〕研究している先生もい
らっしゃいますよね。僕ら開業医
はそういう先生方のお役に少しで
も立てるように，例えば何か研究
した材料があれば，それを僕らで
支えて使うとか，大学の先生でし
たら講演に呼んで勉強を教えても
らうとか，そういったそれぞれ僕
らにもできるようなことがあると
思うんです。そういうふうに一生
懸命頑張っている先生を開業医で
ある僕らが支えるという，そうい
うことができればいいなと思いま
す。
●情報は双方向性なのだ！
浮地副会長 それから，同窓会の
組織というものが，今，本部から
支部に流れる情報というのはある
んですけれども，支部から反対に
上がってくるような情報というの
は非常に少ないような気がするん
です。ですから，本部から支部，
支部から本部というような，ある
いは学年代表から本部というよう

な，そういったような情報の双方
向性というものがもう少し頻繁に
行われるようになれば，隠れた逸
材といいますか，そういった人た
ちのピックアップにもなるんじゃ
ないかなという気がしました。
●全員同窓会（支部）に入る
仕組みにすればよい！

横田委員 僕らの学生のころはク
ラブ活動や学園祭など，横のつな
がりだけじゃなく縦のつながりが
強く，それらから多くを学んでき
ました。現役の学生さんは自分の
ころに比べて国家試験も難しく
なって「勉強勉強」と言われちゃ
うんで，クラブや学園祭などへの
参加が減ってしまい，結果そう
いった上下のつながりがどんどん
減ってきていると思います。その
点で同窓会は「縦のつながり」に
有利なので，その面で協力してい
ければと思います。
やっぱり今の若い世代，僕らぐ
らいから下の世代は同窓会に入っ
てない人間が多いようです。誰々
が入ってないとかそういうんじゃ
なくて，もう全員入ってしまえば
いいことなので，卒業したら全員
同窓会に入るようなシステムが変
えてみたらどうでしょうか。
●ホットラインをつくったら
いかがか

松浦先生 歯科医師国家試験が難

横田広報委員
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関になって久しいですが，横田先
生が仰るとおりで試験勉強に専念
する結果，縦の繋がりが減ってい
るのは事実だと思います。私は学
生時代，学園祭実行委員会や学生
会，部活動に専念していたので，
今でも後輩の先生方からよく相談
を受けますが，やはり若手開業医
の先生は悩んでいる方が多いので
はないでしょうか。今は開業医に
とっては厳しい時代です。つま
り，食えない歯医者が増えていま
す。ところが相談する相手がいな
い。苦しい経営の中で，怪しいコ
ンサルタントに相談して，結果自
分の思い描いていた仕事と全く別
の事をやっている。そんな先生が
とても増えていると思うんです
よ。
技術や学術のスキルアップは，
今やインターネットもあります
し，本や学会など日々の研鑽で補
えますが，開業や経営能力のスキ
ルアップはなかなか難しいのでは
ないかと。そこで，開業医相談
ホットライン的なものが必要なの
ではないかと最近考えます。
横田先生が仰っていた，「縦の
繋がりがだんだんなくなってき
た」というのは，我々より十歳も
下の方だと，ほとんど先輩後輩の
つながりがないみたいな話もよく
聞きますし，それが同窓会に出て

こないという話にも繋がっている
のだと思います。我が校は日本一
の歴史とOBを誇るわけですか
ら，そこら辺のホットライン的な
ことをちょっと考えていただける
と思います。
●同窓は家族，家から遠くにいて
も一報を

小林委員 私たち東京歯科大学卒
業生は皆，同窓会会則第５条に終
身会員と規定されています。卒業
したら全員，永遠に会員なわけで
す。これは家族と同じですよね。
家族の中にはできのいい者もいれ
ばそうでない者もいるし，引きこ
もりもいるかもしれない。家出し
ちゃった者もいるかもしれない。
そういう世界なのだろうと思うの
です。ですから，一族の名前を高
めるために社会の最前線に出て，
脚光を浴びて活躍してくれる家族
も応援したいし，そうできない家
族も支えてあげたい。家族として
皆で一緒に生きていける，同窓会
はそういうところであってほしい
し，いつでも帰ってこられる場所
であってほしい。そういったこと
を同窓一人ひとりが，特に脚光を
浴びている方々に，あるいは指導
的な立場につかれた方々に，ぜひ
その視点を持っていただきたいと
思います。家出した者はなかなか
帰りづらいですよね。そこはやは
り，いつごろ帰ってこられるの
か，電話一本よこせというのでは
なくて，逆にこちらから捜しに
行ってあげるぐらいの，そういう
気持ちを同窓一人ひとりが持つ会
であってほしいと思います。
●若手ネットワークに
もうひと工夫！

山口副委員長 若手の先生方への

バックアップという点につきまし
ては，平成２４年より若手ネット
ワーク委員会が事業推進部中に設
置され，将来における「歯科界の
リーダーの育成」を目指して様々
なプロジェクトを企画運用してお
ります。
例えば，皆様からの様々な質問
や悩み（研究，臨床，病院見学，
就職，開業など）があったとし
て，同窓会WEBページの若手
ネットワークMailBox からアク
セスしますと，全国各支部の「若
手ネットワーク担当」の先生方か
ら直接お答えいただけるシステム
を既に稼働しております。また，
学術・保険・情報に関する無料セ
ミナー「若手支援セミナー」も企
画開催しています。
ですから同窓会として，卒後の
先生方に対する様々な方法でのア
プローチは既にされているのでは
ないかと思います。
今後はさらに徹底した周知をは
かり，多くの先生方がそれぞれに
必要な情報を利用していただけた
らと思っています。
●横のネットワークもすごく大切
諏訪委員 同窓会は卒業する時点
で必然的に入会となります。ただ
十分に機能しているかというと疑
問を感じます。開業後に相談する
宛がないようなケースで，山口先

松浦先生 山口広報副委員長
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生がおっしゃったような若手ネッ
トワークがあるということも今初
めて知りました。そういうことを
今以上に周知し，機能させること
で役割を担っていただきたいで
す。
このような縦のネットワークも
ですが，横のつながりに後押しさ
れた自身の経験があります。神奈
川歯科大学大学院の矯正科に所属
し，数年研究を進めていた頃で
す。大学病院内では n数に限り
があり，そんな折にご縁あって，
都内の歯科医師会の先生方が協力
しようと言って下さいました。当
時の地区歯科医師会会長をされて
いた東歯卒のOBから「君も東歯
か」ということから話が広がり，
熱心でパワフルに学校歯科医会，
教育委員会，養護教諭の先生方に
働きかけていただき，n数が４０００
近くのフィールドワークに発展し
ました。横のネットワークで同窓
の先生方のお力に助けていただい
た一例です。
●広報部としてネットワークを
拡大する役割を強く感じる

臼田委員 同窓会での役割として
広報を担当していますが，今，
諏訪先生のお話を聞いて，そう
いった同窓のエピソードを今私も
初めて聞いたように，同窓のほか
の先生方も知らないわけですよ

ね。地域で活躍している同窓の先
生の功績だと思うんですが，そう
いったものを，地道なんですが，
取り上げながら全国に紹介してい
くということが必要だと思いまし
た。その結果こんなこともできる
んだと多くの人が思っていただけ
れば，我々広報としては非常にあ
りがたいことだと思っています。
その方法としては会報誌がありま
すが，この先はやはり新しい方法
で届けていく必要があり，Face-
book やホームページを使いなが
ら，また先ほど浮地先生がおっ
しゃったように，双方向によって
進められればと思います。
●オンデマンドによるネット
配信を利用し全国同窓へ

福井副委員長 先ほどのセミナー
を配信するという話に関連してで
すが，会員の皆さん一人一人がセ
ミナーを受ける権利があると思い
ますし，地方にいてなかなか出て
くることが難しい方に対してこれ
からやる１２０周年の記念式典など
ネットで配信をして，地方にいて
も見ることができるということも
やっていってもいいんじゃないか
と思うんです。
●もう一つ，これだけは付け加え
たい！

福井副委員長 将来についてを考
えてみたのですが，先日訪問した
野口英世記念館で大正１３年に野口
英世から大学に贈られた「高雅学
風千古に徹す（高雅学風徹千古）
（高貴な学風は永遠に続くであろ
う）」の書をみたとき，開校から僅
か２０年位で野口英世博士が東京歯
科の学風というのは高雅，気品が
既にあり将来永遠に続くであろう
と予言していました。それがその

後９０年以上たってもまだ続いてい
る。それはやはり「君たちは品が
あると言われているんだよ」とい
うことを先輩達が引継ぎ伝えてき
たことで，この一つだけでも後輩
に言い続けてほしと思います。
座長 出席の先生からの大方ご意
見を伺いました。最後の締めと言
いますか，矢﨑会長にまとめてい
ただきます。
矢﨑会長 最も大事なことは，や
はり母校であります東京歯科大学
が発展して行くことだと思いま
す。また同窓会としましては，で
きるだけ大学の先生方と意思の疎
通を図り，歯科医師としての人生
観，あるいは歯科医療に対する価
値観の共有を図ることが，同窓と
して必要であると思います。今ま
でも話が出ておりますけれども，
以前は親子代々同窓である方が多
かったのですが，最近は初代の方
が大変多くなってきておりますの
で，そのためにはやはり大学の授
業の中で血脇イズム等を教えてい
ただくとともに，この１２０年で
培ってきた先輩の東歯らしさとい
うのを，同窓会としても学生の時
代から強力に伝えていくという必
要性を感じております。
先ほどから言っているように，
年々，各支部に加入する会員が少
なくなってきております。しかし

諏訪実行委員 福井広報副委員長
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ながら現在，全国の各支部に招か
れて出掛けていますが，現在，大
変活発に活躍している支部が多数
あります。何とかこの様な支部活
動が継続されるよう，若い先生方
が各支部に入会するように，同窓
会としての活動をさらに強力に進
めていきたいと思います。
同窓会としてはホームページ，
あるいは情報のネットワーク等を
通じて各支部との連携を図るとと
もに，また支部だけではなく，先
ほど話が出ていましたように，特
に若手の会員の相談や，あるいは
個人との連携を図れるように，双
方向性を持つシステムを何とか構
築して，今度とも会員との連携を
密にしていきたいと思っていま
す。
今日の座談会は，今後の同窓会
の運営上に大変参考になり，ぜひ
これを生かして，将来の同窓会の
あり方，あるいは個人と同窓会の

つながり，連合会や，各支部との
つながりを構築していくことを検
討していこうと思っておりますの
で，よろしくお願い申し上げま
す。ありがとうございました。（拍
手）
座長 本日はお蔭様をもちまして
素晴らし座談会を開くことが出来
ました。大変よい話が多く，全同
窓に伝えたいし，また高山先生，
血脇先生にも伝えたいと思いま
す。最後に閉会を同窓会創立１２０
周年記念事業実行委員会副委員長
の岡野先生にお願いいたします。

岡野副委員長 皆様，大変ご苦労
さまでした。今日，非常に多くの
具体的なご意見を伺うことがで
き，とても有意義な会であったと
思います。未来に向けて多岐にわ
たる建設的で有意義なお話ばかり
でした。同窓会本部を担う方々に
は大変とは思いますけれども，今
後の活動の参考となるテーマが多
数得られたことと推察いたしま
す。皆様どうもご苦労さまでし
た。ありがとうございました。
（企画運営編集 広報委員会，
髙橋専務理事，臼井常任理事）

臼井常任理事髙橋専務理事

東京歯科大学同窓会創立１２０周年記念特集

31



横浜市の南部，東京湾に近い金
沢区長浜に横浜検疫所旧細菌研究
室がある。ここは野口英世が１８９７
（明治３０）年，血脇守之助先生はじ
め多くの人々の協力を得ながらよ
うやく医師免許を獲得し，高山歯
科医学院，順天堂病院，そして
北里柴三郎博士の伝染病研究所と
職場を変えた後，１８９９（明治３２）
年，北里博士から新しい働き場所
として推薦されたところである。
そしてここでの功績が認められ，
初の外国赴任のチャンスを掴んだ

思い出の地である。
建物はその後関東大震災で倒壊
したが，現在は当時の面影を模し
て復元保存され，日本に現存する
唯一の野口英世ゆかりの研究施設
として貴重な存在になっている。
明治中期，わが国では外国との
交流が盛んになるにつれ検疫の重
要性が認識され始めた。今は埋め
立てが進んだが，かつてはここか
らすぐ先は海で，沖合に停泊中の
外国航路の船に小舟で乗り込み，
船舶の検疫を行い，伝染病患者の
有無を調べることがこの検疫所の
防疫上の重要な業務であった。
海港検疫医官補としてここに赴
任した野口英世は，その年の９
月，折しも横浜港に入港しようと
していた「アメリカ丸」の清国（中
国）人乗員２名から，検疫所初と
なるペスト患者を発見し隔離する
という成果を上げた。当時清国の
牛荘ではペストが蔓延していた折
りであった。国際予防委員会から
内務省を通じて牛荘への医師派遣
要請を受けた北里博士は，ペスト
患者発見の功により，野口を一行

横浜検疫所 旧細菌研究室をめぐる野口英世，血脇守之助

神奈川県支部連合同窓会 渡 邊 宇 一

緑の木々に囲まれて建つ旧細菌研究室の外観と内部の様子。
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に加えた。ところが十分すぎる支
度金が支給されたにもかかわら
ず，これまで高利貸にかなりの借
財があった野口は，その取り立て
によってたちまち無一文になって
しまった。友人たちもまたかと呆
れて相手にしなかった。そこで頼
るのは恩師の血脇守之助先生で
あった。
野口英世没後１０年ほど経た１９３７

（昭和１２）年，血脇守之助先生は，
雑誌「婦人之友」９月号に，「子
供のための新偉人傳 野口英世」
として野口英世の伝記を寄稿し
た。そのなかで血脇先生は野口
を，「極貧の家に生れ，學歴とて
は僅かに高等小學校を卒へたのみ
であり，大火傷を受け不幸な運命
を負ひながら，持つて生れた天才
と常人の及び難い忍耐と努力によ
つて獨學自習，一歩一歩運命を克
服し開拓していつたことはまこと
に驚歎すべきこと」と紹介してい
る。そして，清国派遣当時の経緯
をこう記した。
「ところが例の浪費癖で出立前
に旅費の大半をつかひ込んでしま
ひ，いよいよ出立といふ時には，
一錢もないといふ始末。私は妻の
着物を質に入れて十五圓借りて彼
に與へたが，さすがに彼はそのう

ち五圓だけ持つて，やはり私が與
へた古鞄と赤毛布をかゝえ，夏服
のまゝ悄然と立つていつた」。
野口が清国へ出発したのは１０月

だったので，夏服姿がよほど寒そ
うに映ったのであろう。そして古
鞄と赤毛布とともに，「世の中は
五分の真味に二分侠気 あとの三
分は茶目でくらせよ」と，歌を
贈って清国へ送り出した。この歌
が詠まれた背景にはこのような事
情があった。血脇先生はこの歌が
気に入ったとみえ，後年折に触れ
随所で披露し，血脇語録として最
も有名なものの一つになっている
（同窓会報４００・４０１号参照）。
さて野口は牛荘へ赴くが，清国
の社会情勢が悪化したために，
早々に帰国。翌年，野口は悲願と
も言うべき米国行きを実現させる
が，ここでもまた生来の放蕩性と
浪費癖のため，出帆前に横浜随一
の貸座敷「神風楼」で大散財し，
無一文。またまた恩師血脇先生の
もとを訪れる。
再び血脇先生の著によると，「出
帆の數日前，彼は友人達と送別の
宴をくみ交したが，その折，また
またあれほど苦心した渡米費を一
夜のうちに費ひ果してしまつたの
である。あまりのことに一時は腹

も立つたが，怒つたところで金が
返つて來るわけではない。出帆は
迫つてゐる。已むなく自分は生れ
て始めて高利貸から三百圓の借金
をして彼の渡米費にした」，と記
されている。
このような野口を血脇先生は同
著で，「異常なまでに努力家で
あった彼が，而も貧困の家に育ち
ながら，ひどい浪費癖をもつてゐ
たといふのはどういふわけであら
う。（中略）こゝに書くことを憚
るやうなところにも出入した。さ
うしてせつぱつまつては私の所に
無心に來た。また小學校時代の友
人にも度々借金した。私の周圍の
ものは，あんな不品行な男に際限
なく學費をつぎこむのは馬鹿げて

長浜ホールの正面観。 現役の横浜検疫所。入口にスピロヘータの螺旋構造をイ
メージした野口のモニュメントが建つ。
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ゐると度々忠告してくれた。しか
し私は，彼を信じてゐたのでそれ

らの忠言を聞き流した」，と記し
た。
更に「血脇守之助傳」には，野口
に対する思いを「人それぞれに，
おのずから異なった天分がある。
如何なる潮流に処しても，学徒の
本分を守ってよく学ぶものには批
難すべき理由がない。野口は稀代
の天才児で，これを型にはめすぎ
て一律にすることは，彼の天分を
大成させる所以ではない」と大い
なる嘱望の言とともに書かれてい
る。血脇先生の野口に寄せる信頼
は絶対的なものであったようだ。
旧細菌学研究室は野口英世の
数々の輝かしい業績を讃え，今な
お静かに緑に囲まれて建ってい

る。ここに佇み血脇先生や野口先
生の活躍した時代に思いを馳せ，
往時を偲ぶのもまた一興である。
旧細菌学研究室の左隣には，長
浜ホールがあり，玄関には等身大
の野口英世の写真が飾られ，入館
者を出迎えてくれる。そして館内
には野口英世ゆかりの品々が陳
列，展示されている。
右隣は，輸入食品の検疫を行っ
ている横浜検疫所で，こちらにも
門扉脇に野口英世のモニュメント
が建つ。現役施設なので通常は立
ち入れないが，年に１回公開日が
あり，内部の旧施設を見学するこ
とができる。

長浜ホール内にある展示物の一部と庭の自動販売機。

長浜ホール玄関の等身大写真。
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明治４３年１２月１２日は高山紀齋先生６０歳の誕生日でした。今から実に１０５年前のことです。この日は師走
には珍しく小春日和で快晴，風もなくまるで天気まで先生の還暦を祝っている様でした。永年にわたり先
生から薫陶を受けた大勢の歯科医師が全国から集い，水道橋畔の東京歯科医学専門学校にて銅像の除幕式
が華々しく執り行われました。校舎の正面には紅白の幔幕を張りめぐらし，万国旗がはためいて奏楽が流
れる中を来賓約２００名，生徒約４００名が参列。やがて拍手に迎えられて高山紀齋先生，愛子夫人，長男の基
さん，長女の寿子さん，続いて岳父の森山 茂氏が入場。おもむろに血脇守之助校長がこの度の銅像設立

はじめ

の経緯を説明して，榎本積一先生が式辞を述べ，やがて御子息の基さんが
除幕をすると冬の青空に凜と聳え立つ様に銅像が現れ，拍手と万歳の声が
水道橋に響きわたりました。

初代，高山先生銅像
この「高山紀齋先生之像」は日本のロダンと称された朝倉文夫氏の作で，現在の高山胸像（約６５cm）

と比べると相当大きく，高さは約９０cm位でしょうか。製作に先立って像を設置する場所は当然重要で屋
外か屋内か，時代の要請や依頼者の意向によりサイズや表現法は変わります。明治４３年といえば日露戦争
が終って国内は戦勝ムードに満ち，軍神の像をはじめ銅像建立が盛んな頃でした。路面電車が走り水道橋
駅そばで通行者も多い白山通りに建てられた初代高山先生像は，高さ約３mもの高所から睥睨しており
髭も立派で厳めしく肩も張り，まるで聳え立っている様でした。最初この像を一目見た愛子夫人はすぐさ
ま“少し顔がキツイ”と評されていたと伝えられています。歯科学報の記事には―先生の半身銅像は温容
の裡に崇高の威を堪えつつ森厳，自ら襟を正さしめたり―とあります（１６巻１号）。“崇高の威を堪え”た
結果少しキツイ表情になり夫人の不評をかったのかも知れません。

当然胸像製作にあたって彫塑家は，６０歳を前にした高山先生を直接モデルとし
て繰返し写実に，そして先生の精神性を籠めようと努めた事でしょう。作ったの
は朝倉文夫が２７歳の時で，ちょうどこの同じ年に氏の最高傑作といわれる「墓
守」を発表，まさに油の乗った時期の作者によって作られた「高山紀齋先生之
像」であったわけです。叶う事なら先生の魂をも写し取ったとも思われる朝倉作
品を直接この目で観てみたかった。そして現在の像と比べてみたかったもので
す。朝倉文夫は明治１６年大分県生まれの彫塑家で，ライバルと称された高村光太郎
と並んで日本美術界の重鎮でした。昭和２３年に文化勲章授章，自然主義的写実描
写に徹した精緻な表現姿勢を一貫して保ち続け，精力的に製作し全国各地に数多
くの像を残して昭和３９年に８１歳で亡くなりました。

３つの胸像
＜高山紀齋先生之像＞

岡山県支部 広報部

初代高山先生胸像

高山紀齋先生胸像除幕式会場 除幕された胸像と還暦を迎
えられた高山先生（中央）
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この記念事業の発端は高山紀齋先生が還暦を迎えられるにあたり何かお祝いを…という話が持ち上が
り，長崎で開業の門下生―松添廣太先生が銅像設置を発案，これに血脇守之助先生も賛同し世話人を引き
受けた経緯があります。明治４３年５月１日付の歯科学報に「高山先生銅像建設につき醵金募集」の広告が
載りました。その結果，全国より２３０名が醵金に応じて２，７４６円余集まり銅像の建設と維持費・還暦祝賀会
にあて残金３００円余で「高山奨学金」を設けました。銅像は水道橋の母校構内東南の一角―血脇診療所と
校舎の間の中庭に設置され，白山通りを走る路面電車から見えるトンガリ屋根と，３m以上ある白い台
石上の高山像は衆目を引き付ける新名所とも言われました。

野口英世博士が臨席した卒業式
この有名な写真は大正４年１０月，３８歳の野口英世先生が１５年ぶりに米国より帰国され母校を訪問した

時，折しも挙行された卒業式（１０月１７日）に臨席して祝辞を述べましたが，その日に撮影されたもので
す。
博士祝辞演説の大要：卒業生諸君は本日設備完全なる歯科医学校に於て，授けられるべく訓られるべき事は一切を終り
て，茲に芽出度く卒業の栄冠を得られたり。今日以後諸君は一層人格の修養に勉め，日進の歯科医術に後るるなく益々
奮励して，社会の為母校の為力を盡されん事を望む。

この年の卒業生の中には矯正の斎藤 久先生，補綴の矢崎正方先生が居られ，この祝辞を受けて大発奮
され“尊敬する偉人の風貌に接しそのインスピレーションに全身を打たれた”と語っておられます。高山
像前に立つ血脇校長と野口英世の写真から推測すると，約２mの白い台上に設置
された胸像は少なくとも９０cmはある大きな像です。今ある２代目の像高は約６５cm
ですから相当大きいことがわかります。
これは大正１２年東京歯科医学校の卒業写真で，前列は奥村教授，花澤教授をは

じめとした教職陣，後の列の卒業生はほとんどが和装でヒゲを生やしている人も
多く大正という時代を感じます。高山像のある中庭は以前と比べると庭木も短く
切ってあり，白い石の台座には錆が流れた跡も付き，設置後１２年の歳月
を刻んでいます。右後方が東京歯科医学専門学校の本館で，２階が治療
所になっており左上の渡り廊下で血脇診療所と繋がっていました。とこ
ろがこの撮影後に大惨事が発生します。この卒業式のすぐ後に関東大震
災が首都圏を襲い校舎は全焼，高山胸像は無惨にも白い台石を残して崩
壊してしまいます。ひょっとするとこの卒業写真が初代高山先生像の
写った最後の貴重な一枚かも知れません。

高山先生銅像建設醵金募集
（明治４３年歯科学報５月号） 高山紀齋先生銅像全景

大正４年１０月
野口英世母校訪問

初代胸像最後の
写真（？）

大正１２年 東京歯科医学校卒業写真
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関東大震災で壊滅
大正１２年９月１日，突如として関東地方を襲った大震災は横浜市の全域を，東京府は７割方を灰燼に帰
し，罹災した歯科医院は約７００軒で，東京に当時あった５校の歯科医專学校は悉く烏有に帰しました。水道
橋の母校では９月１日はまだ休暇中で学生も居らず，附属病院も午前中だけの診療日で担当の学生も来院
中の患者も僅かでした。福島秀策先生は西村豊治教授と薬室の側で立ち話をしていて「まだ早いが昼食で
も喰おうか」と２，３歩あるいたその時に地震が起こったとの事です。

俄然，唸りと言おうか響きと言おうか異様な名状しがたい音響と共に，あの大きな建物が丈夫な箱でも揺り動かされ
る様に一塊のまま横に揺ぎ出した…大きなどす黒い音が雑然として襲ってくる中でガラス窓などが破損する高い音を聞
くことが出来るだけであった。
「真中の柱につかまれ！」「この建物は大丈夫だ！」「部屋から出てはいかんぞ！」
叫んだことは覚えているが，椅子にかけて治療を受けていた患者も術者もいずれもその位置を離れる事が出来ない。…
自分の頭の上の電燈の笠が落ちて砕ける，窓が煽る…その拍子に窓の外の模様が目をかすめる。猛塵を通して砲兵工廠
の煙突の折れた端が目に入る…これを見てハッとして只事ではすむまいと初めて感じた。

この後，福島秀策先生を始め教職員は懸命に重要書類や標本類を外へ持ち出しますが，やがて火の手が
学校に迫って来ます。「水道橋駅の下にはもう誰も居ない…木造３階を吹き抜けた火が旧校長治療所を
襲っている。旧館の付属医院も同じくガラス窓を通して今や焔が各室を狂っているのが見える。すでに一
部は外郭を破壊して道路を越して魔の手を次に伸ばさんとしている。…校舎の屋根を焼き抜いた火は猛烈
な風に横に流れている。あ ３ゝ０年の歴史の１頁はここに朱線が引かれたのである。一同の目には初めて涙
が光っていた」（福島秀策）
こうして水道橋の校舎は全焼し，焼け跡に残ったのは３階建てのコンクリート製付属病院の残骸だけで
した。高山先生の胸像も落下して頭部は溶解し，台座の白い石材も高熱によってヒビ割れ，剥離して周辺
に飛び散り，火炎の凄まじさを物語っていました。白山通りの名所として彩っていた高山紀齋先生之像も
わずか１３年で消滅したのです。

よこあみ

両国駅北の横網町公園に復興記念館があり，そこにあの高山先生像の溶けて壊れた残骸が陳列されてい

ます。関東大震災では延焼火災の死者を含め９万９千人が亡くなりましたが，内４万３千人が本所の陸軍
被服廠跡で犠牲になり，そこが現在の横網町公園です。陳列してある胸像の立札には「東京歯科医学専門
学校寄贈 本品は本校創立者高山紀齋氏の胸像にして大震当時基礎台より墜落破壊せし後，校舎の火災と
共にその一部を溶解せられたるものなり」と説明されています。像基台部の裏側に「文夫作」と作者のサ

首都壊滅 地震による被害は東京・横浜を中心に死者・行方
不明１４万人余 鉄道や電気，水道は途絶，行政
機構もまひした（東京・有楽町で）。

関東大震災で壊滅した母校と胸像（↑印上）
（後方高台は水道橋駅のホーム）
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インが確認出来ました。それにしても金属の不足していた先の大戦争中によくも供出されずに残っていた
ものだと感激し，不意に思わず抱きしめたくなりました。昭和生まれの我々にとって写真でしか見たこと
のない幻の高山像が眼前にある…改めて不思議な“ご縁”を感じたものです。

２つ目の胸像
関東大震災で無惨にも溶け落ちた高山紀齋先生の胸像は，母校の復興や度重なる戦争の影響もあって復
元再設されたのは実に４２年も後のこととなります。それは東京歯科大学同窓会が創立７０周年を迎えた昭和
４０年に，その記念事業として２代目の高山紀齋先生之像を作製して寄贈したのです。その当時の同窓会員
の多くが戦前の東京歯科医学専門学校の卒業生であり，その恩師といえば何と言っても血脇守之助校長，
そして奥村鶴吉教授，花澤 鼎教授に代表される世代でした。まずは建学者の血脇先生ですが，母校創立
５０周年（昭和１５年）に際して設置された大理石製の血脇胸像（北村正信作）がありました。そこで昭和３５
年に同窓会の６５周年記念として奥村・花澤両恩師の胸像を作り，折しも迎えた母校創立７０周年の祝賀とし
て母校に寄贈しました。最後に残ったのは肝心の創立者・高山紀齋胸像の復元ということになります。そ
こで東歯同窓会では創立７０周年記念事業のメインとして新たに高山先生の胸像を作り母校に贈ることにな
りました。時の田丸将士同窓会長は「７０周年記念事業に就いて」と題して同窓会会報に記しています。

今日のように歯科界が発達を遂げたのは，社会的需要の増大もさることながら，ひとえに先人の努力の賜でありま
す。従って現在の盛大さを祝うのは取りも直さず先人に対する感謝を意味するものであります。今回の記念事業の筆頭
に高山紀齋先生の胸像を挙げたのは，先人に対する感謝の念を最も力強く最も端的に現したものであります。

胸像の製作は５年前に奥村鶴吉先生像を作った彫塑家の今里龍生氏（東京大学工学部彫塑家）に今回も
依頼しました。今里氏は明治４０年生，東京大学に勤務する傍ら国立科学博物館の古生物展示品の作製も依
嘱され，恐竜などの模型製作技術を学びに米国に留学もされた作家です。製作にあたり対象の人物が存命
ならば「血脇像を作る北村正信氏」の様に写実が出来ますし，会話や所作などから“その人なり”を表現
に加えることが出来ます。しかし会ったこともない人物を，それも３０年以上前に亡くなった人物を今里氏
はどのようにして表現し製作したのでしょうか？それには先ず数多くの写真や資料を参考にして試作像
（ヒナ型）を粘土で作り，それを持参して生前の高山先生と懇意だった人々を訪ね歩き，意見を求めては
少しづつ像を手直しすることを続け，忍耐強く時間をかけて完成像にとアプローチした様子です。それは
あたかも今里氏の仕事先（国立科学博物館）での恐竜など古生物復元模型作製の技術に通じる手法で，米

都立復興記念館に展示してある
胸像残存部

高山紀齋先生之像

彫塑家 朝倉文夫のサイン
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国で学んだテクニックの応用でもありました。

製作上の取材と手直し
まず最初に高山先生の御長男・高山 基氏（当時８０歳）を北海道旭川市に訪ねました。今里氏は持参し
た小さな試作の高山先生胸像と先生の写真・デスマスクなどを卓上に並べて，基氏に色々と質問したり意
見を聞いたりしながら，その場で像の修整を続けたとのことです。以下はその時の状況を記した基氏の手
記です。

昭和３８年１０月１４日 私は父の頭部の特徴などについて今里氏に色々と話しました。ま
ず昔の胸像は母は“顔が少しキツすぎる様に思われる”と申していました。また後頭部
は私の様に出っぱってはいないで普通型であったし，喉仏は普通より出ていました…な
ど話をしている内にも旭川市ではチョイチョイ停電して真暗になり，終いにはローソク
のあかりで作業を続けられました。翌１０月１５日には朝９時頃おみえになりまして父の小
模型を机の上に置き，写真やデスマスクなどと照らし合わせながら左右前後から修整さ
れる。そしてここはどうだったか？あちらはこんなであったか…？などと質問され，ヘ
ラを持って削られたり粘土をつけたり，高くしたりしてタバコを喫う間もなく父の面影
を再現せんと全精神を傾注されていました。私は今里氏の熱意に押されてただただ感服
してしまいました。なにしろ朝９時から夕方４時までパンを齧りながら，手を休めるこ
となく模型と取り組まれてヘラを動かしておられるのです。私もそばで今里氏のお仕事
ぶりをまじろぎもせず見ておりましたが，疲れてきた時“喉仏はどうですか？”と聞か

れハッとしました。“特に出ている人でした”と答えるとすぐ修整され大変良くなった様で，この時点でやれやれと今里
氏のお顔にも初めて喜色が溢れ，せっかく入神の作を造りたいと念願している自分としては，生前の高山先生の面影に
接した方に一人でも多く見てもらい批判して欲しい。それが作品の出来栄えに一段と光を与えるものと思うからと言わ
れました。

基氏は今里氏に往時の父・紀齋先生の特徴やクセを思い出しながら伝えている内
に少々感傷的になった様子です。高山先生は生来凝り性で写真や生け花を趣味とさ
れていましたが，華道は古流・遠州・池坊・投げ入れと諸流派盛んに稽古されまし
た。銀座の診療所に師匠が教えに来た日などは，なんと２０鉢もの生け花がいけてあ
り，まるで華展の会場の様でした。基氏が農大卒業を目前にしたある日のこと，銀
座の診療所に行ったら父・紀齋先生が写真を撮ってやるといって，パチリとやられ
たのがこの写真です（大正２年２月）。

懐かしき父の面影いだきしめ昔の想い今よみがえる 基・８０歳

これは高山家の私的アルバムの写真に添えてあった基氏の短歌です。
今里氏はこの後も精力的に高山先生の縁りの釜津馬之助氏を訪れたり，数多くの人と接して像の修整を
続け完成型に近づけました。こうして出来上がった第２代胸像の高山先生のお顔は温和なまなざしの内に
も厳格なご性格を表現する作品となりました。

血脇先生と彫塑家（昭和８年） 彫塑家：今里龍生氏 製作途中の胸像と古生物模型

長男の基氏の記憶をもと
に修整

高山先生の生け花と
基氏
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同窓会創立７０周年記念大会
東歯同窓会が７０周年を迎えた昭和４０年は，池田内閣の「所得倍増計画」などで既に高度経済成長期に入
り，前年の東京オリンピック大会開催に合せて東海道新幹線が開通し，東京には高級ホテルが林立したあ
の頃です。緑薫る５月中旬に母校，市川病院，椿山荘を会場に創立７０周年記念大会が全国から集まった大
勢の同窓により盛大に開催されました。

同窓会創立７０周年記念大会は，去る５月１４日・１５日・１６日の３日間にわたって開催された，第１日の夕刻より雨とな
り，翌日の天候が心配されたが，１５日は絶好の五月晴れとなり，翌１６日と共に盛んな集いとなった。全国各地より多数
の会員が参集し，水道橋の母校を中心に進学課程，市川病院，椿山荘と連日賑わった（同窓会会報１０６号）。

まず式典と祝賀会は５００余名の参加のもと椿山
荘大ホールにて催され，続いて高山紀齋先生の胸
像は除幕式の後に田丸将士会長から母校の福島
秀策学長へ贈呈されました。

しゅうふつ

修祓についで校歌の流れるなかで，檀上にしつらえ
られた高山先生の胸像を被った幕が千葉敏夫夫妻の手
によって落された。見事に復元された高山先生の温容
に接し一段高く拍手がこだました。田丸会長より胸像
を母校に贈呈し，福島学長より「後進の教育の貴重な
資料とする」と謝辞があった。ご遺族を代表して病気
のため出席できなかった高山 基氏（５５年ぶりの除幕
を予定していた）の録音による挨拶，製作者の今里先
生の紹介があった。ついで田丸会長より今里先生へ感
謝状と記念品の贈呈があり，これに対し今里先生より
感謝の挨拶があった（同窓会会報１０５号）。

創立７０周年記念で贈呈された高山先生胸像は現
在は稲毛の母校管理棟エントランスホール（平成
２５年現在）に奥山先生，花澤先生胸像と並んで設
置されており，穏やかな温かいまなざしで母校の
発展を見守っておられます。

創立７０周年記念式典，田丸会長（中央）より福島学長（右）に贈呈される胸像

母校管理棟エントランスホール
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３つめの高山先生像
この２代目高山先生像には，その後さらなる展開がありました。それは昭和４５年のことです。この年は
母校創立８０周年，高山紀齋生誕１２０年，そして血脇守之助生誕１００年目にも当たり，わが同窓会としても重
なる慶事を祝賀して先人の偉業を顕彰せねば…という気運が高まっていました。当初，創立者・高山紀齋
先生については生誕地・岡山に顕彰碑を建てようという事で「高山紀齋先生記念碑建設委員会」（高木
健吉委員長）が組織され調査を含む画策が始まりました。しかし岡山市花畑にあった生家が特定出来な
かったのと，碑を建立する用地難からこの案は頓挫します。そこで碑を諦めて，すでに母校にある胸像を
もとに作家の今里氏に依頼して新像を作り，折よく新築完成する岡山県歯科医師会館の玄関ホールに設置
する―と変更した経緯がありました。
岡山側との協議やパイプ役は米澤和一名誉教授が担当され，度々東京－岡山を往復して綿密な打ち合わ
せをしました。また彫塑家の今里竜生氏も現地の設置場所を視察・確認して像の基台部を中心に胸部を加
えたり大幅に変え新像を鋳直しました。こうして昭和４６年１０月１６日，新築成った白亜の岡山県歯科医師会
館玄関ホールに高山紀齋先生顕彰胸像は設置され除幕式が挙行されました。

東京歯科大学創立８０周年記念事業の一つとして，高山紀齋先生の胸像を御出身地の岡山に建立する企画が昨年来進行
していたが，このたび今回新築落成した岡山県歯科医師会館内の正面玄関ホールに安置することになり，昭和４６年１０月
１６日（土），午後１時から約１時間半にわたり同会館内で盛大な胸像除幕式が挙行された。当日，本学からは関根永滋学
長，米澤和一教授，石川達也教授，中屋敷事務長が参列し，地元では梅田寿三支部長以下東歯同窓会の方々，またこの
事業に協力された岡山県歯科医師会会長の黒住彦正先生はじめ歯科医師会関係の方々，またこの会館および胸像安置に
終始斡旋の労をとられた岡山県知事の加藤武徳氏，高山先生のご長男・高山 基氏の代理として北海道旭川の同窓・井合
関三先生が参列され，高山紀齋先生の御遺徳をしのびつつ厳粛な除幕式が挙行された（東京歯科大学広報第２５号）。

こうして現在，「高山紀齋先生之像」は２ヶ所，母校と生誕地の岡山に設置され，厳かな内にも慈愛に
満ちた眼差しで歯科界の推移を見守っています。

昭和４６年１０月１６日 高山紀齋先生胸像除幕式
関根永滋学長（左）と黒住彦正岡山県歯会長（右）

岡山県歯科医師会館玄関ホール
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滋賀県支部の始まりは，歯科学
報３２巻７号（昭和２年刊）１１３頁
に「同窓会滋賀支部発会式」との
記事があり，昭和２年５月１３日と
記録にある。以下にその記事を示
す。
「一部略５月１３日彦根へ行くと
の会頭（血脇守之助先生）の親書
で自然に５月１３日彦根で発会式と
云う事に極つたのが５月の４日。
扠て５月１３日米原駅へ出迎え面々
住井亀太郎，瀬戸永輝，島野
正三郎，石田益之助，岡野茂男，
大高道城，岡野 清１０時１８分列車
が着くと一同がドヤドヤと列車へ
押し込み挨拶と話がはづむ。御一
行は会頭，西村豊治教授，高橋
直太郎先生，石原金作先生，田村

一吉先生。霜が深くなった会頭の
御頭を拝見して御家庭の御不幸に
就いて感慨無聊，３３分彦根へ着い
た。用意して置いたガタ自動車で
会場樂々園へ繰り込む。（中略）
多賀参りで予定が狂い発会式が１
時間おくれて２時開会，本県の元
老住井先生座長となり石田君の経
過報告ありて会則を議定し役員選
挙をして無事終了此の間に会頭か
ら学校の現況を承った。次で講演
に移つて高橋大日本齒科醫學會長
が有益なる臨床瑣談をされる。
西村教授が少ない時間に大車輪で
研究を発表をして下さる。田舎も
のが急に賢くなった気がした。
西村教授は講演後も熱心な会員の
質問続出に親切に御説明下さる。

６時予定の歓迎宴会が７時になっ
て始まった。」（後略，旧漢字一部
変更）
滋賀支部の発会式から８０余年，

現在３３名の会員が在籍し，年１回
の総会と学術講演会は現在も同様
に継続されている。大学より講師
を派遣いただき大学の近況と研究
の成果を親しくお話いただくと東
京歯科大学が身近に感じられ，折
にふれ大学校舎を訪ねてみる会員
も多いと聞く。同窓会本部，東京
歯科大学が同窓会会員と密接に繋
がっていることが心強く思われ，
支部の責任者になったことで，さ
らに支援体制が整っていることを
実感した。

昭和２年（１９２７年）同窓会滋賀支部発会式で血脇先生，来県

滋賀県支部 藤 居 正 博（昭和５０年卒）

血脇先生と役員
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新潟県は，医学医療に関わる多
彩な人物を多く輩出した土地であ
る。本学の関係でも，学祖血脇
守之助が歯科医学の道に進む前の
１８９０（明治２３）年，三条にある「米
北教校」に英語の教授として嘱託
され，３年間教育に従事して以来
のゆかりがある。そこでの人間関
係は，血脇の一生を支配したと
いっても過言ではない重要な歴史
のあることが以前から指摘されて
きた。しかし，すでに１２０年以上
も前のことであり，その間の詳細
については不明の事柄も少なくな
い。
そこで筆者は平成２７年５月１７
日，金子 譲委員とともに三条市
の八百枝歯科医院（昭和５０年卒，
八百枝正樹先生）を訪問，ここを
拠点に東本願寺派三条別院，米北
教校跡，血脇の下宿先等を視察し
た。その結果，多くの興味深い史
料や書籍，写真，地図等を閲覧す
る機会を得たので，その概略を報
告する。なお，今回の出張には新
発田の佐藤泰彦先生（昭和２５年
卒）と合流，種々ご指導を受け
た。また八百枝先生には，多大な
ご協力をいただいたことを謝意と
ともに申し添える。

１．八百枝歯科医院所蔵の史料に
ついて
三条の八百枝家は代々歯科医の
家柄で，高山歯科医学院の卒業証
第１号受領者が当家の「八百枝

康三」であることは，本学の百年
史ならびに同窓会新潟県支部の創
立５０周年記念誌等に記述されてい
るとおりである。この卒業証は額
縁に入れられてよく保存されてい
るが，その他にも写真，書簡，掛
け軸，古書籍等があり，それぞれ
分析，解読のために今後かなりの
努力を要するものと思われる。

２．真宗大谷派（東本願寺派）三
条別院
この寺は敷地，建物ともに壮大
で，幼稚園や賃貸駐車場等はある
が，いわゆる檀家というものを持
たない地域のセンター的寺院（京
都の東本願寺の出張所の役割を
持った寺院）である（写真１）。
この寺に所蔵の「本山報告」は，

京都はもちろん全国の情報を集め
て印刷，配信したもののようで，
興味深い人事の記録も掲載されて
いる。三条別院附属の米北教校に
血脇が英語の教授として嘱託され
た記事は，先に佐藤泰彦先生の
調査で紹介されているが，今回
八百枝正樹先生の知人が当山に勤
務している関係で当該史料の存在
が再確認された。血脇の勤務した
３年間の新たな史料が，この三条
別院に未だ残されているのではな
いかという期待もある。

３．米北教校
現在，建築物としての存在はな
いが，当初の施設は三条別院敷地
内の西南寄り，今日の賃貸駐車場
になっているあたりに位置してい

血脇の三条をたずねて

東京歯科大学の歴史・伝統を検証する会
吉 澤 信 夫（昭和３９年卒）

写真１
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たものと思われる。しかし１８８０
（明治１３）年の大火で焼失したの
ち，明治１８年頃には五十嵐川の南
側（三条では嵐南という）に２階
建の校舎として再建，移転してい
る。他方，当初から嵐山にあった
という説もあり，確定していない。
明治２３年に赴任した血脇は，こ

りょうじん

こで富岡（のちに曽我）量 深と
いう希代の傑物に英語を教えるこ
とになる。後年大谷大学学長をつ
とめ，近代仏教思想の大家となっ
たこの人物の米北教校卒業証は，
新潟市南区味方の曽我・平澤
（註：名は興，脳神経解剖学者）
記念館に所蔵されており，裏面の
教授欄に血脇守之助の名が明記さ
れている（写真２）。なお，この
卒業証における血脇署名の件は，
樋口輝雄氏（日本歯科大学新潟，
医の博物館）および佐藤泰彦先生
の調査によるものである。

４．血脇の下宿
血脇守之助傅によると，英語教
師として勤務していた３年間で，
３箇所の下宿先の名前が挙げられ
ている。最初の越前屋は三条別院
に近く，三条医師会５０年史の明治
４年の地図には「（郷宿）越前屋」

と記されている。現在は立派な越
前屋ホテルとなっており，地域の
会合や宴会などにも利用されてい
るという。
第２は成田八十八という人物の
自宅であるが，この場所は依然特
定されていない。
第３は村松屋であるが，三条市
史では酒造屋と記載されている。
現在は小路の標識が立っているだ
けで，明確な位置は不明である。
ただし，村松屋の本家は石田屋
（現石田屋旅館）で，その分家で
あること，村松屋自体も本来石田
姓であり，位置の特定は今のとこ
ろできないものの，村松屋小路と
いう標識の存在から本家の近隣に
あった，と思われる。そして本家
分家とも江戸時代は酒造業を営ん
でいたという，現石田屋のご主人
の話を八百枝正樹先生が聴取して
いる。ただ酒造以外の副業もして
いたようなので，下宿屋の可能性
も残る。血脇が村松屋の離れ座敷
に居住していた頃，近くに公立三
条病院のあったことはほぼ間違い
ないが，移転の可能性も否定でき
ず，今のところ位置は明確でな
い。また，血脇傅にある田原院長
の月給が２５０円というのは過大で，

実際は５０円であるとする史料（三
条医師会５０年史，八百枝歯科医院
所蔵）がある。

５．公立三条病院
とおる

眼科医田原 利が院長として勤
務していた病院で，現在の本町４
丁目すなわち石田屋，村松屋の近
所にあった，と考えられる。血脇
の下宿に近く，田原との交流が濃
密に行われていたことであろう。
酒の飲めなかった血脇に酒の心が
けを教え，また後年会津若松の渡
部 鼎を紹介して夏期の出張診療
をすすめたのも田原である。な
お，この田原については謎が多
かったが，小幡直樹先生（東歯大
昭和４５年卒）のご協力で少しずつ
実像が判明してきている。

以上の報告は八百枝先生，佐藤
先生の調査，解説をもとにとりあ
えず簡略に記述したものである。
最初に述べたとおり，新潟は医
学，医療の分野において，また本
学にとって未解明の史実が潜在し
ている可能性が少なからずあると
思われる。今後，有志のかたがた
のご努力によって徐々に解明され
ていくことを期待したい。

写真２ 富岡（曽我）量深の卒業證と裏面に記された血脇守之助の署名
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平成２７年度第４３回同窓会主催ゴ
ルフ大会が９月３日に行われまし
た。今号では編集の都合で大会の
様子と，結果だけをご報告をいた
します。優勝者及びベスグロのコ
メントは次号に掲載させていただ
きます。今年は同窓会創立１２０周
年の記念大会でもあり，ゴルフ大
会委員もいつにも増して力の入っ
た大会となりました。広報委員会
でも腕利きのカメラマン（山口
雅史先生・平成７年卒）に写真を
撮っていただき，同窓会ホーム
ページに素敵な写真を多数掲載す
ることができました，是非ご覧く
ださい。今大会は２０２０年のオリン
ピック・ゴルフ競技の舞台となる
名門，埼玉県の「霞ヶ関カンツ
リー倶楽部東コース」にて開催す
る事ができました。募集人数を大

きく上回る応募があったため枠を
増やしての競技となりましたが，
それでも参加できない先生方がお
られたようでとても残念です。そ
れでも参加者は１４２名の参加者で
盛大な大会となりました。天候は
曇りで湿度が高く，ジメジメとし
た生憎の天候でしたが，先生方は
終始笑顔で最後の組まで傘をさす
ことなく楽しくプレーすることが
できたようでした。参加賞は１２０
周年記念マーカーで，とても素敵
なデザインでした。結果は下記の
とおりですが，安藤久美先生の腕
前は益々冴えわたり，ハンデ０で
優勝でした。準優勝は平成卒業の
小野寺保好先生，３位は埼玉支部
の藤波先生でした。ベスグロ男子
一般の部では４人が同スコアーで
平成卒業の先生が顔を揃えまし

た。パーティーでは久しぶりに会
う先輩後輩同級生と大いに盛り上
がりました。今大会は平成卒の先
生の活躍が目立ちましたが，来年
は埼玉の武蔵丘ゴルフコースを予
定しているとの事で，次回も幅広
い年代の参加，活躍を期待したい
と思います。

成 績 表（新ペリアの部）
順位 プレイヤー名 コース１ コース２ GROSS HDCP NET 順位 プレイヤー名 コース１ コース２ GROSS HDCP NET

優 勝 安藤 公美 ３６ ３３ ６９ ０．０ ６９．０ １６位 白鳥 清人 ４１ ３９ ８０ ８．３ ７１．７
準優勝 小野寺保好 ４０ ３９ ７９ ９．５ ６９．５ １７位 坂井 清 ３８ ３５ ７３ １．２ ７１．８
３位 藤波 齊 ４３ ４５ ８８ １７．８ ７０．２ １８位 大井 誠一 ５１ ４８ ９９ ２７．２ ７１．８
４位 穂坂 康朗 ４７ ４７ ９４ ２３．７ ７０．３ １９位 前島 洋志 ４１ ３８ ７９ ７．１ ７１．９
５位 近藤 淳一 ４１ ４６ ８７ １６．６ ７０．４ ２０位 森 俊一 ４２ ４９ ９１ １８．９ ７２．１
６位 喜田 賢司 ４２ ３７ ７９ ８．３ ７０．７ ２１位 杉山 忠正 ４５ ４５ ９０ １７．８ ７２．２
７位 黒須 誠 ４４ ４６ ９０ １８．９ ７１．１ ２２位 臼田 準 ５１ ５２ １０３ ３０．８ ７２．２
８位 中川 勝洋 ４２ ４１ ８３ １１．８ ７１．２ ２３位 佐藤 剛 ４８ ４２ ９０ １７．８ ７２．２
９位 成田 賢二 ４５ ４４ ８９ １７．８ ７１．２ ２４位 吉﨑 正洋 ４２ ４２ ８４ １１．８ ７２．２
１０位 前島 達也 ４１ ４１ ８２ １０．７ ７１．３ ２５位 大橋 智行 ４４ ４６ ９０ １７．８ ７２．２
１１位 角谷 英輝 ３９ ４３ ８２ １０．７ ７１．３ ２６位 村上 芳一 ４４ ３９ ８３ １０．７ ７２．３
１２位 小坂 竜也 ４１ ４１ ８２ １０．７ ７１．３ ２７位 大井 陽生 ５２ ４４ ９６ ２３．７ ７２．３
１３位 宗本 匤由 ４４ ３７ ８１ ９．５ ７１．５ ２８位 大峰 秀樹 ４４ ４５ ８９ １６．６ ７２．４
１４位 海野 智 ４３ ３８ ８１ ９．５ ７１．５ ２９位 川野 壽彦 ３９ ４３ ８２ ９．５ ７２．５
１５位 矢嶋 幸弘 ５０ ４４ ９４ ２２．５ ７１．５ ３０位 黒澤 珍介 ４０ ４１ ８１ ８．３ ７２．７

第４３回同窓会主催全国ゴルフ大会

大会当日の写真が同窓会ホームページ≪http : //www. tdc-alumni. jp≫に掲載されています。
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第１回大会が開催された経緯
昭和４９年の秋，“高橋君ちょっ
と私の部屋へ来なさい”。保存学
主任教授恩師の関根永滋先生に呼
ばれ，恐る恐る部屋をノックする
と，ご同級で青森県の支部長をさ
れていた浅田喜三郎先生（昭和５
年卒）を紹介された。浅田先生は
囲碁の造詣が深く，ニコニコしな
がら，これまで行われていた東歯
本因坊戦を全国的なものとして囲
碁を通して全国同窓の一層の親睦
を計りたいと述べられ，基金とし
て１万円を下さった。当時の１万
円は大金である。早速，囲碁部OB
と囲碁のお好きな先輩諸先生と連
絡を取り，翌年の昭和５０年１月，
加藤正夫本因坊にも出席いただ
き，第１回全国同窓囲碁大会が，

市ヶ谷の日本棋院で盛大に開催さ
れ，以後毎年行なう運びとなった。

囲碁部と大会の活動
昭和３９年卒の山崎 晃，橋本
岩男，村岡捷也，上杉知永，４０年
卒の上杉光永の諸君達が大活躍
し，囲碁部が関東学生囲碁リーグ
戦の第２部に上格した。これは大
変な快挙であった。これを契機
に，囲碁熱が高まり，同窓囲碁愛
好者集団の囲水会（囲碁と水道橋
の名称）がつくられ，東歯本因坊
戦という同窓囲碁大会が企画され
た。第１回の大会が昭和４０年８月
２１日，２２日の両日にわたり伊香保
温泉で開催され，学生９名，同窓
２４名が参加している。この大会が
毎年行なわれるようになり，全国

同窓囲碁大会の母体となった。
第１０回の同窓囲碁大会は記念大

会として昭和５９年１月１５日，１６日
の両日熱海の富士屋ホテルで開催
され，全員が賞に入るよう企画さ
れた。
同窓会長杯：
田辺 明（２６），柳原正義（４７）
田本 晃（５３）
学長杯：
山内 静（３３），山崎 晃（３９）
優勝：
佐々木眞澄（５８）
準優勝：
久保田正義（２２），河村孝昭（３３）
大橋 勲（４３），池原 洸（３９）
尾崎勝己（５４），椋棒正樹（５８）
若月達也（５６），杉村 修（２４）
前田洋一郎（３７），村岡捷也（３９）
河村孝憲（４７），田本裕二（５３）
二階堂則彦（２２），遠藤義弘（３７）
橋本岩男（３９），難波克明（４７）
兵藤広一（５８）
殊勲賞：
海野 陽（２０），中村英雄（３２）
上杉光永（３９），平野和夫（５３）
福島太平（５７），露口晃宏（５４）
岡 秀哉（１４），高津正直（２９）
河村 滋（５９），石橋 彬（４９）
菊地厚志（５３），白川 尚（２４）
遠藤直樹（３７），安達 登（４２）
伊東 励（５１），福島史郎（５３）
敢闘賞：
岡本種義（Ｔ１４），高橋一祐（３２）
山口秀晴（４２），松井 隆（５０）
黒田勇一（５３），野島春夫（５０）
大須賀直樹（４７）

（ ）内の数字は昭和卒業年度（Ｔ）は大正

その後の大会の状況はアルバム
で紹介致しました。なお，同窓会
報にはその都度状況を掲載してき
ましたのでそれもご参照下さい。
最近は囲碁を楽しむ方の高齢化が
進み集まりが少なくなっているの
が残念です。若い人の力を借りて
継続し発展するのを願っている処
です。

アルバムでみる全国同窓囲碁大会の歩み
高 橋 一 祐（昭和３２年卒）

第１０回記念大会 熱海富士屋ホテル

第１回全国同窓囲碁大会
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全国同窓囲碁大会の前身
東歯本因坊戦

参加メンバー（昭和４０年８月） 水道橋病院地下クラブでの
東歯本因坊戦（昭和４３年）

囲碁部 歯薬リーグ戦（昭和４８年） 第４回大会（昭和５３年１月）
指導碁 加藤正夫，佐藤昌晴

第１３回大会 加藤正夫名人就位に
記念棋譜の楯を贈る

同窓会創立１００周年記念囲碁大会祝賀会
（平成７年）五十嵐会長，関根学長

来賓の大竹英雄，本田幸子，
加藤正夫の各棋士

第２３回大会（平成９年４月）
帝国ホテル石寿会囲碁フォーラム

大竹九段，本田六段を囲んで 加藤正夫九段の指導碁 平成１３年度囲碁大会
梅沢由香里三段 指導碁

第３０回記念大会（平成１８年１月） 第３０回記念大会 指導碁 鈴木 歩三段 平成２０年度大会 日本棋院
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１．歯科医療を築いた先人の努力
歯科医療について，わが国で
は，他の国に比べて健康保険での
歯科診療の給付範囲が広く，だれ
でも歯科治療を受けることがで
き，他の先進諸国に比べ，国民の
方々の歯科医療に対する満足感が
比較的高いと言われています。
もちろん，歯科医療に従事する私
たちの日々の努力があっての話で
すが，わが国での歯科医療制度
は，それを支えるために努力をさ
れてきた東京歯科大学同窓会の先
人の活動があったからです。
そこで，東歯同窓会が誕生し約

１０年後，歯科医師法ができたとき
と，その約１５年後に健康保険法が
できた後の保険診療での歯科治療
の確立に，血脇先生や血脇先生を
支えた先生方がどれほど貢献した
のかを紹介させていただきます。

２．歯科医療を支えた血脇先生
血脇先生は東京歯科大学の建学
者ですが，同時に日本の歯科医療
業界を支えた重鎮です。

① ２７年間歯科医師会長として
先生は，１８７０年，千葉の我孫子
市で生まれ，１９４７年に７７歳の生涯
を終えていますが，１９００年に高山
歯科医学院の院長に就任され，
１９４３年に東京歯科医学専門学校長
を奥村先生にバトンタッチするま
で約４３年間，本学の長をされてい
ましたが，ほぼ同時期の１９０３年か
ら１９４６年までの約４３年間，中央の
歯科医師会の役員をされ，このう
ち約２７年間，歯科医師会長をされ
ています。（表１）。
また，先生は，歯科医師会の役
員の時代，多種多様な活躍をされ
ています。１９０６年の歯科医師法制
定とその後の改正，１９２２年に制定

された健康保険法での歯科医療の
位置づけ，歯科口腔保健の推進に
関する法律が制定される礎の１つ
とされ，全国展開された１９２８年の
第１回「むし歯予防デー」の実施
（むし歯予防デーはその後，６月
４日から１０日まで「歯と口の健康
週間」の前身行事となり今日まで
続いています。）等があげられま
す（表２）。

② 歯科医師法制定に努力
明治後期の歯科医師法制定に
は，医師法制定の動きの中で，当
時の歯科医師会が重要な決断を求
められることが多く，結果的に，
医師法制定と同時に歯科医師法制
定が実現しました。
血脇先生には多くの逸話が残さ
れていますが，その当時の大日本
歯科医師会総会での榎本副会長の
挨拶の一部をご紹介します。血脇

わが国における歯科医療サービスの提供体制の礎を築いた先人の業績
～同窓会１２０周年を記念し，血脇先生，廣瀬先生，石塚先生をはじめ先人の足跡から～

東京歯科大学歯科社会保障学 上 條 英 之

表１ 現在の日本歯科医師会（１９４８年設立）ができる前までの歴代の日本歯科医師会長と一部の役員

期間 団体の長の氏名 当事の名称・職責 一部の役員

１９０３年１１月２７日～１９０６年１２月３１日 高山紀斉 大日本歯科医会会長 榎本精一，血脇守之助他

１９０６年１２月３１日～１９０７年４月７日 榎本精一 大日本歯科医会会長 血脇守之助他

１９０７年４月７日～１９１８年４月１日 榎本精一 日本聨合歯科医会常務委員長 血脇守之助他

１９１８年４月１日～１９１８年１２月７日 榎本精一 日本聨合歯科医師会会長 血脇守之助他

１９１８年１２月８日～１９１９年４月１４日 血脇守之助 日本聨合歯科医師会会長代行 奥村鶴吉他

１９１８年４月１５日～１９２５年１１月１０日 血脇守之助 日本聨合歯科医師会会長 石塚三郎，奥村鶴吉他

１９２５年１１月１０日～１９４３年１月２７日 血脇守之助 第一次日本歯科医師会長 奥村鶴吉，廣瀬武郎他

１９４３年１月２８日～１９４６年２月１０日 血脇守之助 第一次日本歯科医師会長 西村豊治，廣瀬武郎他

１９４３年２月１１日～１９４７年１２月２６日 加藤清治 第２次日本歯科医師会長 西村豊治，正木 正他

１９４７年１２月２６日～１９４８年３月３１日 西村豊治 第２次日本歯科医師会会長代行 正木 正他

一部の役員については，便宜上，本誌に関する者を選んで，記載した。

東京歯科大学同窓会創立１２０周年記念特集

48



先生の歯科医師法の制定での，ご
活躍が触れられています（表３）。

③ 保険診療での補綴導入に努力
１９２２年に健康保険法ができたこ
ろ，欧米諸国で，歯科治療の保険

給付がされている国が半数程度
で，さらに半数の約¼の国のみが
歯科補綴を給付されてる中で，わ

表２ 血脇先生が日本歯科医師会などの役員就任時の主な歯科医政の動き

１９０６年 歯科医師法制定

１９１６年 第２次歯科医師法改正
→ 医師による歯科医業に属する行為を禁止

１９２２年 健康保険法制定

１９２５年 第３次歯科医師法改正
→ 歯科医師会が公法人として位置づけ
→ 政府との契約が可能となり，歯科医療の給付が可能になる

１９２６年 日本歯科医師会に健康保険部設置

１９２７年 健康保険での歯科診療開始

１９２８年 第１回むし歯予防デー実施
（現在，歯と口の健康週間として，厚生労働省，文部省の主催で行
事が継続）

表３ 旧歯科医師法制定後の大日本歯科医師会第１回総会での榎本副会長の挨拶
日本歯科医師会史第一巻 P６１－６４より，作成（抜粋，一部改変）

１９０６年４月４日 １８時３０分から
地学協会講堂（東京京橋）

この総会において諸君と共に喜ぶべき事項をご報告するということは実に愉快にたえな
いのでございます。それはなにかと申しますれば，この会の目的である歯科医の権利を伸張
し，業務を保護するということが事実の上に現れて，本会は設立して３年にもならないのに
かかわらず本会の目的の大きな部分を達しえたということは実に喜ぶべきことであろうと存
じます。
これは，歯科医師法案が両院とも無事に通過したということでございます。

略

この歯科医師法の両院通過につきましては高山会長の尽力されたのはもちろん理事諸君
の尽力されたということは一方ならぬのでございますが，そのうち，血脇守之助君は議員
その他についての便宜を得られましたために一方ならざる尽力をせられたのでございます。

略

元来，帝国議会に１議案を提出いたしまして，それが両院とも無事に通過するということ
は非常な難事であるのでございます。
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が国では歯科補綴を給付対象に加
えることを実現したのは，まさに
血脇先生と当事の歯科医師会の役
員の先生方の努力があったからで
す。（議論はありますが，高齢化
が進み介護保険が制定される時代
に歯科医療の位置づけでの補綴給
付は，必要性が高いと思いま
す。）
表４は，健康保険法が制定され
た後，当事の日本聨合歯科医師会
（会長は血脇先生）が内務省にだ
した意見書の一部を示していま
す。

３．血脇先生を支えた廣瀬武郎先
生（血脇先生のそで夫人の兄
歯科医師法の草案を策定）
あまり知られていないかもしれ
ませんが，歯科医師法の草案をつ
くることに大いに貢献した人とし
て，廣瀬武郎先生があげられま
す。
廣瀬武郎先生は，血脇先生の友

達で，１８７３年に小田原で生まれ，
血脇先生よりも３つ年下でした。
寄宿舎で寝食を共にされ，この
血脇先生と廣瀬先生は意気投合
し，廣瀬先生も卒業後，高山歯科
医学院の講師をされます。
その後，１８９６年に中央区京橋で
開業し，１９０４年に小田原に移り住
み，開業しますが，その傍ら，
血脇先生を助けることとなりま
す。ちなみに，血脇先生の奥様で
あるそで夫人は，廣瀬先生の妹で
した。
① 東歯同窓会初代役員
廣瀬先生は，高山歯科医学院を

１８９５（（明治２８）年に卒業し，第
一回卒業式が行われたときの卒業
生３名のうちの１人でした。
この年，高山歯科医学院院友会
が結成され，結成時の役員には，
血脇先生のほかに廣瀬先生が加
わっています。この年の１０月に創
刊された歯科医学叢談はその後，
歯科学報となります。

また，廣瀬先生が執筆され，
１９０４年に出版さされた「簡明歯科
薬物学」が教科書として出版さ
れ，１９１５年の第９版まで長い間出
版されました。
ところで，歯科医師法が制定さ
れる少し前，医師法の制定が検討
されていましたが，歯科医師が疎
外されることが次第にはっきりし
てきたことから，歯科医師の団体
について，全国組織を結成する必
要から大日本歯科医師会が１９０３年
１１月に結成され，高山先生が初代
会長となりました。
その後，榎本精一先生が会長を

１２年勤めた後，血脇先生が会長を
受け継がれました。

② 歯科医師法草案を作成
大日本歯科医会では，独自の歯
科医師法案を検討するための委員
会が設置され，その委員の１人に
廣瀬武郎先生が加わりました。
委員会では独自の歯科医師法案

表４ 健康保険法に対する意見書（１９２３年９月，日本聨合歯科医師会）
（会長 血脇守之助から内務大臣へ），抜粋，一部改変

健康保険法における歯科医療の給付方法については，歯科医師団体の自由選択主義が最も
合理的である。本会所属の全国７５の歯科医歯科医は，すでにこの希望を有している。

略

技工方面における補綴療法について当分含めないということは，遺憾である。

略

労働者の健康を保持し，その能率を増進し，疾病を未然に防止することは，基礎的療法と
して，歯科技工方面の治療行為をも完成させることとなり，これにより立法の意義を達成す
ることが必要である。
このため，この点を十分にご賢察の上，技工方面について，ご審議ご採択をされることに
ついて陳情いたします。
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を作成することとなりましたが，
当時，この対応ができる人は少な
く，歯科医師法案の案文の作成
は，廣瀬先生が行い，約半月ほど
の期間で，１７条に及ぶ大日本歯科
医師会の歯科医師法の草案を作り
ました。
その後，医師法案が１９０６年２

月，帝国議会に提出されるのを受
け，３月１０日に，大日本歯科医師
会が，歯科医師法案を衆議院に提
出することとなり，血脇先生他関
係者の努力もあり，３月２６日に，
医師法と同時に制定がされること
となりました。このため，健康保
険法の制定で保険診療が導入され
る際，歯科医療を保険診療の対象
に加えることが容易になりまし
た。
その後廣瀬先生は，健康保険に
よる保険診療がはじまった頃，日
本歯科医師会の初代保険担当の理
事となり，血脇先生が退任される
１９４６年まで，約２０年間日本歯科医
師会の役員をされ，血脇先生を支
えました。なお，このころ廣瀬先
生は，歯科学報社から健康保険記

の解説書として「健康保険の話」
（図１）を出版しています。
血脇先生が日本歯科医師会長を
退任されたと同時に日歯の役員を
退任して約１０年後の１９５６年頃８３歳
で逝去されたといわれています。

４．血脇先生を支えた石塚三郎先
生
① 歯科医師法制定とその後の改
正に努力
歯科医師法の制定には，多くの
人が関わっていますが，私はここ
でもうひとり石塚先生についてふ
れたいと思います。
石塚三郎先生は，１８７６年に新潟
県北蒲原郡安田村で生まれまし
た。血脇先生より６歳若く，１８９７
年から，高山歯科医学院の書生と
して働くこととなり，その時か
ら，野口清作（英世）と同じ部屋
で寝食を共にし，２人は盟友であ
るとともに，苦学生でした。
その後，野口清作（英世）先生
は，１８９７年１０月に医術開業試験に
合格し，翌年，石塚三郎先生も，
歯科医術開業試験に合格後，学院
講師として血脇先生を支えます。
郷里の新潟に戻った後，無歯科
医地区での歯科診療を血脇先生と
行ってきた経験から，各地で巡回
歯科診療をされました。
ところで，歯科医師法が制定さ
れる際，歯科医師法の法案提出
は，議員が提案する形態がとられ
たと考えられ，提案説明は，新潟
県選出の青柳信五郎議員らが行っ
ています。
当事，大日本歯科医会は運動費
がない状態で，自費でまかなわな
ければならなかったため，新潟に
いた石塚先生も東奔西走をされた

といわれています。
新潟の長岡で開業していること
から，地元の代議士であった青柳
先生に依頼するのは，自然なこと
であり，歯科医師法制定のために
石塚三郎先生がその筋書きと演出
を行ったとされています。

② 初代新潟県歯会長
１９０６年の歯科医師法制定後，
石塚先生は初代新潟県歯科医師会
長に３０台前半の若さで就任され約
１４年間会長として会を支えます。
その後の歯科医師法については，
医師が歯科医師の業務を行うこと
に対する規制が法的にされていな
かったことから，１９１６年の歯科医
師法改正で，はじめて，歯科医業
と医業が法的に別のものとして，
取り扱われるようになりました。
このときの改正は，医師の既得
権の縮小につながることから，当
初，全国の連合医師会で，反対決
議が満場一致でされるなど，法律
改正ができない危惧がされる状況
でしたが，法案の内容が修正さ
れ，成立しています。
歯科医師法第２次改正の後，開
催された第７回総会では，東京市
歯科医師会から歯科医師法改正の
感謝状と記念品が当時の役員及び
関係者８名に送られており，役員
以外の３名のうちの一人は石塚
三郎先生でした。
もちろんこの改正には，血脇先
生が役員として歯科医師会を支え
て１３年の月日が流れ，政界への影
響力が作用し始めたとも言われて
います。

③ 日本初の歯科医の衆議院議員
健康保険での歯科診療を当時行図１ 健康保険の話 表紙
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えるようにするためには，歯科医
師法を改正し，道府県歯科医師会
を強制的に設立して，歯科医師会
が公法人となることが必要でし
た。
すでに日本医師会は，１９２２（大
正８）年の第３次医師法改正によ
り医師会の設立について，郡市区
医師会と道府県医師会を強制的に
設立することが規定されるように
法律が改正されていました。
ある時期，血脇先生は，医師と
はちがい，歯科医師には有資格者
の国会議員がいないことや行政に
も歯科関係者がいないことを嘆い
たことがあるとされています。
石塚先生は，この当事，血脇会
長の下で，歯科医師会の理事に
なっていましたが，１９２４年に第１５
回衆議院選挙で新潟２区から当選
し，日本ではじめての歯科医の資
格をもった衆議院議員として，第
３次歯科医師法の改正にたずさわ
りました。
そして，帝国議会への提案を
石塚先生が議員として自ら行い
血脇先生を助けました。
その結果，当事の歯科医師会
は，国の認可を受け，健康保険で
の保険診療を国と契約することと
なりました。
また，野口英世が１９１５年に帰国
するのにかかわった話は有名で，
この時とった写真をもとに石塚先
生が執筆されている書籍がありま
す。そして，野口英世が１９２８年に
亡くなると，野口英世記念館の設
立に尽力することとなります。
その後，１９４９年に財団法人野口
英世記念館が創立された時には理
事長となり，親友である亡き野口
英世のために尽くしました。

また，「わが友野口英世」で詳
細が示されていますが，石塚先生
が歯科医術開業試験に受かったお
り，血脇先生が，１着しか持たな
いモーニングを，石塚先生に記念
として渡されたことがエピソード
として紹介されています。血脇先
生は，野口英世がアメリカに留学
する前に留学費用を使いはたし，
奥様のそで夫人の着物を質に入れ
て，野口英世の留学費用を工面し
たことを私は自分の父親から聞い
たことがあります。石塚先生は前
にも書きましたとおり，野口英世
の１９１５年の日本への帰国を実現さ
せましたが，この帰国があったか
ら，図３に示す創立者である高山
先生の銅像前での血脇先生と野口
英世先生の記念撮影が実現しまし
た。
その後，東京歯科大学同窓会１００
周年記念事業として大学に贈呈さ
れた山田 潔画伯の絵画が大学の
宝となることに，石塚先生が大き
く関わっていたことは興味深いこ

とだと思います。
石塚先生は，血脇先生がなく
なった約１０年後，１９５８年に８３歳で
逝去されました。

５．おわりに
同窓会の１２０周年にあたり，こ
れからの継承と発展を考え，血脇
先生と血脇先生を支えた先生方が
どんなことを行ってきたかを振り
返ってみました。
きっと，いまの時代に先生方が
生きていらっしゃったら，血脇イ
ズムと共に，明るい展望をもちな
がら，将来を見据え，現実に即し
ながら，国民から信頼される歯科
医療制度の確立を支えていたので
はないかと思います。

東京歯科大学同窓会１００周年
記念誌（１９９５年）P７７より

図３ 野口英世先生帰国時の東京歯科
医学専門学校の卒業式での記念撮
影に基づく絵画（同窓会１００周年
事業として大学へ贈呈）

図２ 石塚三郎先生著「パプラールの
由来」についての著書の表紙
～表紙に写っている写真の右は
石塚先生で，左は日本に帰国中
（１９１５年）の野口英世～
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平成２４年１月より同窓会の理事に就任させて頂
き，会計部とゴルフ大会を担当させて頂いておりま
す平成２年卒の福本と申します。平成卒の理事とし
て初めて同窓会の執行部に加わり２年経とうとして
おります。雑感ですが同窓会の現況と今後の課題に
ついて思うところを書かせて頂きます。
会計部ではちょうど来年度の予算について検討を
行っているところですが，予算の基礎となります会
費収入は年々減少しているのが現状です。本年８月
現在で同窓会の会員数は９，１２４名，内支部に所属さ
れている会員は５，５３５名（卒後５年目までの新進会
員を除く）で約６０％，また昨年度の会費納入者は約
４，５００名です。会費収入が減っている主たる原因は

平成卒，特に平成二桁卒の会員の会費納入率が下
がっているのが現状です。これは歯科界の様々な環
境が変わり，私たちの頃のように卒業後，大学の医
局や勤務医に務め，数年したら開業，そして歯科医
師会に入るという様にならなくなってきている事も
あります。勤務医をされていて支部に未加入な場合
が多い，あるいは女性で家庭に入られている等，多
様な環境にあると思われます。そして，この傾向は
今後も続くと考えられ，同窓会の事業を今のように
維持するのは困難になってきています。
矢﨑執行部はこれに対し若手同窓を支援するセミ
ナーや，新進会員，準会員制度を立ち上げ，若い先
生に同窓会の良さを理解してもらえるよう努めて参
りました。また，今後さらに多くの若手の先生に各
種委員会への参加，会務に協力頂く事も必要かと思
います。
現役学生は学年により半数以上が女性との事で
す。卒業後，勤務医を続ける方，家庭での育児に専
念される等，様々な環境が考えられ，女性会員に対
し同窓会としてどのように繋がっていくかも今後の
課題と思われ，これについても来年度以降，検討を
始めようとしている所であります。
さて，先日行われました１２０周年記念ゴルフ大会

では，平日開催でございましたが，例年を上回るご
参加を頂きまして誠にありがとうございました。お
申し込みを頂いたにもかかわらず，定員を超えてし
まいやむなくお断りさせて頂きました先生にはこの
場をお借りしましてお詫び申し上げます。来年は９
月２２日（木）秋分の日に埼玉県の武蔵丘ゴルフコース
にて予定しておりますので，また多くのご参加をお
待ちしております。
同窓会とはいわば家族のようなものだと思いま
す。この号が発行される１ヶ月後には，１２０周年の
記念式典，祝賀会が開催されます。多くの若い先生
方にもご参加いただき，１２０年つづく血脇イズムを
享受し，継承するよう諸先輩との交流を深めてはい
かがでしょうか。

１２０周年後の同窓会
に向けて

会計部常任理事

福 本 恵 吾

巻 頭 言

53



理事会より

●東京歯科大学同窓会常任理事（事業推進部 アカデミア（生涯研修））
木暮 隆司（新任・昭和６２年卒）
任期：平成２７年６月１４日から平成２７年１２月３１日まで

●東京歯科大学同窓会常任理事（総務・厚生部 情報管理）
髙橋 潤一（新任・平成４年卒）
任期：平成２７年６月１４日から平成２７年１２月３１日まで

同窓会事業・行事

●平成２７年度東京歯科大学同窓会評議員会
と き 平成２７年１１月２８日（土）
ところ 如水会館（千代田区一ツ橋２－１－１）

●東京歯科大学同窓会創立１２０周年記念式典・講演会・祝賀会
と き 平成２７年１１月２９日（日）
ところ 式 典：東京歯科大学水道橋校舎新館

「血脇記念ホール」１１：００～
講演会：東京歯科大学水道橋校舎新館

「血脇記念ホール」１１：５０～
祝賀会：東京ドームホテル 天空 １４：００～

母校関係行事・案内

●平成２８年度東京歯科大学入学案内が母校だよりに掲載されております。
詳細は７６～７８ページをご覧下さい。

「同窓会創立１２０周年記念式典・講演会・祝賀会」に多くの会員の方々にお申込いただ
き，ありがとうございます。
この「会報」がお手元に届くころには「定員」に達している可能性がございます。
「お申込み」に関しましては，同窓会事務局（０３－５２７５－１７６１）までご連絡ください。

「お申込み」（支部等の一括申込を含む）をしていただいた会員の方々には，「ご案内」を
送付させていただきました。
「お申込み」をされた方で，「ご案内」が届いていない場合は，事務局までご連絡くださ
い。（１０月以降にお申込をいただいた方には届いていない場合もございます）

お 知 ら せ

木暮 隆司 髙橋 潤一
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東歯関係 日歯役員，各種委員

各 種 委 員

役員報酬算定審議会
委 員・小林 俊春（S４４卒）

顕彰審議会
委 員・鳴神 保雄（S３０卒）
委 員・小枝 義典（S５９卒）

会館運営協議会
委 員・小枝 義典（S５９卒）

医療管理委員会
委 員・佐々木眞澄（S５８卒）

社会保険委員会
委 員・稲葉 孝夫（S５７卒）

地域保健委員会
委 員・三木 昭代（S５３卒）
委 員・山本 秀樹（S５７卒）

学術委員会
委 員・木暮 隆司（S６２卒）
委 員・福本 恵吾（H２卒）
委 員・静間祐一郎（H７卒）

国際渉外委員会
委 員・井上 孝（S５３卒）

広報委員会
委 員・岡村美恵子（S６１卒）
HP企画小委員会
委 員・岡村美恵子（S６１卒）

会誌編集委員会
委 員・井出 良子（S４７卒）
委 員・尾松 素樹（S５４卒）
委 員・齋藤 淳（H１卒）

資金管理運用委員会
委 員・寺田 仁志（S６３卒）

歯科医療安全対策委員会
委 員・中西 孝紀（S５０卒）

図書管理運営委員会
委 員・櫻井 薫（S５３卒）

歯科医療機器委員会
委 員・柴原 孝彦（S５４卒）

材料規格委員会
委 員・小田 豊（推薦）

医薬品委員会
委 員・一戸 達也（S５６卒）

スポーツ歯科委員会
委 員・岩田 昌久（S６３卒）
委 員・武田 友孝（推薦）

災害時対策・警察歯科総合検討会議
委 員・髙田 克重（S５７卒）
委 員・西 孝一（S５０卒）

東歯関係 日本歯科医師連盟

役 員
副会長・藤原 元幸（S５０卒） 副会長・加藤木 健（S４６卒） 理 事・竹之下伸一（院 S５２修）

役 員

常務理事・小林 慶太（S５８卒） 常務理事・小枝 義典（S５９卒） 理 事・山崎 安仁（S５０卒）

お 知 ら せ
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（その３） 欠損歯列の評価と処置方針
前回まで，欠損歯列を“病期と病型”という２つ
の方向から病態把握する方法を説明しました。今回
は具体的な一症例を通して欠損歯列を評価してみま
す。

１．症例（図１）の概要
初診１９８５年８月，当時６２歳男性，金属関係の会社

役員，主訴左上４の動揺と疼痛。初診から約１カ月
後保存不可能と判断しその歯を抜歯しました。図１
は抜歯後の歯式です。抜歯により唯一の臼歯部咬合
支持を失ってEichnerB４になりましたが，日常の
食事の不便さを訴えることはありません。

２．咬合三角とリスク評価
咬合三角で確認すると，第三エリア（２月号参

TDCアカデミア

私の臨床ノート
「欠損歯列をどう見るようになったか」

宮 地 建 夫（昭和４２年卒）

図１ 左上第一小臼歯の動揺と疼痛が主訴で，保存不可能と判断し抜歯した。抜歯によりEichner
B４になった。

７ ３２ １２３▲ ７
５４３２１ １２３４５
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照）の直前の位置にきています。もし咬合支持がこ
れ以下になると顎位はより不安定に，咬合再建も困
難なステージに入いる危険性の高いレベルにいるこ
とが読み取れます。第三エリアに入れば総てが難症
例というわけではないとしても，“危険の可能性”
を見逃さないように少し過剰に先読みすることがむ
しろ大切です。逆に，もし咬合三角の左上で充分に
安定しているような歯列では，見逃し（β過誤）よ
り読み過ぎ（α過誤）のほうが問題になります。こ
の症例のように歯列レベルが悪化傾向にあるとき
は，「難症例エリア直前」のつまり「崖縁にきたハ
イリスク症例」と少し強めに読んでおくべきだと
思っています。

３．咬合三角とコース
咬合三角では咬合支持数がどこまで減弱している
かという上下のレベルと同時に，どちら側に寄って

いるかという図の左右レベルも掴んでおきます。本
症例では咬合支持数５・歯数は１７歯です。咬合支持
数５になる歯数条件は１９歯から１０歯の範囲ですか
ら，１７歯は咬合支持数のわりには歯数が多い症例と
いうことになります。咬合三角内に走る曲線は著者
の診療室で集計した咬合支持数と歯数の平均値のラ
インです。この症例はその平均ライン上に位置し，
ここから歯の喪失があったとしてもこのまま平均的
で穏やかなコースで少数歯残存方向へ軟着陸してい
ければ，日常あまり不便がなく推移するだろうと思
われます。

４．歯の生涯図での読み
初診時６２歳で歯数１７は，この患者の当時の年齢平
均と比較すると，喪失が３歯ほど多く，初診までの
歯の喪失速度がやや速かったことが伺えます。そし
て「現状が悪いと，その後も悪い」というのが予測

図２ 咬合三角・歯の生涯図・Cummer 分類の３図を同一画面でみえるようにしておくと，欠損
歯列の悪化レベル（進行度合い）が掴みやすい。

TDCアカデミア
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の物差しですから，その物差でみると，“これから
注意しなければ”という予測が成り立ちます。さら
に６０歳代後半からの１０年，１５年はそれまでよりも平
均的な歯の喪失速度が急カーブになっていますか
ら，それを本症例に当てはめると，これからさらに
増齢リスクが加算されるとみて，心の準備をしてお
くべきかもしれません。今までの流れから，これか
らのリスクを嗅ぎ取ろうという姿勢が欠損歯列のよ
うな継続疾患では大切だと思っています。

５．Cummer 分類の性質
次に欠損パーンという病型の確認です。欠損パ
ターンはCummer 分類がイメージしやすいのでこ
の分類を利用します（６月号参照）。この分類の弱
点は感度の鈍さがあげられます。本症例でも，歯式
のまま読めばパターン１ということになります。歯
数が１７歯に減少してもパターン１から動かないこと
からも“感度の鈍さ”が分かると思います。ここで
将来どんな終末パターンに向かって進んでいきそう
かを推測することが目的ですから，実際の歯式をそ
のまま当てはめるより，行き着く先は多分こういう
パターンへ流れそうだ，このコースと見なせるので
は，と少し大胆に深読みすることがCummer 分類
では必要になります。感度の鈍さを補うためにで
す。

６．欠損パターンの流れ
本症例は歯式ではパターン１でしたが，下顎の両
側遊離端重視するパターン４１に近いとみなせます。
あるいは上顎前歯部に多くが存在し，左右臼歯部は
少ないということに注目するとパターン６への流れ
の途上のようにもみなせます。パターンの流れを
ザックリ掴むという意味では分類表の下降するコー
スをとっているとみなすか，上段を右横に進むコー
スなのかという流れの傾向を読み取ることが必要で
す。下降するコースなら下顎の補綴が優先されます
し，右横に進むコースなら，上顎歯の補強が優先さ
れるはずです。

７．処置方針
この症例を私は，上顎前歯がハイリスクになるパ
ターン６へのコース途上と診ました。その判断根拠
としてパターン４１から４４に進む頻度よりも，パター
ン６から８へ向かう方がざっと倍以上発現しやすい
という臨床データがあるからです。もし迷ったらパ
ターン６や８へ向かっていると疑ってみるほうが後
悔の少ない選択になります。咀嚼機能に不満が無い
ということからも下顎臼歯部の補綴よりも，まず上
顎前歯を保護する処置方針が優先されると読みまし
た。そして咬合三角や歯の生涯図からは進行リスク
が高いようなので，少し積極的な補綴が求められて
いる時期だと判断しました。その結果として処置方
針は上顎前歯部を積極的に取り込んで二次固定効果
（次号で説明）を期待した義歯を選択しました。そ
の旨患者さんに提示し，同意を得て補綴処置に進み
ます。

８．意思決定と特定要因図
２月号，６月号で説明した病期と病型という視点
で症例の病態をみてみました。その読みから，処置
方針が導き出されたように説明しましたが，実際の
臨床ではそういうわけにはいきません。ここで取り
あげた欠損歯列の評価は症例全体の病態のごく限ら
れた部分だからです。症例全体の病態には個々の支
台歯の病態や顎運動のような神経筋機構，咬合力・
病的噛み癖，それに加えて患者の生活背景や価値観
まで，おおくの要素が絡んできます。さらに術者一
人一人の癖まで含め臨床での意思決定は複雑系とい
われています。ということで仲間内での症例検討会
などを利用して，自分の意思決定の偏りを自身で確
認しておくことが大切だと思っています。
同窓会では自由参加の「症例検討会」を行ってい
ます。同窓会HP（検索：２０１５TDCアカデミア卒
後研修）をご覧下さい
最終回では今回の症例の補綴設計の選択，長期経
過とその経過をどのように評価したかを取り上げた
いと思っています。
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１．日 時 平成２７年１１月２８日（土）
午前１０時００分～午後３時００分

２．会 場 如水会館 ２階 スターホール
東京都千代田区一ツ橋２－１－１
電話番号 ０３－３２６１－１１０１

１．開 会 の 辞
１．点 呼
１．会 長 挨 拶
１．来 賓 挨 拶
１．議長，副議長選出
１．議事録署名人
１．黙 祷
１．報 告
⑴ 平成２７年度 会務報告
⑵ 平成２７年度 会計現況報告（財産の廃棄処分を

含む）
１．東京歯科大学の現況
１．叙勲／褒章受章者顕彰式
１．議 事
第１号議案 平成２６年度 経常部収支決算

第２号議案 平成２６年度 特別会計収支決算
（同窓会基金，血脇記念基金，高山・
血脇記念同窓会基金，共済基金，名
簿積立金，退職積立金，同窓会創立
１２０周年記念事業積立金）

第３号議案 平成２６年度 卒後研修セミナー，卒
後研修セミナー積立金収支決算

平成２７年度東京歯科大学同窓会
評議員会 日程

会 務
東京歯科大学同窓会選挙規則により，次期（平成２８年１月１日～平成２９年１２月３１日）
の「会長」および「監事（３名）」の選挙についてお知らせいたします。

公 示
選 挙 期 日：平成２７年１１月２８日（土）
選 挙 場 所：平成２７年度評議員会会場（如水会館）
届 出 場 所：東京歯科大学同窓会事務局

東京都千代田区三崎町２－９－１８
（東京歯科大学水道橋校舎南棟６Ｆ）

届出締め切り：平成２７年１１月１８日（水）正午
被 選 挙 権：支部入会後２年を経過した会員
届 出 人：本人または代理人
（必要なもの）
立 候 補 者：本人の略歴および趣意書
推薦候補者：会員の推薦者２名以上の署名捺印のある推薦書と本人の承諾書

届出用紙が必要な場合は，事務局（０３－５２７５－１７６１）までご連絡ください。

最寄りの駅からの案内図
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第４号議案 平成２６年度 時局対策費積立金会計
収支決算

第５号議案 平成２６年度 財産目録
（監 査 報 告）

第６号議案 評議員の選任および会議に係る会則
の改正

第７号議案 選挙規則の改正
第８号議案 平成２８年度 事業計画
第９号議案 平成２８年度 入会金および会費
第１０号議案 平成２８年度 経常部収支予算
第１１号議案 平成２８年度 共済負担金
第１２号議案 平成２８年度 特別会計収支予算

（高山・血脇記念同窓会基金，共済
基金，名簿積立金，退職積立金，同
窓会創立１２０周年記念事業積立金）

第１３号議案 平成２８年度 卒後研修セミナー，卒
後研修セミナー積立金収支予算

第１４号議案 平成２８年度 時局対策費積立金会計
収支予算

第１５号議案 役員改選
第１６号議案 選挙管理委員・予備選挙管理委員の

選出
１．協 議
⑴ 支部未加入者対策について
⑵ 叙勲／褒章受章者顕彰式について
⑶ その他
１．閉 会 の 辞

事業推進部社会保障制度研究委員会の追加（平成２７年９月１９日～平成２７年１２月３１日）
協力委員 秡 川 雅 彦（Ｈ２卒） 奈 良 夏 樹（Ｈ１８卒）

事業推進部卒後研修委員会の追加（平成２７年８月３０日～平成２７年１２月３１日）
白 水 直 樹（Ｈ７卒）

事業推進部卒後研修委員会の交代（平成２７年６月１５日～平成２７年１２月３１日）
協力委員 （新）古 澤 成 博（Ｓ５８卒） （旧）山 下 秀一郎（推薦）

（新）野 村 武 史（Ｈ７卒） （旧）片 倉 朗（Ｓ６０卒）

東京歯科大学同窓会各種委員会委員

評議員会の傍聴を希望する会員は，事前に事務局までご連絡ください。

訂正とお詫び

会報「４００号」に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

p５９ 会務アラカルト
中段下から１２行目 誤：高津 弐

正：高津 弌

p６５ 事業推進部
サブタイトル 誤：税と社会保障の一体改革波動なる？

正：税と社会保障の一体改革はどうなる？

p９６ 逝去会員
下から９人目 誤：佐藤 公子（６０歳）

正：佐藤 公子（５４歳）

会 務
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平成２７年７月２０日（祝・海の日）
水道橋校舎新館１１階第一講義室に
おいて，東京歯科大学との共同開
催のもと「平成２７年度学年代表者
会」が開催されました。この日は，
台風一過のとても暑い日で，ま
た，連休の最終日という集まり難
い日程にもかかわらず，昭和１９年
９月卒業（十六会・５０期）の山根
照人先生を筆頭に，今春卒業の（桔
梗会・１２０期）代表代理の大村
雄介先生まで，５７学年の代表の先
生と，同窓会・大学関係者２２名の
総勢７９名が出席され，臼井文規総
務担当常任理事の進行のもと，
浮地文夫同窓会副会長より「この
会は学年代表の先生方と同窓会の
縦と横を結ぶ絆となる大変重要な
会です」という挨拶で開会しまし
た。

浮地副会長

開会に先立ち，井出吉信学長よ
りご挨拶をいただきました。
次に，矢﨑同窓会長より「１２０
年前の明治２８年血脇先生が歯科医
師は生涯にわたり研修をし，とも
に助け合い，お互いに人間性を高
め合うことが必要ということで，
院友会を立ち上げ，今年が１２０年
になります。本年１１月２９日に行な
う同窓会創立１２０周年記念式典・
講演会・祝賀会では，日本最古の

歴史を誇る東京歯科大学の伝統と
精神を次世代に継承するための素
晴らしい会になるよう準備を進め
ておりますので，是非との多くの
皆様に参加していただき，今後ど
のようにこの同窓会を発展させて
いくか・どのような同窓会にする
べきかを皆さんと話し合いたいと
思います。これまでの長い歴史の
中でも，同窓会の支援により東京
歯科大学が発展してきております
ので，血脇イズム，そして，それ
を切り開くフロンティア精神に則
り，東京歯科大学が日本一の歯科
大学で有り続けるためにも，西棟
の完成に向けてご協力ご支援をお
願い申し上げます」と挨拶があり
ました。
以下，報告と協議についてご紹
介します。
【報告】
１）大学より
井出吉信学長
⑴ 大学の近況について
今年度の入学生は，女性が多く
なり，ほぼ半数が女性となってい
る。卒業生では，３人に１人は大
学院に残っていただいている。
今年度より，歯科社会保障学

（上條英之教授）。口腔病態外科学
講座（片倉 朗教授）。パーシャ

ルデンチャー補綴学講座（山下
秀一郎教授）。スポーツ歯科，摂
食嚥下リハビリテーション，障害
者歯科，口腔顔面痛研究室をあわ
せて口腔健康科学講座（福田謙一
教授）を新設した。

井出学長

今年も国家試験の合格率は良く
すべての分野で全国一位で，１００
人以上の歯科医を出しているのは
本校のみであるが，今後も気を引
き締めて取り組みたい。現在は，
学生同士で講義をしたり，市川病
院も一部改築し，採血，挿管など
学生と研修医と医療関係者が一緒
になって勉強できる体制を整えた
り，学生課をおき学生の管理がで
きるようにしたりと，様々な工夫
を凝らしている。２０５０年には出生
率が下がり，８０２０運動も推進さ
れ，歯科医療も変わって行くこと
が予測されるが，その頃に対応で
きるよう全身管理や，周術期にも
対応出来る歯科医になれるよう教
育をしている。
本校の決算としては３％の消費
税が上がった分の収入が下がって
いるが，授業の内容が良いという
ことで大学としての授業料の黒字
が大きい。医療制度など国の施策
が変わる事で変動が出ることへの
対応を行なっており，法人の評議

平成２７年度 学年代表者会開催

矢﨑会長

会 務
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員会にて一昨年より大山監事，
矢﨑会長とともに外部有識者の方
にも参画していただき監査をして
いただいている。
現在は本館の後ろ側に西棟の建
設が進んでおり，本館と繋げる計
画で，最新の耐震基準を満たすよ
う来年の３月完成予定となってい
る。千葉病院は，耐震診断を行
い，千葉校舎のあり方委員会を立
ち上げ，検討しているが，即売却
するという方向ではないので，学
生のクラブ活動や学生生活を支援
する為にどうすべきかを検討して
いる。有り難いことに，患者は増
えているが，移転に伴い千葉病院
のDrが少なくなっているので千
葉病院で指導していただける同窓
の先生のお力をお借りできれば有
り難いと考えている。
診療，教育ともに力を入れ，こ
れからの東京歯科大学を発展させ
ていきたいと考えているので，ご
協力いただきたい。またこのこと
についての説明に呼んでいただけ
ればと思う」
事前質問）小林 彰先生

（昭和５６年卒・水公会）
ニューヨーク在住の同窓より：
野口英世先生の別荘の活用につい
て

回答）一戸達也副学長（大学）
管理だけで多額の経費が係って
いるが，大学としては，あまり活

用されていない現状。東京歯科大
学としては，想いの地ではありま
すが，検討の余地があると考えて
いるという状況で有る事をご理解
いただきたい。
２）同窓会より
⑴ 会務報告
臼井常任理事
＊役員交代
四国地域：久保田晃先生から沖
義一理事へ地域理事の交代。小林
慶太常任先生より木暮隆司常任理

事へ。寺田仁志常任理事から高橋
潤一常任理事へ交代。
＊評議員会報告
一昨年の評議員会で，選挙管理
委員，予備選挙委員の選任につい
て承認され，その選挙管理規則に
則り本年が最初の選挙にあたる。
現在まで約１５，０００人卒業者のうち
昨年の支部加入者は９，１２９名で，
７０％を切ってしまった。大都市圏
の関東，東京では６０％，近畿で８０
％と支部加入が減っており，平成
卒の先生は少なく男性３５％女性１０
％と半数以上が支部に加入してい
ない。特に平成１７年以降の加入は
男女併せて３５％が現況。
対応策として，学生の頃から同
窓会に理解をいただくということ
で，大学の協力をいただき講義で
同窓会の説明を行ったり，準会員
として会報の送付をしている。ま
た，卒業生へのオリエンテーショ
ンの実施や卒業式では同窓会会員

臼井常任理事

若い先生方諸先輩方

小林先生

一戸副学長
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章をお渡ししている。尚，同窓会
会報は，同窓会報１号から現在に
至る会報まで，すべて閲覧できる
ようにHPに掲載しているので，
ご覧いただきたい。
＊創立１２０周年記念事業
１１月２９日に開催する「同窓会創
立１２０周年記念式典・講演会・祝
賀会」は，「困難を乗り越え１２０年
の輝かしい歴史と伝統を築き上げ
てこられた先輩の努力と情熱に経
緯を評し，これからの同窓会の果
たすべき役割を確認するつどい」
ということで開催したいと考えて
おり，実行委員会を中心に，多く
の会員の声を聴き開催にむけ頑
張っている。関連企画として，第
３００回東京歯科大学学会も同窓会
創立１２０周年事業にご協力をいた
だき，ゴルフ大会，記念フォーラ
ム等が予定されている。前日の２８
日には，評議員会が開催されるの
で，同日にクラス会の開催を行な
うなど是非多くの同窓会員にご参
集頂ける様お願いしたい。
＊大学との連携
大学の発展に関し，同窓会は全
面的に大学へ協力をしており，今
回も２，２５８万円の寄付をいただい
ているが，この度も更なるご支援
をお願いしたい。

⑵ 事前質問への回答
質問）小林 顕先生

（昭和５６年卒・水公会）
評議員会数削減に関する経過措
置，経費について
回答）髙橋義一専務理事
新しい時代にむけての同窓会改
革の一環として，評議員数の削減
を提案し，評議員会のあり方も検
討することを要件として，１県１
評議員の経過措置がとられてき
た。検討の結果，評議員会では，
事業計画や予算など本部執行を審
議する代議員会的な役割を行い，
都道府県代表者会は，地域の課題
など全国組織的要素を行なうとい
う２部制にして，同日に行なう。
平成２２年より始めた学年代表者
会では，本部のみならずクラス会
ごとの課題を検討し発展充実を目
指す目的で，クラス会組織の確
認，情報ネットの確認，本部とク
ラス会との連携などから始まり最

近では，平成２桁代卒の若い先生
方も出席していただいている。今
年度の評議員会で経過措置終了と
都道府県代表者会の決定を目指し
ている。基本的に，評議員会，都
道府県代表者会，学年代表者会を
あわせても，予算的に問題なく執
行できると考えている。
質問）福本 博先生

（昭和１８年卒・二六会）
学年代表者会は卒後５０年を以て
除外してはどうか

回答）財部正治副会長
一人でも元気な先生がいらっ
しゃるようであればクラス会は存
続しますので，是非ご参加いただ
きたい。
丹野 研先生

（昭和３９年卒・十二期会）
高齢になり同窓会は無関係と
思っている先生も多く，クラス会
離れが増えているが，どうしたら
よいか。

髙橋専務理事

諸先輩方

財部副会長

若い先生方
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回答）財部正治副会長
長年の経験や多くの知識を持つ

諸先輩方には，同窓会において，
貴重なご意見を伺うことも多いと
思われるので是非共ご協力いただ
きたい。
質問）森岡俊介先生
（昭和４７年卒・七十七期会）
同窓の中の叙勲・褒賞受賞者を
情報ネットなどで知らせていただ
きたい
回答）財部正治副会長
公に出来るタイミングを計らな
くてはならないので，そこを踏ま

えた上で要望にお答えしたい。
質問）小林 顕先生

（昭和５６年卒・水公会）
若い会員の同窓会に対する要望
・希望に関する調査は行なってい
るか
回答）髙野博子常任理事
昨年の新進会員のつどい参加者

９０名にアンケートをしたところ，
来年のつどいへの参加について，
９０％以上が前向きに参加を考えて
いるという結果がありました。講

演内容の希望は，臨床，卒後の進
路，開業についてなど様々な希望

があった。
卒後十年目までの先生方の参加
により団結のつよい同窓会を創っ
ていきたいと考えている。
【協議】

座長：宮地建夫副会長
同窓会より：学年代表者会の位
置づけについてご意見を伺いたい
財部正治副会長
次年度からの位置づけについて
は，各年代のご意見を聞いて同窓
会の運営をしたいと考えているの
で意見を伺いたい
古谷 忠先生

（昭和５０年卒・八輪会）
評議員会，学年，都道府県，の
役割が良く解かりましたので，今
後も協力していきたいと思う
岡野昌治先生

（昭和５２年卒・８２期会）
東京歯科大学関係の先生方にお
越しいただき講演をしていただく
場合の交通費は？どれくらいの実
績があるか？学年単位の催しでも

お願いできるか？
髙橋義一専務理事
支部だけではなく，クラス会の
中で学術研修会をおこなった場合
への援助については，前向きに検
討したい。
井出吉信学長
クラス会への講師派遣について
は，大学と同窓会と話し合って検
討したい。
大井誠一先生

（昭和５３年卒・八実会）

学年代表者会は，其々の年代に
より事情が異なっていると思うの
で，其々の年代の悩みなど意見を
吸い上げていただきたいと要望し
ます。
座長）宮地建夫副会長

丹野先生

宮地副会長

森岡先生

髙野常任理事

古谷先生

岡野先生

大井先生
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学年代表者会として大切な役割
と考えるので，是非前向きに検討
していきたい。
小林 顕先生

（昭和５６年卒・水公会）
先輩から慶弔についてなど相談
させていただいた。情報交換とし
ては大変大切。学年代表者は会則
には規定がないがどのように考え
るか。
井出吉信学長
評議員とクラス会では，違った
先生が参加しているので，大学か
らの情報を色々なルートからお伝
えしたいと考えている。
財部正治副会長
同窓会としてもクラス会の情報
を集約して会務に反映すべきと考
える。伝達機能として情報のネッ
トワークを確立していきたいと考
えるが，各クラス会ではどのよう
にしているかを教えていただきた
い。
会場）ML活用，クラス情報 LINE
森岡俊介先生
（昭和４７年卒・七十七期会）
学年代表者会で検討した内容の
報告をいただきたい。名簿の管理
など含めクラス会開催における案
内の発送はどうなったか。
表彰については，学年を超えた
知人の表彰について等お知らせい
ただければと思う。
髙橋潤一常任理事

検討した結果，現段階において
は，代診医制度について，本部で
代診のシステムを創ることは難し
い。クラス会開催の案内ハガキに
ついては，宛名シールの提供は可
能かと思うが，発送や出欠は，
様々な事情で難しいとは思うが，
前向きに検討したい。
髙橋義一専務理事
現在までの経験を踏まえ，地域
や支部に役立つ資料の作成を行
なっている。評議員会の議事録を
HPに掲載する事も検討してお
り，その他，本部で議論したこと
についてのフィードバックについ
ては，検討してご報告したい。

寺田仁志先生
（昭和６３年卒・新葉会）

平成卒の６４％が支部未加入であ
るが，支部長からアプローチして
いただかないとクラス会では対応
できない。例えば，女性の会員は
同窓会や歯科医師会には参加しな
いが，クラス会には参
加する。今後は，この
ような女性の参加を検
討してはいかがか。
最後に，矢﨑会長よ
り「クラス会は，同窓
会の組織の中で横の繋
がりとして大切な会で
すので，様々な議論を
経て同窓会の運営に役
立てて行きたいと思い

ます。今後も，縦横の繋がりなど
様々な繋がりをひとつに纏めて大
学，同窓会の発展につなげていき
たいのでよろしくお願いした
い。」という挨拶と，玉井達人副
会長から「クラス会，同窓会はと
ても有り難いものだと思いますの
で，今後ともよろしくお願いいた
します。」という閉会の挨拶によ

り終了しました。
この後，新館１３階へ会場を移し

懇親会を行ないました。東京歯科
大学と同窓会，そして，同窓の縦
と横の絆を結ぶ「同窓会設立１２０
周年記念式典・講演会・祝賀会」
が盛会であることを祈念しつつ，
お開きとなりました。１１月２９日
は，是非とも多くの学年代表者の
先生方にご参加いただきまして，
同窓会の明るい未来を語り合う場
となることを心から期待するもの
です。
（広報委員会 佐々木葉子 記）

玉井副会長

若い先生方高橋常任理事

寺田先生
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第３回理事会

平成２７年６月１３日（土）午後２時３０分
於 特別会議室
出席 ３３名
議長 矢﨑会長

会長挨拶
四国地域支部連合会選出理事として長年にわたり
同窓会のためにご活躍されてきた久保田先生が急逝
された。心からご冥福をお祈りする。新たに高知県
支部の沖先生が理事に就任された。ご活躍を期待す
る。
日本歯科医師会の新たな執行部には，同窓会の

小林常任理事，東京都歯科医師会の小枝理事，富山
県歯科医師会の山崎会長が理事として選出の予定と
なっている。また日本歯科医師連盟に対しても，今
後も同窓会として協力していくことになる。
同窓会報６月号に１２０周年記念の特別企画がある

ので是非目を通して頂き，１２０周年式典・祝賀会，
また東京歯科大学学会３００回記念大会へ参加を促し
ていただきたい。
現在大学では西棟建設が進んでいるが，建設費の
高騰などの厳しい財政状況をふまえて，寄付など大
学への支援を各支部にさらに働きかけてほしい。
島村・白須賀国会議員が国会で活躍しており，同
窓会各地域でも総会などに招いて，積極的に話を聞
いて頂きたい。また，両国会議員主催の講演会，
パーティへの参加もお願いする。
最後に私事であるが，日本歯科医師会の役職を平
成１６年から歴任してきたが，この度任期を終える事
になった。今までの皆様のご支援，ご協力に心から
感謝し，お礼申し上げる。

黙 祷
埼玉県支部・田辺久人氏はじめ６名のご逝去を悼
み，謹んで哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告ならびに承認
１）平成２７年５月２１日から平成２７年１２月２４日までの
日程を報告。
２）各部報告
⑴ 総務厚生部：①地域支部連合会会長１名交代
報告。②支部長１名交代報告。③支部長退任時
の感謝状ならびに記念品の贈呈について１件報
告。④逝去会員について規程により弔慰共済金
を支給した旨の報告。⑤総務・厚生委員会報
告。⑥ゴルフ大会委員会報告。⑦母校「水道橋
校舎施設設備整備資金寄付金」申込み状況報
告。⑧情報ネットワーク推進会議報告。⑨会務
運営協議会報告。⑩東日本大震災対策部会報
告。⑪同窓会創立１２０周年記念事業実行委員会
報告。⑫新進会員のつどい実行委員会報告。
⑵ 会計部：①地域支部連合会学術講演会助成金
の支出について１件報告。②支部・地域支部連
合会学術講演会講師派遣交通費の支出について
６件報告。③平成２７年度５月末現在現況報告。
④事務職員夏季期末手当について報告。
⑶ 渉外部：①渉外部委員会報告。
⑷ 広報部：①広報部委員会報告。②同窓会HP
アクセスレポート報告。
⑸ 事業推進部：①社会保障制度研究委員会報
告。②若手ネットワーク委員会報告。③卒後研
修委員会報告。④医療教養委員会報告。⑤臨床
セミナー委員会報告。⑥アカデミア生涯研修企
画会議報告。⑦アカデミア情報オンデマンド配
信検討会報告。⑧TDC卒後研修セミナー２０１５
報告。⑨二校会主催若手研修セミナー報告。⑩
全国歯科大学同窓会・校友会学術担当者連絡会
報告。

各地域選出理事報告
関東・高原理事，東海・山田理事，九州・田部理
事より報告。

協 議 事 項
⑴ 平成２７年度東京歯科大学同窓会決算書について
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協議，承認。
⑵ 平成２８年度事業計画案および予算案を担当理事
が取りまとめて会計担当に提出する提案を承認。
⑶ 「学術講演会講師交通費の支出要請についての
覚書」の改正について平成２７年度より施行とした
ものを平成２８年度に先送りする提案があり，協議
の結果，不利益を被る支部が出ないよう配慮する
ことも含め，承認。
⑷ 大学と共同開催の学年代表者会について同窓会
提案の協議題を説明。承認。

⑸ 継続審議中である支部加入策提案について平成
２７年度評議員会においていくつかの案を提案，協
議いただき，広く意見を求めるものとする。
⑹ 評議員会における宿泊費の支給について提案，
承認。
⑺ 役員交代について２名の常任理事交代を承認。
⑻ 選挙人と選挙準備について再確認。

文学座公演「野口英世物語」についてのお知らせ
東京歯科大学同窓会
会長 矢﨑秀昭

日頃から同窓会の活動に多大なるご支援を賜わり厚く御礼申し上げます。すでにご存じのように，
本年は血脇守之助先生が明治２８年に同窓会の前身となる「院友会」を創設して１２０周年を迎えること
となります。
同窓会創立１２０周年の記念会と，ほぼ同時期に，野口英世の人間像を描いた，文学座の公演が開催
されます。第一幕では高山歯科医学院や，三崎町の血脇守之助邸の場面など，血脇守之助の偉大な人
物像と共に，世界に羽ばたけた野口英世との，人間的結びつきについても演じられると思います。
文学座から東京歯科大学同窓及び大学関係者，学生の方に是非ご来駕いただきたく，下記のような
連絡がありました。
同窓会創立１２０周年を盛り上げるためにも，この文学座公演の盛会を同窓として支援していただき

たく，お願い申し上げます。
また，詳細については東京歯科大学同窓会のホームページにも掲載されています。

☆ 公演期間：平成２７年１１月６日（金）～１５日（日）

☆ 場 所：紀伊國屋サザンシアター

☆ 料 金：（全席指定・税込）
・一般：６，０００円→５，４００円（東京歯科大学割引）

（チケット申し込み時に東京歯科大学関係と言ってください）
６日（金）・９日（月）は４，０００円

・ユースチケット（２５歳以下）：３，８００円→３，５００円
・中・高校生：２，５００円

☆ 前売予約：■文学座チケット専用 ０１２０－４８１０３４（１０：００－１７：３０／日・祝除く）
■文 学 座 HP http : //www.bungakuza.com/（Gettii より）
■キノチケットカウンター 新宿駅東口 紀伊國屋書店新宿本店５F（店頭販売のみ１０：００－１８：３０）
ほか

☆ 地方公演：２０１５年１１月２１日～２３日（可児市文化創造センター）
１１月２６日～２７日（兵庫県立尼崎青少年創造劇場 ピッコロシアター）
１１月２９日（長岡リリックホール）

☆【お問合せ】
文学座 ０３－３３５１－７２６５（担当：白田聡，松田みず穂）
http : //www.bungakuza.com email=shirata@bungakuza.com, matsuda@bungakuza.com
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第１７９回日歯定時代議員会１日
目の６月１８日（木）の午後６時１５
分より飯田橋のホテルメトロポリ
タンエドモント３階「波光」にお
いて東歯関係日歯役員・代議員と
同窓会役員との懇談会が開催され
ました。
出席者は，東歯関係の日歯役員
４名，次期日歯役員２名，日歯代
議員１８名，都道府県歯会長４名，
同窓会役員２０名，渉外委員２名，
そしてご来賓として母校の井出
吉信学長と，白須賀貴樹衆議院議
員と島村 大参議院議員がご列席
くださいました。
佐々木眞澄常任理事の司会進行
で，玉井達人副会長が開会の辞を
述べ，まず矢﨑秀昭会長より，「無
事，次期日歯執行部が発足するこ
とになり代議員の先生方の協力に
感謝する。本年の同窓会創立１２０
周年の一連の行事，母校の西棟建
設，同窓の２名の国会議員に是非
応援・協力してほしい。」との挨

拶がありました。
この後，ご来賓よりご挨拶を頂
戴いたしました。まず島村 大参
議院議員より「今後の医療制度の
方向性について」，つづいて白須賀
貴樹衆議院議員より「安全保障と
社会保障について」それぞれご挨
拶がありました。
つづいて出席者紹介を行い，日
歯常務理事の任期が満了する冨山
雅史先生と中島信也先生，そして
次期日歯常務理事の小林慶太先生
と小枝義典先生には，それぞれご
挨拶を頂戴しました。
この後懇談会は，東京都歯科医
師会会長の高橋哲夫日歯代議員の
座長のもとに進行され，第１７９回
日歯代議員会報告を鹿児島県歯科
医師会会長の森原久樹日歯代議員
が，日歯連盟報告を日歯連盟副会
長で秋田県歯科医師会会長の藤原
元幸日歯代議員が，つづいて同窓
会の会務報告を髙橋義一専務理事
が行いました。途中で，日歯の

大久保満男会長，村上恵一専務理
事，村岡宣明常務理事，そして日
歯連盟会長で次期日歯会長の高木
幹正先生，日歯連盟副会長で次期
会長の高橋英登先生がお見えにな
りご挨拶を頂戴しました。
この後，各代議員の先生方が各
都道府県の執行部の状況等の報告
をされました。
そして最後に財部正治副会長が
閉会の辞を述べました。
会場を「光彩」に移した懇親会
では，宮地建夫副会長が開会と挨
拶を述べ，つづいて佐藤 徹日歯
常務理事の紹介と挨拶があり，
大山萬夫顧問が乾杯の発声し終始
和やかな雰囲気の中進行しまし
た。途中，所要のため遅参された
母校の井出吉信学長より母校の現
況を含めた挨拶を頂戴しました。
最後に鳴神保雄顧問の総括と閉会
の挨拶で終了しました。

東歯関係日歯役員・代議員と
同窓会役員との懇談会

渉 外
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現在，同窓会事業は，同窓会
報・同窓会ホームページを通じ，
会員への事業案内，報告，情報提
供と行って参りました。しかしな
がら，学術セミナーを例にとりま
すと，東京といった地域に限ら
れ，一部の会員のみを対象とした
開催で，広く全国の同窓に向けた
情報発信には成り得ていなかった
かと思います。そこで，インター
ネットウェブサービスを経由し，
事業案内，学術情報をDoctorbook
（株）のサイトを利用し，動画によ
る情報配信をすることになりまし
た。こ のDoctorbook は，「医 療
×IT領域」における医療従事者
による情報メディアとして，医療
情報を収集し可視化し，新たな知
を連続的に創出し，情報の価値
化・共有化を掲げております。こ
れにより，セミナー等の講演内容
を録画し，講演資料を組み合わせ
た編集動画を会員に向けて配信
し，オンラインで閲覧・学習が出
来る環境を提供できるようにして
行きます。また，若手歯科医師に
オンラインラーニングの選択肢が
増えることにもなるかと思いま
す。
Doctorbook academy のサイト
に，東京歯科大学同窓会の枠を作

成いたしまし
た。ここから，
これから配信さ
れるコンテンツ
をご覧いただけ
るようになりま
す。まずは，「同
窓会１２０周年記
念」に 向 け て
矢﨑会長のご挨
拶をご覧の上，
今後配信予定さ
れる同窓会事業
PR，セミナー案内，トピックス，
セミナー講演ダイジェストにご期
待 下 さ い。（な お，Doctorbook
academy のサイトには，大学の
他にスタディグループ，メー
カー・プロダクトなど，様々な情
報がご覧いただけます）

（登録方法） 登録は無料です。
１．同窓会ホームページ上，
Doctorbook バナーをクリック
２．Doctorbook academy に移
動し，新規登録をクリック
（Doctorbook の会員規約に
同意した上で，個人責任にて
登録を行って下さい）
３．登録内容画面
（氏名，メールアドレス，性

別，パスワード，生年月日，
歯科医師，医療機関名）
４．メールアドレスに，Doctor-
book より登録の確認メール
が届きます（仮登録）
５．そのメール上で本登録を完
了させて下さい。（本登録，
確認のクリック）
６．各自のメールアドレス，パ
スワードを入力し，ログイン

＊利用規約に，「会員が登録し
た内容がDoctorbook acad-
emy の参加企業へ情報開示
されます」
企業 PR等の広告が届く場合
があります。ご承知おき下さ
い。

事 業 推 進 部

オンデマンド配信始まる！
～会員に向けた動画による情報配信～

Doctorbook academy にご登録下さい
https : //academy.doctorbook.jp/

アカデミア情報オンデマンド配信検討会
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５月２１日（木）東京歯科大学水道
橋校舎南棟６階において，口腔保
健オープン・フォーラムが開催さ
れました。
「口腔保健オープン・フォーラ
ム」は，口腔保健活動に関する活
動報告やディスカッションを通
じ，地域保健活動における情報の
共有化を目的として企画されたも
のです。
今回は，東京歯科大学歯科社会
保障学教授の上條英之先生より
「成人歯科保健の現状と課題」港
区歯科医師会地域保健担当理事の
西辻直之先生より「港区における
成人歯科保健活動」そして，医療
教養委員会委員長の高柳篤史先生
より「実績評価と報告」と題した
お話を伺いました。

上條英之先生から，７５歳以上高
齢者の急激な増加に伴う持続可能
な医療保険制度を構築するための
国民健康保険法の一部改正案や，
国が考えている健康の増進に関す
る基本的な方向として①健康寿命
の延伸と格差の縮小②生活習慣病
の発症予防と重症化予防の徹底③
社会生活を営むために必要な機能

の維持向上④健康を支え，守るた
めの社会環境の整備⑤栄養・食生
活，身体活動・運動，休養，飲酒，
禁煙，歯・口腔に関する生活習慣
の改善及び社会環境の改善につい
て示され，今年度の厚労省予算に
おいて１）８０２０運動・口腔保健推
進事業 ２）保険者における歯科
口腔保健の推進事業 ３）後期高
齢者医療の被保険者に係る歯科健
診事業が進められていると言う説
明がありました。
総括として，①高齢化に伴い口
腔が気になる者の割合がふえてい
ること②市町村での歯周病検診受
診者は増加傾向③国レベルでの歯
科保健サービスや制度，事業が明
記されたこと，などから追い風傾
向にあるとのこと。そして，④今
後はそれに伴う事後評価が重要で
ある。とのお話をいただきまし
た。

西辻先生からは，このような国
政，行政の動きを踏まえ，地域に
おいてどのような活動がなされて
いるかをお話いただきました。
港区は，平成２４年度統計におい
て，６１．２％と全国で初めて８０２０達

成者が５０％を超えた地域です。
港区では，効果的な健診実施に
向け，「成人歯科健診のあり方検
討会」を設置，成人歯科健診がな
ぜ住民から敬遠されるか…を検討
し，ライフステージに応じた新た
な健診を構築したそうです。現在
の「お口の健診」は，疾病の早期
発見を主目的とするものではな
く，口腔機能全般に渡るスクリー
ニングを行うことで，口腔内の問
題を受診者自身が発見する機会を
提供し，受診者が「痛くない」「ま
た来たくなる」「楽しい」と感じ
られるように受診者とのコミュニ
ケーションを優先し，歯科保健教
育・モチベーションに時間をかけ
ることが特徴となっているとのこ
とでした。（詳細は，口腔衛生学
会誌５２：４７２－４７３，２００２）
近頃は，８０２０達成者が増えてい
るとはいえ，６１．２％の達成率は素
晴らしいことだと思います。いか
に，港区の先生方が，行政や地域
と密に連携をとり良い関係を築い
ているか，そして，地域住民の健
康増進に向けた創意工夫の賜物

TDCアカデミア ２０１５ 医療教養セミナー
口腔保健オープン・フォーラム

「地域での成人歯科保健の展開」
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と，関心させられました。
そして，最後に，高柳委員長よ
り，これらの現状をふまえた上
で，上條先生がお話されていたよ
うに，今後の歯科保健に欠かせな
い事後評価や①現状の把握②将来
戦略の資料③実績のビジュアル化
④行政や住民とコミュニケーショ
ンツール⑤学術的資料としての報
告の意義についてのエッセンスを

聞くことが出来ました。

このように講演内容を記載して
も，これを読んで興味を持つ先生
はどれだけいるでしょう？私達歯
科医師は，歯科の専門家集団なの
で，例えば根管の～とか粘膜の～
とかの記述については興味深く理
解が出来ても，国政や行政の先生
方の文言は理解出来ず，口腔衛生
には興味無し，というか日常の臨
床には必要がないとお考えの先生
が多いのではないでしょうか？
歯科大学を卒業後，大学で研鑽
をつむ先生，開業する先生，専門
医になる先生等様々な道を選択し
ている事と思いますが，歯科医療

もしくはそれに準じた職に従事す
る「医療人」である以上，「口腔
保健」は切り離せないものだと最
近になってつくづく感じます。
これからの医療はめまぐるしく
変わっていくでしょう。同窓会創
立１２０周年を機に，口腔保健の重
要性を生涯にわたり唱えてきた
血脇先生の「医はこれ済生，ひと
へに仁なり」「歯科医師である前
に人間たれ」という精神を見直し
て，歯科界の将来を見据えた口腔
保健に興味を持って望みたいと考
える講演会でした。
（取材・広報部 佐々木葉子）

２０１５年５月１７日（日）に東京歯
科大学水道橋校舎本館１３Fで卒後
研修ベーシックセミナー「欠損歯
列の見方」が開催されました。
山本雅通委員の進行で，田口
達夫副委員長による企画趣旨説明
の後，１２枚のパントモを３０秒間ず
つ見て判定する直観的難易度評価
プレテストを行いました。
宮地建夫講師による講演１．「欠
損歯列，補綴どちらから見ている
か？」では欠損歯列という概念が
日本では１９７０年代より認識された
こと，病態としての欠損歯列と手
段である欠損補綴は別々の評価が
必要であり，欠損歯列の程度の悪
さが必ずしも欠損補綴を難しくは

しないとのことでした。さらに時
間的な要素が加味されると簡単な
欠損補綴が必ずしも経過が良いと
いえないことから，リスクを推測
しリスクへ備えることが重要であ
るといった内容でした。
グループディスカッションに使
用する欠損症例２症例の提示後，
１１班に分かれてのグループディス
カッションが始まりました。
午後の部は，選ばれた３グルー
プからの発表があり，さらに先ほ
どチューターを務めていた臨床経
験の豊かな先生方による模擬ディ
スカッションが行われました。
加藤賢祐委員長がチューターとな
り，相原一之委員，鈴木雄太委

員，石川一磨委員，高橋潤一委
員，木暮隆司臨床セミナー委員
長，浅田智宏委員が参加しての内

TDCアカデミア ２０１５ 卒後研修 ベーシックセミナー

欠損歯列の見方
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容の濃いディスカッションが行わ
れ，最後に宮地先生からのコメン
トもありました。
それからの宮地先生による講演
２「どのように欠損歯列をみる
か？」では欠損歯列の３要素とな
る咬合支持，受圧条件，加圧因子
に歯数と欠損パターンを加えた５
大要素を分析するということで，
すなわちEichner の分類，宮地の
咬合三角，パーセンタイル比，
Cummmer の分類にあてはめて
考察すると，経過が予測できると
の内容でした。
直観的難易度評価ポストテスト
の後，藤関雅嗣委員による「長期
経過症例からみえること 一歯欠
損から一歯残存まで」という演題
で①欠損歯列の終末像（エンドポ
イント）と診る要素，②症例から
考える欠損補綴 について講演し
ていただきました。内容はご自身

の症例で，その症例の分析と評
価，それに基づいた処置，そして
経過についてわかりやすく説明し
ていただきました。
再び宮地先生により「欠損歯列
のまとめ」をしていただきまし
た。５大要素とリスク評価をした
症例の経過をどう捉えるかには臨

床記録が唯一の解決手段で，それ
は口腔内写真を撮り続けること
で，医者患者関係を崩さないこと
が重要であるとのことでした。
最後に毎月開催されている３勉
強会の紹介があり，このセミナー
は終了となりました。
（取材・広報部 皆川雅彦）

事業推進部
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梅雨前の５月の終わり，真夏の
様な暑い日に開催された。
当日は，休日にもかかわらず４８
名と多くの方々が受講された。

水道橋病院インプラント科より
主任衛生士の中濱典子講師，主任
教授の矢島安朝講師，麻酔科より
福田謙一講師に歯科衛生士に必要
な口腔インプラント治療に関連す
る知識，技能を講演いただいた。

まず矢島講師より，
「インプラント治療において歯
科衛生士が主導すべき３つの場面
と３つの要件」の解説の中で，３
つの場面（説明，手術，メンテナ
ンス）それぞれの場面で，
１．信頼構築のため高いコミュニ
ケーション能力
２．インプラント治療に関する正
確な知識
３．チーム医療の一翼を担ってい
るという意識と優れた技術力

がそれぞれ必要とのお話であった。
またコミュニケーションには言
語の部分より非言語（立ち振る舞
い，表情）の部分の比重が大きく
大切である。
患者さんはほとんどのことを歯
科医師に聞けない。そのため患者
さんと信頼関係を築き疑問を解消
する。
また「コミュニケーション能力
の稚拙さが医療訴訟，医療過誤に
つながる」との論文を引用され重
要性を解説された。

中医協資料引用

福田講師より高齢化に伴い従来
の歯科治療（修復が主体）から高
齢者型の医療（リスクの増大，口
腔機能の回復）へシフトしてい
る。全身管理の重要性などを学ん
だ。

中濱講師より水道橋病院インプ
ラント科で実際行っているオペ前

からオペ後までの器具の消毒準
備，具体的な手順機器をわかりや
すく解説された。

講演後ディスポの手術着を二人
ペアになり，手術着を着る側と介
助者になり実習を行った。

講演，実習を通して，インプラ
ントのみならず一般歯科の開業医
としても参考にし自分の至らなさ
を痛感した１日だった。
（取材・広報部 島田 篤）

TDCアカデミア ２０１５ 臨床セミナー／スタッフセミナー

「歯科衛生士に必要な口腔インプラント治療の知識」
～インプラント治療を始めると言われて慌てないために～
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インプラントは益々身近なもの
となり，大学でも授業として取り
入れられるようになっています。
その様な現状で我々に求められる
インプラント治療もより高度なも
のとなっています。また，審美的
な要求は患者の求めるところとし
ても大きな部分を占めるように
なっているようです。そこで今回
７月５日，水道橋校舎本館１３階に
て二階堂雅彦先生をお招きして
ティッシュ・マネージメントの講
義をしていただき，実習を通して
のソケット・プリザベーションと
結合組織移植による歯肉増大術の
テクニックを伝授していただきま
した。

二階堂先生は東京歯科大学を卒
業後，タフツ大学歯学部歯周病学
大学院を修了され，アメリカ歯周
病専門医アメリカ歯周病学ポート
認定医を取得されています。現在
東京都中央区で開業されながら東
京歯科大学臨床教授，東京医科歯
科大学歯学部歯周病学分野非常勤
講師，日本臨床歯周病学会指導
医，インプラント指導医，EPIC
研修会主宰など，ご活躍の先生で
す。最初の講義は，抜歯窩のバイ
オロジーについての講演でした。
抜歯後の歯槽骨の変化をデーター
にもとづいて詳しく説明していた
だき，次にインプラント埋入時の
硬組織の変化について説明してい
ただきました。午前中後半は
「ティッシュ・マネージメントの
実際」と題しソケット・プリザ
ベーションと歯槽堤増大法の手術
法を講演していただきました。こ
の術式は抜歯により吸収した歯槽
堤の形態を補正し審美形態を改善

する方法で，低侵襲の治療法とし
て詳しく説明していただきまし
た。
午後からは模型とブタ顎骨を使
用した実習が行われた，最初は模
型を使用したポケットプリザベー
ションを行い，手術で使用する
（Bio-Gide）メンブレンをカット
しマリオネットスーシャーを行い，
グラフトにはBio-Oss を填入し，
メンブレンをマットレス縫合しま
した。
次は模型を使用した歯槽堤増大
法（リッジオーギュメンテーショ
ン）の実習を行い歯肉片の採取か
ら移植，固定まで３～４人の受講
生に対し一人の指導員をつけてい
ただき丁寧な指導が行われていま
した。最後にブタの顎骨を使用し
歯槽堤増大法を行いました。受講
生は本物の粘膜と材料を使用し，
丁寧な指導でさらに理解を深めて
いたようでした。
（取材・広報部 西村哲雄）

TDCアカデミア ２０１５ 臨床セミナー

ティッシュ・マネージメントのファーストステップ

卒研リポート

事業推進部

75



２．出願資格

推薦入学選考（一般公募制）
次の各条件を満たし，かつ高等学校長が責任をもって推薦する者。
１．平成２７年３月高等学校卒業者または平成２８年３月高等学校卒業見込の者。
２．人物・性格ともに優れ，健康である者。
３．入学を許可された場合，必ず本大学に入学することを確約できる者。

帰国子女・留学生特別選抜
次の各項のいずれかに該当する資格を有し，入学を許可された場合，日本語での授業を理解できる者。
１．外国において，学校教育における１２年の課程を修了した者または平成２８年３月３１日までに修了見込の者または
これらに準ずる者で文部科学大臣の指定した者。
２．スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局が授与する国際バカロレア資格を有する者で平成
２８年３月３１日までに１８歳に達する者。
３．ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているアビトゥア資格を有する者で平成２８年３
月３１日までに１８歳に達する者。
４．フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア資格を有する者で平成２８年３月３１日ま
でに１８歳に達する者。

編入学試験A・B，学士等特別選抜A・B共通
次のいずれかを満たす者とする。
①４年制大学卒業者または平成２８年３月卒業見込の者。
②医療技術系短期大学を卒業した者または平成２８年３月卒業見込の者。
※医療技術系短期大学とは，看護・歯科衛生・歯科技工・臨床検査・診療放射線・理学療法・作業療法・臨床工
学・言語聴覚等の分野を履修する短期大学

③４年制大学に２年以上在学し，所定の単位を取得した者。
※所定の単位は，総単位数６５単位以上とし，うち数学・物理学・化学・生物学に関する科目について合計１６単位
以上を必要単位数とする。

母 校 だ よ り

入試制度 募集人員 出願期間
（期間内必着） 試験日 合格発表日 試験会場

推薦入学選考 約４５名

平成２７年１１月２日
～

平成２７年１１月１０日
平成２７年
１１月１４日

平成２７年
１１月１７日 東京歯科大学水道橋校舎本館

帰国子女・
留学生特別選抜 若干名

編入学試験A 若干名
学士等特別選抜A 若干名

一般入試（Ⅰ期） 約５０名 平成２７年１２月１６日
～

平成２８年１月２７日
平成２８年
２月２日

平成２８年
２月４日

東京会場：
東京歯科大学水道橋校舎本館
大阪会場：
TKP新大阪ビジネスセンター
福岡会場：
TKP博多駅前シティセンター

大学入試センター利用
試験（Ⅰ期） １３名

一般入試（Ⅱ期） 約１５名

平成２８年２月１９日
～

平成２８年３月４日
平成２８年
３月１２日

平成２８年
３月１４日 東京歯科大学水道橋校舎本館

大学入試センター利用
試験（Ⅱ期） ５名

編入学試験B 若干名
学士等特別選抜B 若干名
※編入学試験Ａ・Ｂは，２年次に編入学

平成２８年度東京歯科大学入学案内（東京歯科大学入試要項より）
１．入試日程一覧 （全募集人員１２８名：編入学除く）
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３．試験内容

入試制度 選考内容・試験内容

推薦入学選考（一般公募制）
⑴ 小論文
⑵ 小テスト〔外国語（英語），数学，理科（物理・化学・生物から
１科目選択）〕（出題範囲は一般入試（Ⅰ期）に準ずる）

⑶ 面 接帰国子女・
留学生特別選抜

一般入試（Ⅰ期）

⑴ Ⅰ期 学力試験（出題範囲は※１参照）
① 外国語（英語）
② 数学
③ 理科（物理・化学・生物から１科目を選択）

Ⅱ期 学力試験（出題範囲は※１参照）
① 外国語（英語）
② 数学・物理・化学・生物のうち１科目を選択

⑵ 小論文
⑶ 面 接

一般入試（Ⅱ期）

大学入試センター利用試験（Ⅰ期）

⑴ 平成２８年度大学入試センター試験の受験科目
外国語 「英語（リスニングを除く）」
数 学 「数学Ⅰ・数学A」，「数学Ⅱ・数学B」の２科目
理 科 「物理基礎」，「化学基礎」，「生物基礎」から２科目

または「物理」，「化学」，「生物」から１科目
※理科について，２科目を受験した場合は，高得点の科目を合否判
定に使用する。（「物理基礎」，「化学基礎」，「生物基礎」について
は選択した２科目の点数を１科目の得点として扱う）

⑵ 小論文
⑶ 面 接

大学入試センター利用試験（Ⅱ期）

編入学試験A

⑴ 小論文
⑵ 小テスト（英語・数学・理科に関する基礎学力テスト）
※数学・理科については，数学，物理，化学，生物から１科目選択
（出題は推薦入試に準ずるが，基礎的な内容を出題する）

⑶ 面 接（グループ面接・個人面接）

編入学試験B

⑴ 小論文
⑵ 小テスト（英語・数学・理科（物理・化学・生物）の基礎知識問題）

（中学・高校での履修内容のごく基礎的な内容を出題する）
⑶ 面 接（グループ面接・個人面接）

学士等特別選抜A

⑴ 小論文
⑵ 小テスト（英語・数学・理科に関する基礎学力テスト）
※数学・理科については，数学，物理，化学，生物から１科目選択
（出題は推薦入試に準ずるが，基礎的な内容を出題する）

⑶ 面 接（個人面接）

学士等特別選抜B

⑴ 小論文
⑵ 小テスト（英語・数学・理科（物理・化学・生物）の基礎知識問題）

（中学・高校での履修内容のごく基礎的な内容を出題する）
⑶ 面 接（個人面接）

母校だより
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※１ 一般入試（Ⅰ期，Ⅱ期）学力試験出題範囲
外国語 英語：コミュニケーション英語Ⅰ，コミュニケーション英語Ⅱ，英語表現Ⅰ。ただし，実際に音声を

使ったリスニングテストは行わない。
数 学 数学：数学Ⅰ（「⑷データの分析」を除く），数学Ⅱ，数学A，数学B（「⑵数列」と「⑶ベクトル」

を範囲とする）
理 科 物理，化学，生物の３科目のうち１科目を試験場で選択する。

・物理：物理基礎，物理
・化学：化学基礎，化学
・生物：生物基礎，生物

４．学納金 （全入試制度共通）
入学金 ６００，０００円（入学時のみ）
授業料 ３，５００，０００円
歯学教育充実費 ４，３００，０００円（入学時のみ）
施設維持費 １，０００，０００円
父兄会費 ４０，０００円
学生会費 １７，０００円
合計 ９，４５７，０００円
―受験科目詳細・入学手続きその他詳細は［入試要項］をご覧下さい―
（入試要項は，下記webサイトから請求可能）
http ://www. tdc. ac . jp/col lege/applicants/index. html

入試ガイダンス開催される

去る８月１日（土）と２９日（土）の両日，平成２８年度の入学試験に向けた第２回および第３回東京
歯科大学入試ガイダンスが開催された。特に１日は，夏休み期間の真っ只中とあって来場者が３００名
を超え，本館１３階教室の収容人数を超過したため，２９日には新館血脇記念ホールにて開催される運び
となった。今後の入試ガイダンスは，１２月にも開催が予定されている。

母校だより
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現在，東京歯科大学バドミント
ン部は４年生以下の現役部員，男
子１１人女子１０人の計２１人で活動し
ており，平日は不定期に水道橋近
辺の体育館で，土日は稲毛の体育
館で練習を行っています。
本年８／３～８／７，我々が主
管を務めた第４７回全日本歯科学生
総合体育大会バドミントン部門が
墨田区総合体育館で開催されまし
た。６００人近い歯科学生が全国各
地から集い，猛暑の中，連日白熱
した試合を繰り広げました。我々
は大会準備および運営を行いなが
らの試合ということになり，団体
戦では入賞することができません
でしたが，個人戦では男子シング
ルスでベスト３２に２人，女子ダブ
ルスでベスト１６に１ペアという結
果を残しました。
デンタルの主管を務めることが
決まったのは２年前の夏の終わり
のことです。奥羽大学から部門主
管の依頼があった時にはとても驚
きました。自分たちの代が幹部に
なる年に運営を任されるというこ
とで，しっかりやれるのだろうか
と不安もありました。しかし部員
全員で団結をし，この２年間，
着々と準備を進めてきました。体
育館の確保，各大学への連絡，試
合の組み合わせからパンフレット
の作成など，大会前にやらなけれ
ばいけないことは山積しており，
大会運営の大変さを思い知らされ
ました。また大会中の運営につい

ては，部員全員で打ち合わせとシ
ミュレーションを繰り返し，本番
に備えました。特に本部の動きや
コールの仕方に関しては何度も試
行錯誤しました。貴重な練習時間
を運営のシミュレーションに当て
た日もあったほどです。
そうして迎えたデンタル当日。
デンタル期間中はもう無我夢中で
した。早朝の会場準備から始まり
深夜のミーティングに終わるとい
う，体力的にも精神的にもきつい
状況の中で部員全員団結して５日
間頑張り抜きました。他大学の協
力もあり大会運営は非常にスムー
ズに進み，最終日まで無事やりき
ることが出来ました。
デンタルという大きな大会の運
営を経験して，改めていろいろな
方々と協力することの重要さを実
感しました。
大会会場となった墨田区総合体
育館の方，運営に関して様々なア
ドバイスをしてくださったウェン
ブレーの方，試合進行に協力して
くれた他大学の方々，そして顧問
の平田先生，部長の杉山先生をは
じめ，お忙しい中時間を作って練

習や応援，運営の手伝いに来てい
ただいたOB,OG の先生方，先輩
方，さらには部員の友達や家族。
こんなにも多くの人たちに支えら
れて私たちは大会運営をやり遂げ
ることが出来ました。本当にあり
がとうございました。部員一人ひ
とりが協力し合ってデンタルを乗
り越えたことで，全員がより一層
成長したように思います。この経
験は，大学生活だけでなく歯科医
師になり社会に出てからも生きて
くるのだと感じています。
この貴重な巡り合わせに感謝を
しつつ，試合でもより良い結果を
残せるようこれからも練習に励ん
で参ります。今後とも応援のほ
ど，よろしくお願いいたします。

準会員のページ

バドミントン部 デンタル部門主管を終えて
４年 主将 原 将人
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陸上競技部は東京歯科大学で長
い歴史を持つクラブだと先生方，
先輩方から伺っております。
OB・OGの先生方も，東京歯
科大学の歴史に名を残されている
ような先生ばかりで，若輩者の私
からすると恐縮するばかりです。
陸上競技部は現在１年生から６
年生まで総勢２１名の部員を抱え，
近年では大所帯の部活動となって
参りました。
練習は主に都内の陸上競技場で
週三回行っております。
８月に中国の北京で行われた世
界陸上をご覧になられた方も多い
かと思いますが，陸上競技は何か
とストイックで地味でキツイ，と
いうイメージが先行しているので
はないでしょうか。ですが陸上競
技部は代々アットホームな雰囲気
で「やるときはやる，遊ぶときは
遊ぶ」の精神を先輩方から受け継

いでおり，そういったこともあっ
てか，部員一人一人が陸上競技へ
の熱い気持ちと部活への愛着を
持って日々の練習に真摯に取り組
んでおります。
また先輩後輩の仲が非常に良い
のも特徴で，その現れとして，本
年度の東京の大井陸上競技場で行
われましたオールデンタル陸上競
技部門では７名のOBの先生方が
競技に参加され，それぞれ個人種
目だけではなく一部の先生方は
４×１００mリレーと４×４００mリ
レーにも出場され現役部員たちと

熱い戦いを繰り広げました。
そのオールデンタルで現役部員
は，男子４×４００mリレー，女子
４×１００mリレーでそれぞれ銅メ
ダル，金メダルを獲得し，また
各々個人種目でも善戦し，２０校中
６位でした。しかし，陸上競技部
門は年々参加校が増加し，競技の
レベル的にもここ数年でかなり上
がってきている中，なかなか３位
以内に入ることが出来ず悔しい思
いをしております。
来年こそは！という気持ちで部
員一同既に準備を始めております
ので，今後の陸上競技部にご期待
ください。
こうして私達部員が部活動を通
して得られる経験や，時間，交友
関係は，講義室や実習室に座って
いてもなかなか得られるものでは
ありません。
学生時代の貴重な時間をこのよ
うに過ごさせて頂けるのもひとえ
に本学の同窓の先生方，また本部
OB·OG の先生方のおかげと思っ
ております。
今後とも陸上競技部への暖かい
ご声援ご支援を賜りますよう，ま
たご指導ご鞭撻のほど何卒宜しく
お願い申し上げます。

陸上競技部近況報告
４年 主将 二階堂純彦

準会員のページ
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平成２７年度父兄会定時総会にお
いて第６９代父兄会会長をお引き受
けすることになりました。荻原前
会長をはじめ歴代会長，役員の皆
様が築き上げてこられたご功績を
思うと，その責任の重さを痛感
し，身の引き締まる思いです。精

一杯，任期を全うしたいと思って
おりますが，なにぶん浅学非才の
身でございます。同窓会の皆様の
ご指導，ご鞭撻のほど，何卒よろ
しくお願い致します。
東京歯科大学が水道橋の地に移
転して２年が経ち，本年は西棟の
建設工事が進んでおります。西棟
には手術室の新設，病棟，麻酔
科，放射線科，障害者歯科，小児
歯科，矯正歯科の拡張が含まれて
おり，原点回帰した水道橋キャン
パスの設備が更に充実したものに
なっていくと思われます。このこ
とは学生，父兄はもとより今まで
長年に渡り本学のためにご尽力い
ただいた同窓の先生方にとっても
大きな喜びと誇りなのではないか
と推察いたします。
さて第１０８回歯科医師国家試験

では，我が東京歯科大学は国公私
立すべての歯科大学の中で，４年
連続合格率総合第一位という好成
績を収めました。これは井出学長
先生をはじめとする教職員の方々
のきめ細やかなご指導によるもの
であると，心より感謝しておりま
す。卒業後は若き同窓の歯科医師
となり，将来の歯科医学界を担う
リーダーとして社会貢献できるも
のと期待しております。そのため
には是非とも矢﨑会長をはじめ同
窓会の皆様方のお力添え，ご指導
をお願い致します。
最後に，同窓会の皆様方のご健
勝と，本年創立１２０周年を迎えた
同窓会の益々のご発展を切に祈念
いたしまして父兄会会長就任の挨
拶とさせていただきます。

この度，任期満了に伴い平成２７
年３月３１日をもちまして，平成２６
年度父兄会会長職を退任いたしま
した。
在任中は矢﨑秀昭会長をはじ
め，同窓会の皆様のご指導，ご協
力により父兄会事業を行うことが
できましたことに感謝し，厚くお

礼申し上げます。
平成２６年度は千葉キャンパスか

らの移転が完了し，第１学年から
第６学年までの全ての学生が水道
橋キャンパスで学ぶこととなりま
した。特に１２０期生第６学年は水
道橋移転後初めての国家試験準備
でしたが，大学の迅速なご対応に
より，６年生のために自主学習室
を用意していただきました。この
素早い対応に学生諸君も良く応
え，第１０８回歯科医師国家試験の
結果は，４年連続合格率総合第一
位の好成績を収めることができま
した。このことは，本学の教育方
針，教育方法，学生諸君の国家試
験に向けての取り組みが正しかっ
たことの証であります。父兄とし
て，また同窓の一人として，これ
ほど嬉しいことはございません。
１２０期生は東京歯科大学を卒業

した事を誇りとし，自己研鑽に励
み，歯科界にそして社会に貢献で
きる人材となりますよう願ってお
ります。同窓会の皆様におかれま
しては，準会員から新進会員と
なった１２０期生に対し，「生涯研
修」の機会をご提供いただくとと
もに，変わらぬご支援ご指導のほ
ど，どうぞよろしくお願いいたし
ます。
平成２７度新会長に就任されまし

た福田紳一会長は，人望も厚く，
東京歯科大学の教育方針の良き理
解者であります。福田会長を中心
とした父兄会新執行部に対しまし
て，これまで以上のご支援をお願
い申し上げますとともに，本年創
立１２０周年を迎えました同窓会の
益々の発展と会員の皆様のご健勝
をお祈り申し上げまして，会長退
任の挨拶とさせていただきます。

父兄会だ よ り

父兄会会長就任の挨拶

新会長 福 田 紳 一

父兄会会長退任の挨拶

前会長 荻 原 俊 美
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東北地域支部連合会

福島県支部総会・連合会総会
平成２７年６月２７日（土）ザ・セレ
クトン福島にて福島県支部総会と
東北地域支部連合会総会が開催さ
れた。まず始めに福島県支部総会
が行われた。松本寛志先生を議長
に選出し，平成２６年度事業および
会計報告，平成２７年度事業計画お
よび予算案が協議，承認された。
その後，東北地域支部の各県代表
による役員協議会が行われ，引き
続き総会が行われた。高木純仁専
務理事司会進行の元，来賓の矢﨑
秀昭同窓会会長，臼井文規同窓会
常任理事より同窓会創立１２０周年
記念のお話を，井出吉信学長より
国試合格率４年連続１位と大学教
育の現状についてのお話を，椎木

一雄同窓会地域理事より歓迎のご
挨拶をいただいた。宍戸計一地域
支部連合会長を議長に鈴木雅夫岩
手県支部長を副議長に選出の後
に，逝去会員への黙祷，平成２６年
度事業報告および会計報告，平成
２７年度事業計画および予算案につ
いて協議，承認された。その後の
学術講演会では，大学より保存学
講座主任教授 古澤成博先生を講
師にお招きし「難治性根尖性歯周
炎とマイクロエンド」と題した講
演が行われた。難治性根尖性歯周
炎の多くが擬似的なもので，マイ
クロスコープの使用と手技を基本
に忠実に行うことで多くのケース
で治癒に導けることをお話しいた
だいた。

講演会の終了後，懇親会にう
つった。来賓に金子 振福島県歯
科医師会会長をお招きし，血脇先
生に所縁の深い野口英世博士のエ
ピソードを交えたご挨拶をいただ
いた。宴では，アトラクションに
福島市内で活動する大道芸集団が
招かれ，テーブルごとのマジック
披露では会場のいたるところで驚
きの歓声が上がっていた。その後
は，次期開催県である鈴木雅夫岩
手県支部長よりご挨拶があり，校
歌斉唱，エールとなり中締めと
なった。翌日のゴルフ大会はあい
にくの雨天であったが秋元英典先
生が優勝された。（勢島 尚 記）
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神奈川県支部連合同窓会

８月２日（日）に，本年度の会員
家族レクリエーションが行われ
た。今回は，「世界遺産を見に行
こう！」というテーマで，群馬県
の富岡製糸場を見学するバスツ
アーを企画した。
例年同様の猛暑の中，３０名の参
加者を乗せたバスは横浜を７時半
に出発した。やや遠いので，早い
集合時間となったが，遅刻者もな
く上々の出足である。なんといっ
ても，今回はトイレ付きサロンバ
スを格安で確保できたため，朝早
くからの宴会がすぐさま開始され
た。そして，道中混むこともなく
１０時過ぎには良い気分で富岡製糸
場に到着した。
昨年，世界遺産に登録された富
岡製糸場は，日本の近代化の幕開
けに重要な役割を果たしたことが
知られている。当時の日本は明治
維新を迎えたばかりで，殖産興業
政策を掲げた政府が急務としたの
は，輸出品の要であった生糸の品

質改良と大量生産を可能とする器
械製糸工場の導入と推進であっ
た。日本の工業化は製糸から始
まったのである。ここで作られた
生糸は横浜港から輸出されていた
こと，優れものの自動繰糸機は日
産製であることなど，我々の暮ら
す神奈川県とは実に繋がりが深い
ということも判り，１時間弱のガ
イドツアーがあっという間に感じ
られた。
製糸場の見学を終えて，すぐ近
くの「かわら屋」へ徒歩で移動し
昼食となった。昨年久しぶりに真
夏のバーベキューを敢行したとこ
ろ，あまりの暑さで一同辛い思い
をしたため，「苦行はいらぬ。今
年は屋内で！」と厳命を受けてい
たので，幹事は体をいたわるセッ
ティングを行った。ここでは群馬
名物，こんにゃく，しいたけ，ね
ぎの頭文字をとった「こしね汁」
や「刺身こんにゃく」，「黄金鮎」
などをいただいた。想像したより

も旨い！とお褒めの言葉を頂戴し
ながら，暑い中見学したのでお酒
も進み，なにより快適なエアコン
のおかげで楽しい食事となった。
昼食後はバスで１５分ぐらいのと
ころにある「こんにゃくパーク」
を訪れた。ここは，なんと日本最
大級のこんにゃく製品製造工場
で，�日本に古くから伝わる，こ
んにゃくの文化とおいしさを多く
の人に伝えたい”という想いから
生まれた人気施設である。その大
きさにまずはびっくりし，こん
にゃく製品の製造ライン見学や無
料バイキングを楽しんだ。食後で
あるのが残念なぐらいに豊富なこ
んにゃくを使った食品があり，「こ
れもこんにゃくか？」と不思議に
思いながら楽しい時間を過ごすこ
とができた。
様々な思い出を乗せて，バスは
まだ混む前の関越道をスイスイと
横浜へ戻り解散した。

（川越元久 記）

写真が同窓会ホームページ≪http : //www. tdc-alumni. jp≫に掲載されています。
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近畿地域支部連合会

近畿地域支部連合同窓会
ゴルフコンペ
５月１０日（日），兵庫県の三木ゴ
ルフ倶楽部にて近畿連合同窓会ゴ
ルフコンペが行われました。初夏
の絶好のゴルフシーズンで天候に
も恵まれ，爽やかに気持ちよくプ
レーができました。コースはフ
ラットですが距離があり，距離も
合わせ辛く難しいという印象を受
けました。優勝は滋賀の中村 忠
先生で，スコアは南コース４３，西
コース４４，ハンディ１２でネット７５
でした。また今回はドラコン，ニ
アピンコンテストに加え，ドラコ
ンには不利な女性にも楽しんでも
らおうと，ドラコンとは逆に
ティーショットの飛距離の短さを
競う，ドラタンのコースが設けら
れましたが賞品を獲得されたのは
男性でした。
なおこのコンペは毎回，前日か
ら一泊される先生も多く，前日の
夜には皆で集まって食事をとるこ
とが殆どです。今回は兵庫県の
西村先生に，神戸駅近くの予約も
取りづらいというもつ鍋の人気店

に連れて行っていただきました。
これまで食べたことのない，豪快
で豪華な大変おいしいもつ鍋でし
た。このようにこのコンペはゴル
フだけでなく，同窓の先生方との
楽しい時間を近畿の各地で過ごせ
るのも大きな魅力です。それは開
催県の先生方のご尽力のおかげだ
と毎回感じます。いつも本当にあ
りがとうございます。そして今回
参加していただいた先生方にも感
謝しています。ありがとうござい
ました。
次回も来年の同じ時期に開催を

予定しています。多くの先生方の
ご参加をお待ちしておりますの
で，参加をご希望の先生は，各支
部の支部長やゴルフ担当者にご連
絡をお願いいたします。また来
年，多くの先生方とお会いできる
のを楽しみにしております。
（大阪府支部広報・髙木祥広 記）

順位 氏 名 南 西 GROSS HDCP NET
１ 中村 忠 ４３ ４４ ８７ １２．０ ７５．０ （滋 賀）
２ 戸村 博臣 ４３ ４２ ８５ ９．６ ７５．４ （和歌山）
３ 冨山佳寿人 ４４ ４１ ８５ ９．６ ７５．４ （滋 賀）
４ 宗本 匡由 ４４ ４５ ８９ １３．２ ７５．８ （兵 庫）
５ 西村 亮介 ５１ ４７ ９８ ２１．６ ７６．４ （兵 庫）
６ 西村 啓二 ４３ ３９ ８２ ４．８ ７７．２ （兵 庫）
７ 丸山 康子 ５５ ５０ １０５ ２５．２ ７９．８ （京 都）
８ 栗山 雄治 ５１ ４６ ９７ １６．８ ８０．２ （和歌山）
９ 山本 勇一 ４６ ４５ ９１ ９．６ ８１．４ （大 阪）
１０ 﨑山 裕行 ４７ ５１ ９８ １５．６ ８２．４ （兵 庫）
１１ 田中 令子 ５５ ６１ １１６ ３２．４ ８３．６ （和歌山）
１２ 辻 正信 ６４ ５５ １１９ ３０．０ ８９．０ （和歌山）
１３ 髙木 祥広 ６４ ７４ １３８ ４８．０ ９０．０ （大 阪）
１４ 戸﨑 秀樹 ７９ ６４ １４３ ４０．８ １０２．２ （滋 賀）
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中国地域支部連合会

中国地域支部連合会総会
平成２７年７月１１日（土），岡山全
日空ホテルにて支部長会，中国地
域支部連合会総会ならびに記念学
術講演会が開催された。来賓とし
て同窓会本部から矢﨑秀昭会長，
臼井文規常任理事を，大学からは
井出吉信学長，佐藤 亨クラウン
ブリッジ補綴学講座教授をお迎え
し，中国５県の同窓約８０名の出席
のもと盛大に催された。総会は岡
山県支部長の伊丹義明中国地域支
部連合会会長の挨拶で始まり，
井出吉信学長から母校の近況報告
を交えたご挨拶を賜わり，矢﨑
秀昭同窓会会長と臼井文規同窓会
常任理事より同窓会本部の現況の
ご報告を頂いた。次いで猶予期間
終了後の評議員定数に関して協議
した後，支部から本部への要望に
ついての回答を頂き，次期開催県
を決定し閉会となった。
総会に続いて母校クラウンブ
リッジ補綴学講座の佐藤 亨教授
より「歯冠修復治療の最新テク

ノロジー～CAD/
CAM冠，オール
セラミッククラウ
ン～」の演題で学
術講演会が開催さ
れた。オールセラ
ミッククラウン，
CAD/CAM 冠の
利点と問題点につ
いて具体的な症例
とデータを交えて
臨床的にも大変わかりやすいご講
演を頂いた。
記念撮影の後，岡山県支部の
佐藤征紀監事の乾杯の音頭により
懇親会が開催された。桃太郎のか
らくり博物館館長でちくわ笛奏者
の住宅正人氏によるアトラクショ
ンでは来賓の先生方にも実演に参
加して頂き，ちくわ笛による大合
奏で大いに盛り上がった。
最後は全員で肩を組んで校歌を
斉唱し，次期開催県である広島県
支部長野間 博先生のご挨拶を
もって大盛会のうちに散会となっ

た。
その後場所を変えての二次会に
おいても話は尽きず，親交を暖め
た一夜となった。翌日は晴天にも
恵まれ鬼ノ城ゴルフ倶楽部にてゴ
ルフコンペが１６名参加のもと行わ
れ，見事なスコアで山根康雄先生
（島根県支部 昭４４年卒）が優勝を
飾られた。
最後になりましたが，遠路遥々
お運びいただいた先生方に厚くお
礼申し上げますとともに，ご協力
頂いた関係各位に感謝いたしま
す。 （田中吉治 記）
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四国地域支部連合会

平成２７年度
四国地域支部連合同窓会
５月１６日（土），高知市総合あん
しんセンター２階，高知県歯科医
師会内の会議室において，四国地
域支部連合同窓会総会が開催され
ました。同窓会本部より，矢﨑
秀昭会長，臼井文規常任理事，本
学より，矢島安朝水道橋病院長の
ご出席を賜わりました。また講演
会講師として，島村 大参議院議
員（昭和６０年卒）並びに，白須賀
貴樹衆議院議員（平成１２年卒）に
もご臨席を頂きました。
鬼谷信美高知県支部副会長の開
会の辞，校歌斉唱の後，物故会員
の先生方へ黙祷を捧げました。永
く四国地域支部連合会会長として
御尽力，ご活躍された久保田 晃

先生（愛媛県）が総会のわずか１１
日前に急逝され，多くの会員に驚
き，悲しみ，そして動揺が走りま
した。西川文雄高知県支部会長の
挨拶の後，来賓の先生方からご挨
拶を頂きました。矢﨑会長からは
同窓会の現状，取り組み等の話，
臼井常任理事からは同窓会創立
１２０周年記念式典等についての話
がありました。矢島先生からは水
道橋校舎の様子や国試に対する学
生，教職員の取り組み方につい
て，スライドを交えての説明があ
りました。協議事項では，西川高
知県支部会長より，亡くなられた
久保田先生の後任の四国地域支部
連合会会長の人選について提案が
あり，沖 義一先生（高知県）が
満場一致で承認されました。来年

開催の徳島県支部の福﨑博生会長
の挨拶で総会は終了しました。
引き続き行なわれた講演では，
島村，白須賀両議員から，歯科医
師国保についてや政治の現状等の
お話がありました。記念撮影後，
高知県恒例のお待ちかね，伊勢え
び料理「中来」へ。織田英正高知
県歯科医師会会長のご挨拶，野村
和男高知県歯科医師連盟理事長の
乾杯のご発声で懇親会の開始で
す。伊勢えびを堪能した後，宿の
ホテルに戻り２２階の展望レストラ
ンにて２次会。その後，街に繰り
出し，名物屋台の餃子に舌鼓を打
ちました。皆様，来年は徳島で会
いましょう。 （池田 顕 記）
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群 馬 県 支 部

平成２７年度 総会・学術講演会
平成２７年度の群馬県同窓会総
会・学術講演会は，７月１１日（土）
に群馬が誇る名湯の一つである伊
香保温の中でも老舗旅館として有
名な「岸権旅館」でおこなわれ
た。
一昨日までは，天候も悪く標高
の高い伊香保では朝晩に暖房器具
が必要なくらい冷え込む日が続い
ていたが，総会当日は熱い群馬県
同窓会に呼応するかのように雲ひ
とつない澄み切った空でこの夏一
番の暑い日となった。
物故会員に対しての黙祷の後，
総会が行われ平成２６年度の事業報
告ならびに一般会計収支決算等が
議決された。議事終了後，引田会
長からの提案により平成２８年度の
関東ブロックの主管であることか
ら出席した会員の方々と，「群馬
のおもてなし」についての意見交
換が行われた。
講演会は，東京歯科大学特任教
授の石上恵一先生をお招きして
「スポーツパフォーマンスに咬合
の関与はあるのか？」という演題
でお話していただいた。他大学に
はまねの出来ないフィールドワー
クから得られたデータと，それに
裏付けされたお話を参加した会員
の方々はみんな非常に興味深く聞
き入っていた。歯科の可能性を非
常に感じさせた講演内容であった
が，その一方で関係者の無知から
マウスガードの装着によってプロ
ゴルフで失格者が出た事からも，
選手への装着の際には十分にルー
ル等に配慮し指導に気を付けて欲

しいというお話もあった。またこ
の分野の研究では，日本がおそら
く最先端に位置しており，JOC
（日本オリンピック委員会）の強
化スタッフでもある石上教授のお
話は，今後オリンピックでの日本
のメダル獲得に向けての取組みに
関してシークレットの部分もある
ので講演から得た情報は慎重に取
り扱っていただきたいと，座長を
務めた先生からの注意喚起があっ
た。

また夜は，老舗旅館の美味しい
料理と地酒による懇親会。そして
伊香保温泉の茶褐色の名湯を堪能
し，非常に有意義で楽しい一日を
過ごして，その日は終わった。
翌日炎天下で行われたゴルフ
で，前日の講演が活かされたかど
うかは定かではないが，熱中症で
運ばれたという情報は届いていな
いので，参加者全員が無事に帰宅
したのは確かであったと思う。

（片野勝司 記）
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千 葉 県 支 部

平成２７年７月９日（木）京成ホテ
ル・ミラマーレにおいて３年ぶり
の東京歯科大学との懇談会が開催
されました。懇談会に先立ち平成
２年卒中村通宏先生より社保講習
会と同窓会創立１２０周年である今
回は新潟県阿賀野市立吉田東伍記
念博物館 館長渡辺文男様をお招
きして学術講演会をおこないまし
た。講演は血脇守之助先生が新潟
県三条町の英語教師から歯科医師
へと転身するきっかけ，また野口
英世先生が高山歯科医学院の学僕
となった流れなど母校の歴史を知
るうえで大変有意義で楽しいご講
演をしていただきました。
続いて大学との懇談会に移り，
高原正明千葉県支部長より挨拶し
ていただき，その中で会員の先生
方へ「３つのお願い」をされまし
た。第１に『１１月２９日開催の同窓
会１２０周年記念への多数の先生の
参加』第２は『現在始まっている
大学西棟への同窓からの支援』最
後に『衆議院議員白須賀貴樹君の

千葉県同窓会後援会への協力』が
ありました。大学からは水野嘉夫
理事長・井出吉信学長・矢島安朝
水道橋病院長・井上 孝千葉病院
長のご臨席を賜り，最初に水野理
事長より市川総合病院長時代の経
験を踏まえたご挨拶をいただきま
した。続いて井出学長より，現在

の２年生３年生の半分以上は女学
生であること，衛生士校は短大に
する方向性で進んでいること，現
在そして未来の大学のビジョンを
聞かせていただきました。
懇親会は宮下恒太先生による乾
杯のご発声にて開宴いたしまし
た。年代の垣根を越えて終始和や
かな雰囲気の中お酒もすすみ盛り
上がりました。最後に恒例の校歌
斉唱をし，名残惜しみながらの閉
会となりました。

（野田彰久 記）
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川 崎 支 部

川崎水橋会学術講演会開催
平成２７年７月４日中原歯科保健
センターにおいて東京歯科大学川
崎支部恒例の学術講演会が開催さ
れた。
今年は，慶應義塾大学医学部歯
科・口腔外科学教室中川種明教授
をお招きして『医科歯科連携をふ
まえた歯科治療－歯周病と糖尿病

などの基礎疾患との関連－』の講
演が行われた。
大学病院の歯科という環境をふ
まえて医科歯科連携をとらえ，バ
イオフィルム感染症である歯周病
と抗菌薬，歯周病と基礎疾患との
関連，特に糖尿病について講演さ
れた。高齢者社会になって今後医
科と患者の情報を密に共有して歯

科医療に携わっていく必要性や，
ます歯科医師として必要不可欠と
なってきている全身との関連を再
認識した。
講演後は講師を囲み懇親会とな
り，同窓での楽しい一時を過ごし
た。 （紺野義之 記）

掲示板
＊この掲示板は，同窓会ホームページ http : //www.tdc-alumni.jp にも記載されています。
日程等，決まり次第，できるだけ早めにお知らせください。
印刷，発行日の都合上，会報に載せられない場合がありますが，その場合は同窓会ホームページに掲載
されますので，ご了承ください。

事業種目
日 時

演題及び講師
又は事業内容 会 場 主 催

連 絡 先
外部より
参加可否

連合会総会
平成２７年
１１月１４日（土）
午後６時～

九州地域支部連合会総会 ホテルロイヤルオリオン
那覇市安里１－２－２１

TEL０９８－８６６－５５３３

沖縄県支部
連絡先
担当・石原 一

TEL０９８－８５８－９９５５

同窓会員
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横浜鶴見支部

８月２９日（土）午後６時より，関
内の鮨懐石「舎利膳」において，
２３名参加のもと，鶴見東歯会会
員・家族・従業員レクリエーショ
ンが開催された。
鶴見に居ながらにして世界の料
理を食べ尽くす企画も１０年目。ス
ペイン，中国，イタリア，ハワ
イ，インド，韓国，トルコ，フラ
ンス，スペインと各国の料理を堪
能し，記念すべき第１０弾は一旦わ
が母国に戻って，ちょっと豪華に
「鮨懐石」と洒落込んでみた。
はじめに佐藤秀夫会長が挨拶
し，グラスにビールが注がれる
と，吉田礎久先生の声高らかなる
乾杯の発声で「最高級プレミアム
和牛ステーキ懐石コース」がス

タート！もちろん飲み放題。
色鮮やかなお料理は盛られたお
皿やお椀にとてもマッチしてお
り，芸術作品を見ているようで，
味わいと共に楽しんだ。お待ちか
ねの和牛ステーキはミディアムレ
アでとろける軟らかさと溢れる肉
汁。赤ワインを注文。
ここのお店のご主人は生麦にお
住まいとか。さらにおかみさんに
話を聞くと１５年くらい前まで京急
鶴見駅至近で割烹料理店を営んで
おられたとのこと。皆で「あーあ
そこのお店かぁ。よく行ったよ。
懐かしいな。世の中狭いね」なん
て言いながらご主人自慢の握り寿
司をパクつき，懐石のフルコース
８品を心ゆくまで堪能した。

毎年恒例の会員近況報告では
「今年，息子がわが母校に入学し
た」と満面の笑みでご子息を紹介
する者，「うちの息子は母校大学
院で研究に勤しんでいる」と誇ら
しげに紹介する者。「早く鶴見東
歯会に入って一緒にレクや旅行の
幹事のお手伝いをしてね」と優し
く懇願する者など，それぞれに近
況を語った。
宴もたけなわであったが，森田
正純先生の閉会の辞が述べられ，
最後に形式にとらわれない鶴見東
歯会らしい自由な並び順で記念撮
影をし一本締めで，第１０弾を結ん
だ。 （宇佐美貴弘 記）

支部のうごき

90



横浜南部支部

夏の会員・家族・従業員レクリ
エーション開催
平成２７年８月２０日（木），毎夏恒
例の会員・家族・従業員レクリ
エーションが神奈川県支部連合同
窓会杉山紀子会長をお招きして開
催された。今年は「三浦半島 味
の旅」と題して企画され，三浦半
島の夏の混雑を避けるため，平日
の開催となった。
午前９時３０分，京急三崎口駅に
集合した一行７人は，タクシーに
分乗し，城ヶ島へと向かった。
城ヶ島は，母校校歌の作詞でお
なじみの北原白秋先生ゆかりの地
で，記念館や「雨はふるふる…利
休鼠の雨がふる」で有名な「城ヶ
島の雨」の碑が立つ。記念館では

作品集の中から母校校歌を見よう
と，白秋全集を出していただき，
「東京歯科大学，あるいは東京歯
科医学専門学校校歌」で索引を調
べたが載っていない。そんなはず
はないと皆首をかしげていたとこ
ろ，田中五郎会員が，「校旗は燦
たり」で引けば出ているかも，と
のアドバイスにより引き直したと
ころドンピシャ！。無事見つける
ことができた。校歌のページを開
いて一同記念撮影。
その後白秋先生の碑や城ヶ島の
海岸付近を散策した後，三崎口の
「豊魚亭」に移動した。「豊魚亭」
は，昨年末浜野文夫相談役がミニ
講演会で「三崎で食事をするなら
是非ここ」，と紹介された日本料

理店である。
浜野相談役は，ご存知の通り日
本全国の美味しいものを食べ歩
き，「味の旅」全九巻を上梓され
ているほどの食通である。その
浜野相談役ご推薦の店とあって期
待は高まった。
冷たいビールでのどを潤した
後，地元のトマトとマグロを使っ
た前菜から締めのにぎりまで，旬
の海の幸を使った多彩な料理に一
同大満足。美しい庭園を眺めなが
らいただく豊魚亭ならではの料理
は天下一品であった。

（横浜南部支部広報・
渡邊宇一 記）

写真が同窓会ホームページ≪http : //www. tdc-alumni. jp≫に掲載されています。
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静 岡 県 支 部

平成２７年７月１２日ホテルアソシ
ア静岡で臨時総会と学術大会を行
いました。
臨時総会は喜田真司専務理事の
司会のもと始まり，物故会員への
黙祷を行い，報告事項，協議事項
と進み，滞りなく終わり，引き続
き学術大会へと進みました。
今回の学術大会は，基調講演と
して東京歯科大学から，クラウン
ブリッジ補綴学講座主任教授 佐藤
亨先生を迎え「歯科審美と咬合－
正中と筋肉位から考える－」から
始まり，支部の学術大会では初め
ての試みとして，若手同窓会会員
の臨床症例発表を行いました。
平成６年卒，赤堀仁則先生「エ
クストルージョンによる歯肉縁下
カリエスおよび破折歯への対
応」，平成１４年卒，足立友秀先生
「骨吸収の著しい歯牙に再生療法
とインプラントを用いて保存を試
みた症例」，平成８年卒，庵原
英晃先生「結合組織移植術により
歯周組織形態の回復をはかった症
例」，平成１８年卒，會田貴久先生
「動揺歯固定材を用いた簡便な固
定による歯牙移植法」，平成２０年
卒，笠原明人先生「マイクロス
コープとCBCTを用いた歯牙保
存に対する取り組み」，平成２１年
卒，塩田亜里沙先生「MRCシス
テムによる筋機能矯正」以上の６
先生による症例発表を行いまし
た。１人，１０分の発表と討論は５
分の持ち時間でした。
佐藤教授の基調講演では歯科審
美を求めるには，顎口腔系におけ
る色彩美のみではなく形態美を考

慮し，それに加えて機能美との調
和を図ることが重要となる。形態
美，機能美を考えるには，基準が
正中であるとのこと。赤堀先生
は，カリエスや歯根破折により歯
根が骨内にもぐってしまった歯牙
をラバーコイルで牽引し骨上に歯
牙を出してから歯冠補綴を行なっ
た症例。足立先生は歯周病で周囲
骨欠損に対して抜歯時に骨補填材
を用いて骨の欠損を防ぎインプラ
ント埋入をした症例。庵原先生は
付着歯肉の退縮によって歯頚部が
露出した症例に口蓋から採取した
結合組織を移植する，歯肉結合組
織移植術で改善が見られた症例。
會田先生は右側上顎６の歯根破折
症例に，上顎右側８の抜歯同時移
植を行い，移植歯の固定に縫合で
はなく，動揺歯固定材を用いて固
定し，良好な結果が得られた症
例。笠原先生はマイクロスコープ
とCBCTを用いて根管内に残留
したファイルや根端から露出残留
した根管充填材の除去を行い良好
な結果を得た症例。塩田先生は
MRCシステムによる筋機能矯正
装置Myobrace を使用した筋機能
矯正は不正咬合の原因すなわち安
静時に口を閉じ，舌を口蓋に位置
させ，鼻呼吸を行
い，嚥下時に口唇
が動かないことに
より良好な歯列，
良好な顎顔面の成
長を獲得できる。
MRCは歯並びを
治すだけでなく成
長期の子供の頭蓋

顎顔面の正しい成長を促す治療と
のことです。
若手の先生方の大変有意義でな
おかつ素晴らしい発表を目の当た
りにし，東京歯科の卒業生の臨床
に取り組む姿勢や，素晴らしい症
例写真に感動しました。
学術大会終了後会場を移して，
神田先生の開会の辞で，懇親会を
開始しました。
佐藤 亨教授のご挨拶，続いて
静岡県歯科医師会副会長 小沢
照雄先生のご挨拶に続いて，浜松
の鈴木英生先生の乾杯のご発声で
会は始まりました。学年の垣根を
越えて楽しいひと時を過ごしまし
た。時間と共にメートルも上が
り，最後に荻原英生先生の指揮の
元，校歌を全員で斉唱し１２月の総
会での再開を約束してお開きとな
りました。 （辻 吉純 記）

佐藤教授と６人の演者
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福 岡 県 支 部

福陵会学術講演会・総会・懇親会
本年度の福岡県支部（福陵会）
学術講演会・総会を５月３０日，福
岡県歯科医師会館にて開催しまし
た。
講演会では，同窓会副会長でも
ある宮地建夫先生を講師に。会報
にも投稿されている欠損歯列につ
いて，「欠損歯列の私の読み方」
の演題でご講演いただきました。
また，先生には講演に引き続
き，同窓会の現状やアカデミア構
想，同窓会創立１２０周年記念事業

等，更には母校水道橋校舎西棟新
築や国家試験の状況などホットな
話題を織り交ぜたお話をしていた
だきました。
総会では平川誓生理事司会のも
と，支部長挨拶に始まりこの度晴
れて高齢会員（７５才）になられた
北 忠訓，三吉聖一朗両先生にお
祝を差し上げました。
議長に廣田 稔先生を選出した
あと，庶務・監査報告がなされ議
案である決算，予算等は全て承認
されました。

懇親会は会場を博多料亭「稚加
榮」に移し，井口由彰先生から乾
杯のご発声をいただき，終始和や
かに進み最後に母校校歌を声高ら
かに斉唱して散会となりました。
その後はもちろん中洲での二次会
へと流れました。
来年１０月２１日（金）～２３日（日），

福岡で日本歯科医学会が開催され
ます。２２日（土）には九州歯科医学
会・同窓会も併催されます。多く
の同窓の方々が来福されることを
期待しています。（永江健一 記）
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黎 明 会 昭和５７年卒

かねてより期待の高かった札幌
総会は，海の日の連休を利用し
て，平成２７年７月１９日（日），市内
の海鮮居酒屋「開陽亭」の１フロ
アを借り切って開催された。参加
者４１名。前日の土曜日には，水道
橋病院副院長髙野正行君が，地域
同窓会員のための学術講演会で講
演した（演題「口腔粘膜診査のス
スメ」）のだが，黎明会員の多く
はそれを聴かずに観光していた
…。
去年亡くなった山田哲美君（卒
後９人目，在学中を含めると１１人
目の物故者）に黙祷を捧げた後，
武藤会長の挨拶に続く議事はすん
なり進行，総会はあっという間に
終了した。出席できなかった人た
ちのコメント一覧が配布された
が，病人の多さに一同嘆息。
懇親会。乾杯の音頭は一番遠く
から参加の林 純滋君（岡山 １
日違えば台風で来られなかった）。
続いて参加者全員が一言ずつ近況
報告。卒後３３年。これまでの人生
の苦難を笑顔で告白する人が続
出。自らの人生を語れる年齢と
なったことを実感する。
大活躍の札幌総会実行委員長
船本君。疲れのせいかポカ連発も
ご愛敬。
２次会はライブハウスを借り
切っての，自前のコンサート形
式。ジャズコンボあり，おやじ
シャウトあり，学生時代の懐メロ
あり，声楽あり，フラダンスあり

…。「まだまだやれる」と，お互
いを勇気づけた。石塚バンドには
メンバーとして，木下 優（昭和
５２年卒）溝越俊二（昭和５６年卒）
の両先生が，わざわざ東京から参
加してくださった。この日が誕生
日の竹元さんが，ケーキのろうそ
くの火を吹き消した。
最後は全員で校歌を大声で歌っ
てお開き。解散後は，深夜までカ
ラオケ等に励んだグループもあっ
た。翌２０日，飛行機に余裕のある
人は，朝からノーザンホースパー
クに行って，ぎりぎりまで語らい
の時を過ごした。
なにせ北海道。参加者の要望は
てんでばらばらで，幹事４人で
は，３日間の対応に限界があっ
た。１８日のゴルフはずぶ濡れだっ
た。でも，歓迎の気持ちは伝わっ
たと思っている。参加ありがと

う。
参加者は以下の通り。鮎瀬
節子，石塚泰也，今村昭二郎，
大島みどり，小倉真由美，小倉
眞理子，海塩秀男，金山 昇，金子
紗由美，久保周平，黒田由紀子，
小池美子，杉山節子，高野寿子，
髙野正行，高橋いつ子，竹元
ゆうき，辻 吉純，冨山雅史，
中澤 章，西山 潔，野嶋直美，
野嶋昌彦，馬場真菜美，林 純滋，
古川 緑，松永治己，松村照代，
三宅 晋，宮本克樹，武藤 彰，
矢島佳子，山口哲生，山口雅弘，
山倉大紀，山梨由美子，与謝野
秋成。幹事は，船本能教，村上
奈津子，合田和生，島田清純。
次回は２年後，東京開催。それ
までお元気で。

（札幌・島田清純 記）

クラス会だより
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創 志 会 平成２２年卒

平成２７年８月２３日（日），ホテル
メトロポリタンエドモント・クリ
スタルホールにて本学１１５期生（創
志会）のクラス会が行われた。
まず行われた講演会では，学年
主任であった矢島安朝教授（口腔
インプラント学講座）による「東
京歯科大学の現状と歯科医療の未
来は？」にて歯科医療のパイを拡
げるために，今後我々がどうして
いけばよいかということについ
て，良い指針がいただけたと思
う。また，同窓生代表として大平
貴士先生（厚生労働省医政局歯科
保健課 歯科衛生係長）が「１０年
後の歯科界について」の講演を行

い，今後の歯科界の展望を行政の
立場からどのように考えているの
かを聞ける貴重な機会となった。
また同窓会より矢﨑秀昭会長，
髙野博子先生，菅原圭亮先生にも
お越しいただき，貴重なお話を聞
かせていただくことが出来た。
その後，村松 敬教授（歯科保
存学講座）の乾杯の音頭により，
懇親会が開始された。約７０名もの

同窓生が集まり，近況を報告しあ
い，昔話に花を咲かせた。同じ学
び舎で６年の月日を過ごしても，
卒業してから６年が経つと，歯科
医師としての研修後の環境により
大きく進路が変わるのだなぁと感
じた１日であった。

（理事・中原維浩 記）

クラス会開催日程

１２ 期 会（昭和３９年卒） と き 平成２７年１１月２７日（金）～２９日（日）
ところ お台場

ホテルグランパシフィック LE DAIBA

翔 蜻 会（昭和５５年卒） と き 平成２７年１１月２８日（土）
ところ ホテルニューオータニ（シリウスの間）

三 春 会（昭和６０年卒） と き 平成２７年１１月２８日（土）
ところ 東京丸の内 パレスホテル

写真が同窓会ホームページ≪http : //www. tdc-alumni. jp≫に掲載されています。

クラス会だより
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バレーボール部ＯＢ会長の坂
英樹先生が，昨年１０月１日付けを
もちまして明海大学歯学部 病態
診断治療学講座 歯科法医学分野
の教授に就任されました。それを
祝しまして，本年７月１２日（日）「東

京ドームホテル シンシア」にて
就任祝賀会を開催致しました。OB
７４名，現役２８名，大学からは井出
吉信学長，森田雅義先生（顧問）
をお招きし，総勢１０２名の盛大な
会となりました。司会進行は岸本
敏幸先生（平成２１年卒）に務めて
いただきました。
初めに学長の井出吉信先生，友
萌会元会長の片桐重雄先生（昭和
３７年卒），顧問の森田雅義先生か
らご挨拶を頂きました。坂先生へ
の記念品贈呈の後，宇井洋夫先生
（昭和４８年卒）による乾杯の音頭
で祝宴が始まりました。
OBの藤本 卓先生（昭和６２年
卒），塩﨑雄生先生（平成２年卒），
長﨑孝司先生（平成５年卒），鈴木
謙介先生（平成７年卒），中原弘敬
先生（平成７年卒），石川一麿先生
（平成１０年卒），山口祐一郎先生（平
成１２年卒），宮本政幸先生（平成１９
年卒），麻生 徹先生（平成２２年

卒），大泉康輔先生（平成２２年卒），
高橋（旧姓 直井）香さん（衛生士
校・平 成２年 卒），三 宅（旧 姓
鈴木）美樹さん（衛生士校・平成３
年卒），山本（旧姓 高梨）敬子さん
（衛生士校・平成３年卒）から祝
辞を頂き，続けて現役男子・女子
主将による歯学体への抱負があり
ました。
坂先生による謝辞を頂いた後，
参加者一同による校歌の斉唱，記
念撮影を行い，閉会の運びとなり
ました。
（平成２４年卒 露木 悠 記）

OB会・グループ・サークルだより

坂 英樹先生（平成２年卒）明海大学教授就任祝賀会報告

ご来賓及びOBの先生方

井出先生によるご挨拶 坂先生への記念品の贈呈
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平成２７年６月２１日，ホテルニュー
オータニ鳳凰の間において，外木
守雄先生日本大学教授就任祝賀会
が行われました。外木守雄先生は
昭和５８年卒業（水真会）です。日
本大学では学務副委員長，顎変形
症外来主任，学会活動では，日本
睡眠歯科学会理事長，日本口腔外
科学会理事，日本睡眠学会理事な
ど要職についておられます。
さて，日本大学歯学部と本学の
つながりは深く，初代学部長（当
時の名称は専門部歯科長）佐藤
運雄先生は本学の前身である高山
歯科医学院の出身で，１９１６年のち
に日本大学歯学部となる東洋歯科
医学校を設立し，１９２１年日本大学
専門部歯科長，１９４３年同大学長，
１９４６年からは理事長を務められま
した。約１００年の時を経て，日本
大学に本学出身の新しい教授が誕
生したことになります。
式は先ず発起人を代表して東京
歯科大学名誉教授 山根源之先生
が挨拶を行い，続いて日本大学歯
学部学部長・日本大学歯学部衛生
学講座教授 前野正夫先生，日本

睡眠学会理事長・東京慈恵会医科
大学葛飾医療センター病院長
伊藤 洋先生，日本大学歯学部口
腔外科学講座口腔外科学分野教授
大木秀郎先生が，来賓の祝辞を述
べられました。次に本学名誉教授
野間弘康先生の乾杯の音頭で祝宴
となりました。
後半では外木先生の活躍を記し
たDVDが上映され，細かった学
生時代から貫禄の着いた最近の姿
が披露されました。次にお嬢様の
綾乃さんから外木先生および奥様
に花束が贈呈されました。綾乃さ
んから外木先生に贈られた言葉

は，父を心配する娘の心境がとて
も良く込められており，参加者の
感動と爆笑を誘っておりました。
最後に外木先生より参加者への感
謝の言葉と共に，奥様の徳子先生
に真珠のブローチがプレゼントさ
れました。本年は３２回目の結婚記
念日（真珠婚）に当たり，今回の
サプライズプレゼントとなりまし
た。
式は和やかな雰囲気の中，外木
先生の今後の活躍を祈念しつつ，
国立長寿医療センター・口腔感染
制御研究室長 渡邊 裕先生の閉
会の辞で，閉会となりました。

外木守雄先生日本大学教授就任祝賀会
聖路加国際病院歯科口腔外科部長
小 澤 靖 弘（昭和６２年卒）

すいどう ば し
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７月

１） 理事会

７月１５日（水） 第４回常任理事会

２） 委員会

７月１日（水） 事業推進部卒後研修委員会
２日（木） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
６日（月） 会務運営協議会
１０日（金） 広報部広報委員会
１３日（月） 事業推進部医療教養委員会
１７日（金） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会祝賀会小委員会
１８日（土） 事業推進部臨床セミナー委員会（補

綴セミナー打合せ）
２４日（金） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会
２４日（金） 事業推進部臨床セミナー委員会（矯

正セミナー打合せ）
２５日（土） 事業推進部臨床セミナー委員会（補

綴セミナー打合せ）
２８日（火） 事業推進部アカデミア情報オンデマ

ンド配信検討会
２８日（火） 事業推進部臨床セミナー委員会（補

綴セミナー打合せ）
２９日（水） 事業推進部アカデミア生涯研修企画

会議
３０日（木） 総務・厚生部ゴルフ大会運営実行委

員会
３１日（金） 事業推進部卒後研修委員会

３） 出張

７月４日（土） 新潟県支部総会 財部副会長出席
学術講演会 講師・上田貴之准教授
（母校）

５日（日） 埼玉県支部総会 矢﨑会長出席
学術講演会 講師・亀山敦史准教授
（母校）

９日（木） 千葉県支部学術講演会
講師・渡辺文男氏（吉田東伍記念博
物館館長）

１１日（土） 中国地域支部連合会総会・支部長会
矢﨑会長，臼井常任理事，伊丹理事
出席
学術講演会 講師・佐藤 亨教授
（母校）

１１日（土） 群馬県支部学術講演会
講師・石上惠一特任教授（母校）

１２日（日） 静岡県支部学術講演会
講師・佐藤 亨教授（母校）

１２日（日） 愛知県支部学術講演会
講師・阿部二郎先生（東京都開業）

１８日（土） 札幌支部学術講演会
講師・高野正行准教授（母校）

２２日（水） 東京地域支部連合会学術講演会
講師・阿部 修先生（東京都開業）

２５日（土） 中信支部学術講演会
講師・笠原正貴教授（母校）

２５日（土），２６日（日）
全国歯科大学同窓・校友会懇話会
矢﨑会長，宮地副会長，髙野常任理
事，佐々木常任理事出席

４） 事業

７月５日（日） TDCアカデミア２０１５
臨床セミナー ぺリオセミナー

８日（水） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修
TDC研修倶楽部

１３日（月） 同窓会創立１２０周年記念事業座談会
１５日（水） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修

DSM
２０日（月・祝） 学年代表者会
２３日（木） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修

歯科臨床を語る会

庶 務 日 誌

98



８月
１） 委員会
８月４日（火） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会（係員配置打合せ会）
４日（火） 事業推進部社会保障制度研究委員会
６日（木） 渉外部渉外委員会
７日（金） 総務関係打合せ会
２１日（金） 広報部広報委員会
２４日（月） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会式典・講演会小委員会
２４日（月） 事業推進部若手ネットワーク委員会
２５日（火） 事業推進部臨床セミナー委員会（補

綴セミナー最終予演会）
２６日（水） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会
２８日（金） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会
３０日（日） 事業推進部卒後研修委員会・医療教

養委員会・臨床セミナー委員会全体
委員会

２） 出張
８月２０日（木） 東京地域支部連合会靖心会

矢﨑会長出席
２３日（日） 第１１５期創志会クラス会

矢﨑会長，髙野常任理事出席
２９日（土） 北多摩支部学術講演会

講師 大川延也先生（東京都開業）

３） 事業
８月１９日（水） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修

DSM，TDC研修倶楽部

９月
１） 理事会
９月１９日（土） 第４回理事会

２） 委員会
９月１日（火） 事業推進部社会保障制度研究委員会

勉強会
４日（金） 二校会主催若手研修セミナー打合せ
８日（火） 事業推進部卒後研修委員会

１１日（金） 広報部広報委員会
１１日（金） 事業推進部アカデミア情報オンデマ

ンド配信検討会
１４日（月） 事業推進部医療教養委員会
１４日（月） 会務運営協議会
１５日（火） 同窓会創立１２０周年記念事業（常置

委員会）全体委員会
２５日（金） 渉外部渉外委員会
２８日（月） 臨床セミナー委員会（研究委員会

B）
２９日（火） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会式典・講演会小委員会講演会打
合せ

３） 出張
９月６日（日） 関東地域支部連合会総会・支部長会

矢﨑会長，髙橋専務理事，高原理事
出席

６日（日） 東海地域支部連合会総会・支部長会
宮地副会長，佐々木常任理事，山田
理事出席

１７日（木） 東京地域支部連合会都歯関係東歯同
窓懇談会 矢﨑会長出席

３０日（水） 練馬支部学術講演会
講師 古澤成博教授（母校）

４） 事業
９月３日（木） 同窓会創立１２０周年記念 第４３回同

窓会主催全国ゴルフ大会（霞ヶ関カ
ンツリー倶楽部）

９日（水） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修
TDC研修倶楽部

１０日（木） TDCアカデミア２０１５ 医療教養
フロントランナーセミナー №２

１２日（土）・１３日（日）
TDCアカデミア２０１５
臨床セミナー 補綴セミナー

１３日（日） 同窓会創立１２０周年記念フォーラム
１６日（水） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修

DSM
２４日（木） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修

歯科臨床を語る会

庶 務 日 誌
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２７日（日） 二校会主催若手研修セミナー

１０月
１） 理事会
１０月２４日（土） 第５回理事会

２） 委員会
１０月２日（金） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会（小委員会）
５日（月） 臨床セミナー委員会（研究委員会

B）
５日（月） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会祝賀会小委員会
６日（火） 広報部広報委員会（小委員会）
７日（水） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会
７日（水） 事業推進部医療教養委員会
７日（水） 事業推進部オンデマンド配信検討会

（小委員会）
７日（水） 東京歯科大学・同窓会広報連携打合

せ会
９日（金） 広報部広報委員会
１６日（金） 事業推進部臨床セミナー委員会（矯

正セミナー最終予演会）
１６日（金） 事業推進部若手ネットワーク委員会
２０日（火） 会務運営協議会
２１日（水） 東京地域支部連合会保険講習会

矢﨑会長出席
２６日（月） 事業推進部卒後研修委員会
２７日（火） 事業推進部アカデミア生涯研修企画

会議
３０日（金） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会祝賀会小委員会

３） 出張
１０月１日（木） 下谷・浅草支部合同学術講演会

講師 大鶴聖一郎先生（東京都開業）

３日（土） 北陸地域支部連合会総会・支部長会
矢﨑会長，佐々木常任理事，伊藤理
事出席
学術講演会 講師・齊藤朋愛助教
（母校）

１０日（土） 東京地域支部連合会城西ブロック総
会 浮地副会長出席

１０日（土） 北海道地域支部連合会創立１００周年
記念式典

矢﨑会長，臼井常任理事出席
１１日（日） 北海道地域支部連合会総会

矢﨑会長，臼井常任理事，佐藤理事
出席

１８日（日） 第３００回東京歯科大学記念学会・総
会 同窓会創立１２０周年記念

矢﨑会長出席
１８日（日） 信越地域支部連合会総会

浮地副会長，小池常任理事，阿部理
事出席
学術講演会 講師・外木守雄先生
（日本大学歯学教授）

２１日（水） 東京地域支部連合会保険講習会
矢﨑会長出席

２４日（土） 広島大学歯学部創立五十周年記念式
典・講演会・祝賀会

宮地副会長出席

４） 事業
１０月１４日（水） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修

TDC研修倶楽部
２１日（水） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修

DSM
２５日（日） 同窓会創立１２０周年記念リベラル

アーツ・セミナー
２９日（木） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修

歯科臨床を語る会

庶 務 日 誌
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葛飾柴又の寅
さんと発音が同
じでもこちらは
難しい字を書く
乕さんが心不全
で，平成２７年１

月２０日に逝去されました。頭がよ

く，字が綺麗で，几帳面な彼女
に，クラス雑誌「らくがき」の会
計を，本当に長い間担当しても
らっていました。我々は，敗戦間
もない昭和２３年春，最後の旧制予
科に入学しました。同級生８０数名
の内，女子は僅か５名と云う時代

で，すべてAクラスに入ってい
て，男女共学に慣れていない時代
でしたので，初々しいものがあり
ました。それから６７年，真に長い
付き合いでした。戦後の混乱の
中，市川での３年間は旧制高校の
雰囲気が漂う感慨深い学生生活を

逝 去 会 員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を

お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）

●昭 ３９ 卒 落 合 武（７５歳） 東京都中野区 ２７．５．３１

●昭 １８．９ 卒 和 田 知 雄（９２歳） 神奈川県横浜市 ２７．３．２５

●昭 ２３ 卒 宇佐美 達（８７歳） 新潟県新潟市 ２７．６．２７

●昭 ３２ 卒 石 井 愼 一（８２歳） 東京都町田市 ２７．７．８

●昭 ２５ 卒 森 田 多賀雄（８９歳） 神奈川県横須賀市 ２７．４．２０

●昭 １８．９ 卒 戝 間 敏 夫（９４歳） 島根県鹿足郡 ２７．７．２６

●昭 ３２ 卒 澤 田 宣 彦（８３歳） 熊本県八代市 ２７．７．３１

●昭 ４３ 卒 廣 瀬 勇（７６歳） 東京都渋谷区 ２７．７．３０

●昭 ３６ 卒 野 村 栄 一（７９歳） 東京都世田谷区 ２７．８．４

●昭 ４４ 卒 阿曽沼 肇（７１歳） 岩手県奥州市 ２７．８．１０

●昭 ２２ 卒 陣之内 励 志（９２歳） 東京都大田区 ２７．８．８

●昭 ２３ 卒 中 村 善佐左門（８９歳） 青森県黒石市 ２７．８．２１

●昭 ３１ 卒 田 中 悦（８５歳） 東京都品川区 ２７．８．２０

●昭 ２７ 卒 梅 田 昭 夫（８７歳） 東京都江東区 ２７．８．３１

●昭 ２７ 卒 鮎 瀬 泰 典（８６歳） 栃木県大田原市 ２７．９．１

●昭 ３６ 卒 土 橋 愛 敬（８０歳） 東京都日野市 ２７．８．２７

●昭 ３１ 卒 小 山 哲 夫（８３歳） 富山県氷見市 ２７．９．１０

●昭 ３３ 卒 大 橋 和 夫（８１歳） 東京都北区 ２７．９．１０

●昭 ２７ 卒 石 山 和 平（８４歳） 北海道小樽市 ２７．９．１８

●昭 ４３ 卒 山 本 吉 彦（７２歳） 神奈川県横浜市 ２７．９．２０

乕田尚子さん亡くなる �驥会（昭和３０年卒）

追 悼
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もう一人，平
成２７年３月９日
に恩田君が肺炎
で亡くなってい
ました。家族や
同級生から何の

連絡もなく，東京歯科大学の会報
の逝去会員のページを見て，びっ
くりした次第でした。
恩田君は卒後，上條解剖学教室
に残り，研鑽を積み，第一講座の
助教授に昭和３５年に任命され，胎
生後期の乳歯芽の位置・排列の変
化や石灰化に関する色々な研究を
されました。
昭和４０年岩手医大歯科の教授と
して移られ，学友会囲碁部長を与
えられ下手なりにも励み，趣味と
してもNHKの囲碁有段クラスで
頭の体操と思い楽しんでいたそう
です。
昭和４７年に新設された松本歯科

大学に移り，新しいものずくめの
中で随分苦労された様子でした。
部活としてバスケット部の部長と
して，運動音痴なりに２０数年，勤
められました。
定年後，奥様の関係で港の見え
る「横浜みなとみらい２１」の高級
マンションで悠々自適の生活を送
り，囲碁・フィットネス倶楽部で
汗を流すと云う，羨ましい余生を
過されました。数年前より緑の美
しい有料老人ホームに入られ残り
の人生を静かに過ごされました。
前出のらくがき写真集の恩田君
の「今思うこと」の中に『みなと
みらいの地を離れ如何にして自分
らしく生きるべきか宿題は多いで
す。新鮮な気分で新しい一歩を踏
み出しました』と。
平成５年（１９９３年）６月，松本
歯科大学在職中に，らくがき旅行
の幹事になって戴き，雨季の季節

にもかかわらず晴天に恵まれ２日
間でビーナスライン・安曇野穂高
の清流でなければ育たないと云わ
れているわさび畑・アートヒルズ
を見学しました。割烹旅館，桃山
で泊り楽しい旅でした。荒川 上
君（平成６年３月逝去）がこの旅
行を最後に体力低下で来られなく
なり，印象深い旅行でした。
恩田君は地道に研究・教鞭に取
り組まれ，真面目に人生を過ごさ
れた方だと思います。
新住所に移られてから一度しか
連絡を取りませんでしたので失礼
しました。
この１１月には，松本歯科大学第

一解剖学教室にて，恩田千爾名誉
教授の追悼会が催される由，御冥
福をお祈り申し上げます。
（昭和３０年卒・足代弘文 記）

送りました。
蒲郡の伊藤克己君が，昭和６２年
６月に亡くなった時には，私の故
郷の伊勢で，父が危篤だと云う事
で行ったり来たりしていた時だっ
たので，何故か私と乕田さんが葬
儀に出席しました。うさぎ追いし
……と云う童謡歌が流され，彼ら
しい告別会でした。
らくがき会の行事の中で，平成
元年（１９８９年）土肥の椎貝清文君
の招きで，富士山の伏流水の柿田

川の下見に乕田さんと３人で出掛
け椎貝宅に泊めて戴いた事もあり
ました。
この様に何事にも付き合いが良
く，心やさしい方でしたが，ただ
単に心やさしいばかりでなく，戦
争に対する深い悲しみと思いやり
をお持ちの方でした。らくがき会
写真集発刊に寄せられた乕さんの
文章を読み返し，その思いを新た
にしました。『参拝後，無言館に
向う。先の大戦で学徒動員を受け

絵筆を銃に，剣に代えさせられた
学徒の絵が展示されて居り，その
思いは如何ばかりであったかと，
ひしひしと胸を打つ対面であっ
た。少し重苦しい気分で，次の北
向観音に向う。現世の幸福を受け
ず逝った無言館の学生達への細や
かな贐になればと心より願い，祈
る。』 合掌
（昭和３０年卒・足代弘文 記）

恩田千爾君を偲ぶ �驥会（昭和３０年卒）

追 悼
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３月１８日のシ
チヤ会メールで
井口君の逝去を
知りましたが，
すぐにはとても
信じられません

でした。というのもその二ヵ月前
の１月１２日に久しぶりに京都で
会って，近況を語り合い楽しい時
間を過ごしたばかりだったからで
す。
彼とは専門課程になってからク
ラシック音楽や作家論から付き合
いが始まり，シベリウスの交響曲
第２番やフルトベングラー指揮の
「運命」を自慢げに聴かせても
らったのがついこの間の事のよう
です。
卒業後も事あるたびに仕事や家
族，趣味について連絡を取り合っ
ていました。特に井口君の趣味に
ついては圧巻で，テニスの各種
チャンピオンから始まり，カー
レーサーとしては「’９３フレッ
シュマントロフィーレース in
SUZUKA」の第４戦，５戦を連
続優勝してレース雑誌に取り上げ
られました。その後は登山，源流
釣り，海釣りに熱中していまし

た。特に釣りに関しては多くの会
で「プロ」と称されていたようで
す。
でも遊んでばかりいた訳ではあ
りません。今回の不幸の後，院長
を失った歯科医院の後片付けを手
伝いに来た新進気鋭の歯科医が，
残された機械，器具，材料，薬
剤，書籍を観て「これら全てを一
人で使いこなされていたのです
か？ すごいですね！」と驚嘆し
ていたそうです。そう，歯科医師
としての彼はその道においてもプ
ロ中のプロを続けるべく努力をし
ていたのです。
二年前の年賀状に「実は前立腺
癌になってしまった」と記されて
いたのにびっくりして心配してい
ましたが，井口君らしく専門医以
上に勉強して治療方針も自身で決
めて，一応順調に推移していたよ
うでした。しかし心のうちではさ
すがにいろいろ考えを巡らしてい
たようで，「京歯月報」の山岳同
好会の報告投稿で文章を次のよう
に締めて覚悟の程を窺わせていま
す。
「～顧みれば人生の貴重な部分
を占めてきた源流の日々。今，ふ

と心によぎるのは，団塊の世代の
私にとってこうした単独行をあと
どれだけ続けられるのかという一
抹の寂寥感。一方でまたこうも思
うのである。いつの日か傍らの連
れ合いに手を握られ，夢の中で
数々の思い出の源流に遊べれば，
これはこれで申し分のない人生の
終焉ではないかと。」
そして全ての準備を終えた彼は
磯釣りの事故で先を急いでしまい
ました。海に散骨するようにとの
遺言だったようですが，阪大を卒
業して一流企業に勤めているご子
息が「しばらくは家にいてもらう
よ。」と宣言し，遺骨は今も優し
い奥様と一つ屋根の下に居ます。
５月末のシチヤ会の宇奈月クラ
ス旅行がありましたが，黒部は彼
の源流釣りの本拠地でもあり何度
も訪れていると聞いていたので，
「称名の滝」を眺めながら彼の居
ない無念を痛感しつつ冥福を祈ら
ずにはいられませんでした。
井口君，小生の人生に掛け替え
のない多くの思い出を遺してくれ
てありがとう。残念です，寂しい
です。
（昭和４８年卒・秋草裕民 記）

井口俊介君を偲ぶ シチヤ会（昭和４８年卒）

追 悼
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◆投 稿 規 定

⑴ 原稿締め切り
原稿の締め切りは，発行前月の１０日までとし，
原則として締め切り翌月発行の会報に掲載いた
します。

⑵ 投 稿 様 式
投稿は原稿用紙に横書きとし，便箋などの使用
はご遠慮下さい。ワープロ等電子機器使用の場
合は１行１５字で設定して下さい。写真はピント
のあったものを，大きいサイズ（２Lなど）で
集合写真のみでなく，スナップなども添えて下
さい。

⑶ ご投稿いただいた原稿は原則として原文のまま
掲載いたします。ただし，紙面の都合により加
筆削除等お願いすることがありますので，ご了
承下さい。なお，掲載については委員会にご一
任いただきます。

⑷ 写真等の返却
写真等は，原則として返却いたしませんが，特
に貴重な写真の場合は，その旨書き添えて下さ
れば返却いたします。写真は同窓会ホームペー
ジにも掲載されることがあります。

※平成２６年度より，偶数月発行から年間４回（２，６，１０，１２月）の発行になりました。

電子メールでの投稿は同窓会ホームページ
http : //tdc-alumni.jp/organization/dousoukai/kouhoubu/をご覧下さい。

⑸ 投 稿 字 数

投稿欄 内容 文字数，備考

追悼 故人の追悼文 ６００字程度でお願いしています。

すいどうばし
いなげ

随想，詩，短歌，
時評など

１編１，７００字程度（１ページ）。投稿者本人にしか解らない思い入れ
や，取り止めのない随筆はご遠慮いただき，出来るだけ大学や同窓
会に縁（ゆかり）あるものが望ましい。

支部のうごき
クラス会だより

１ページ１，７００字程度（１ページ以内でお願いします）
写真が入る場合下記を参考に文字数を減らしてください。
全員の集合写真は７２０字に相当，会場風景や大勢のスナップ写真は
３６０字相当，数人のスナップ写真は１２０字相当で掲載します。
尚，同窓会ホームページよりひな型をダウンロードできますのでご
利用下さい。

投稿送付書 郵送で投稿の方は下記送付書に内容を記載し，同封をお願いします。

お名前（漢字） フリガナ 所属支部 支部

卒業年数（どれか１つ） （昭和・平成・西暦） 年卒 ／ 期卒

住所（自宅・勤務先） 〒

電話番号（自宅・連絡先） － － FAX番号 － －

投稿先
□に�印チェック

同窓会会報 □カラーグラビア □追悼 □支部のうごき
□ふるさと自慢 □すいどうばし □いなげ
□クラス会だより □OB，グループ・サークル

貼付写真枚数 枚

その他ご希望 （例 写真の順番・重要度など）
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◆へんしゅうこうき ★巻頭ページの「卒業アルバムから見た母校の変遷」いかがでしたか？
水道橋旧校舎や市川校舎，そして千葉校舎と，思わず「懐かしい！」と思われた
先生も多かったのではないでしょうか？これを機に，ご自身の卒業アルバムを紐
解いてみてはいかがでしょう…新たな一歩を踏み出すきっかけになるかもしれま
せん。
★今月号は，創立１２０周年記念のテーマ「伝統そして未来への飛躍」の『未来』に
焦点をあてた特集として，本年４月に卒業された１２０期卒業生の想いを聴くこと
が出来ました。皆其々がとても素晴らしい将来像をしっかりと見据えていて感激
しました。それに比べ，卒業したての頃の私はどうだったかと思うと反省しきり
です。歯科界の将来を明るく担ってくれるフレッシュな先生方に拍手‼
★口腔保健オープンフォーラムの取材をさせていただきました。大々先輩の血脇
守之助先生は，むし歯の治療に留まらず，口腔を清潔にすることが重要であると
「口腔衛生」を唱えられ，大正３年に日本で初めて『万歳歯ブラシ』という『歯
ブラシ』を創ったそうです。このときの『歯ブラシ』という名称が，日本中に広
まり現在まで使われているとの事です。そして，昭和３年には，『むし歯予防
デー』を提唱し，ラジオで歯を磨く事の重要性を訴えたり，小学校に出向いて正
しい歯みがきの仕方を伝えるなど，まさに口腔衛生の礎を解いた先生でもありま
した。
★昨年の会報でご報告させていただいた「東歯祭」が１０月２５日に行なわれます。昨
年の取材では若い学生さん達のキラキラした目がとても印象的で感動しました。
今年も取材に行って参りますので，報告をさせていただきます。
★【同窓会創立１２０周年記念式典・祝賀会】まで，あと１ヵ月余となりました。
お申し込みはもう済まされたでしょうか？大変多くの先生方からお申し込みをい
ただいており，この会報が発刊するころには，締め切りになっているかもしれな
い…という嬉しい状況です。
実行委員会では，先生方のご期待に応えられるよう様々な催しを企画しておりま
す。広報部からの企画もありますので，どうぞお楽しみに！また，会場では，多
くの先生方の写真撮影のために広報部が会場を走り回っておりますので，お気軽
にお声掛け下さい。

最後に…この編集後記を書いていて実感しました。
血脇先生の時代から，卒後すぐの先生や学生さんに至るまで，やはり我が校は素
晴しい‼ 心から同窓会を誇りに思います。 （佐々木葉子 記）

広報部広報委員会
委 員 長 臼田 準
副委員長 福井 雅之

山口 雅史
委 員 古澤 成博

奥野 圭子
佐々木葉子
皆川 雅彦
渡邊 宇一
島田 篤
西村 哲雄
横田 東生

広報部担当理事 小池 修

平成２７年１０月２０日 印刷
平成２７年１０月２５日 発行

東京歯科大学同窓会会報 第４０１号

発行人
編集人

小 池 修
臼 田 準
東 京 歯 科 大 学 同 窓 会

同窓会ホームページアドレス
http://www.tdc-alumni.jp

〒１０１‐００６１ 東京都千代田区三崎町２－９－１８
電 話（０３）５２７５－１７６１
ＦＡＸ（０３）３２６４－４８５９

印刷所 一 世 印 刷 株 式 会 社
〒１６１‐８５５８ 東京都新宿区下落合２－６－２２

電 話（０３）３９５２－５６５１（代）
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